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　　　プロローグ







「ん!?」

　土煙の中から、揺り動く巨きよ体たいの一部が垣かい間ま見みえた。

「あれか！」

　直なお会らいカナエは足あし下もとに十じゆう字じ印いんを打って、空中に静止する。最初に上下左右を見回して、彼を狙ねらってくるはずの『ハインの手先』の少女の姿すがたを探すが、とりあえず見える範囲に姿はない。

（渦うず巻まきの子も、アレの近くに潜ひそんでるのかな）

　自分でもどうしてそこまで少女を気に掛けるのか分からないまま、なお気を配る。

　その肩の上で、そよぎパペットが指のない腕を差した。

「あっ、出てくるよ」

　土煙の中から這い出してくる巨きよ体たいを、伸ばされた腕を見て、

「前と形が全然違う？」

　カナエは戸と惑まどいの声を上げる。

　今彼らの眼がん下かに在る『死像トランジ』は以前の、人とも付かない襤褸ぼろ布ぬのオバケとは似ても似つかない。もっと明確な、コミカルとすら言える形状で、体を構こう成せいするパーツも見覚えのある物だった。

　その全形は、亀の甲羅を被った蛸のよう。

　亀かめの甲こう羅らに当たる本体らしき部分は、先まで滞たい在ざいしていた洋館そのもので、幾いく本ほんも伸びた太い触しよく手しゆは、壁の皹ひび割われや床の底から湧わき出した黒い肉にく塊かいで形作られている。

　襤褸布オバケが見せていた不安定・未み熟じゆくな印いん象しようはない。巨きよ体たいに見合った重じゆう厚こうさで着実に、太い触手を伸ばしてジワジワと、かつて自らの建っていた敷しき地ちの外へと這はい出していた。

「ふむ……『半閉じの目』を宿した人間にとって破は滅めつの象しよう徴ちよう、あるいは世界と同等に捉とらえていた物が、死像トランジになった本人と同化しているんだ……『ハインの手先』が死像トランジ作りに慣れてきたのか、これが死像トランジ本来のあるべき姿すがたなのか、どっちだろ……？」

「のんびり分ぶん析せきしてる場合じゃないよ」

　腕組みしてブツブツと呟くそよぎパペットに言うと、カナエは足あし下もとの十じゆう字じ印いんを消して一いつ旦たん落らつ下か、再び背後に一いつ瞬しゆん、十字印を打って加か速そく・降こう下かする。

「今さらだけど、あれって八十辻さん？」

「んー、十字印を見たリアクション的に、可能性は半々かな」

「やっぱり」

　納なつ得とくと呆あきれの溜ため息いきを吐いたカナエは、肩の上のパペットをジト目で睨にらんだ。

「そよぎさん……もしかして手て間まを倍に増やしただけなんじゃないの？」

「ショーガナイでしょ！　あの場はそういう流れだったんだから！」

　大いに逆ギレするそよぎが、パペットをジタバタさせる。

　そんな二人の目め指ざす先は死像トランジそのものではなく、死像トランジとなった洋館が後にした跡あと地ち。そこは建築物の崩ほう壊かいしたような瓦が礫れきは一切なく、地上部が丸ごともぎ取られ、天てん井じようを失った広い地下室の全容が丸見え、という奇き観かんを成している。

　カナエはこれらを軽く飛び越えながら、中にどちらかが取り残されていないか、確かく認にんして回る。が、怪あやしげな器き具ぐの揃そろった実験室、古そうな本が雑ざつ多たに積み上がった書しよ庫こ、床に魔ま方ほう陣じんの描かれた円形広ひろ間ま──空からの地下牢ろうは見ない振りをした──等は、いずれも無人。

　ロードローラーが通った後のように平らに地じ均ならしされた、かつては正門だった場所から、カナエとそよぎは死像トランジの後ろ姿を見やる。

　と、そんな二人の背後に、

　〈──〉

　不ふ意いになにかの立ち上がる気け配はいがあった。

　カナエはその声が出る前に振り向き、

　ガンッ！

　と早はや撃うちのように、蠢うごめく姿すがた目め掛がけて十字印を叩たたき込んでいる。

　〈──、っ〉

　立ち上がりつつあったなにかは、その途と中ちゆうで黒い肉にく塊かいを爆はぜさせて砕くだけ散り、内ない蔵ぞうしていた部品を派は手でにぶち撒まけた。粘ねばり気のある肉塊は、地面を跳ねる間に蒸じよう発はつし、黄おう銅どう色いろの歯車やシャフトなどの部品も、錆さび朽くちるように消えてゆく。

「あーもう、この忙いそがしいのに！」

　カナエは思わず叫んでいた。

　振り向いた視し界かいの内に、さらに五、六体から立ち上がっているそれらは、ぬめっとした半はん透とう明めいの黒い肉塊の奥に、稼か働どうする部品類を透すかして見せる、人型の怪かい物ぶつ。

　多少の形状こそ違え、カナエはその雰ふん囲い気きから察することができていた。

「これが、魔ま術じゆつ師し特製のクレンペル、か」
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　　　１　五芒星の少女







　うららか、というには盛りの暖かさ薫かおる、ゴールデンウィーク最中さなか。

　多柏たかえ学がく院いん中ちゆう等とう部ぶ二年二組、直なお会らいカナエは突とつ然ぜん、全速力で駆かけ出した。

「カナちゃん!?」

　常の如ごとくか細く叫ぶ一いち条じよう摩ま芙ふを置いて、新緑も眩まぶしい公園の芝生しばふを踏みつけ、立入禁止の札ふだを乗り越え──彼だけに見える『既すんでの道みち』を、その先に来るもの目め指ざして突き進む。

　行く手にあるのは、林と言うにはやや相そうの薄い、群れ立つ広こう葉よう樹じゆ。

　茶色く乾いた枯かれ葉を蹴け散ちらしていた疾しつ走そうが、また突然、片かた膝ひざを折ってのスライディングになった。もう芝生もない樹じゆ間かんの地面を、構わず滑って奥の一本を目指す。

　芝生の外からは見えていなかったが、どういうわけか木々の間には、運動会に飾る万ばん国こく旗きを三角形にしたような、奇き妙みような紐ひも飾かざりが蜘蛛くもの巣す状に張り巡らされていた。

　カナエのスライディングは、その中心らしき一本に靴底を向けている。

　衰おとろえない速度のまま滑り行くカナエが、その幹みきに衝しよう突とつする寸前、

「ふにゃっ！」

「ぐえっ！」

　上から落ちてきた誰だれかに押し潰つぶされた。

　少し大きめの尻しりで彼を下した敷じきにしたのは、少女。

　緩やかなウェーブを描く長ちよう髪はつには枝えだ葉はが絡んで、グレーのジャージも所々擦こすっている。落らつ下かの痛みに耐えようときつく瞑つむっていた目が、長い前まえ髪がみの間で恐る恐る開かれ、緊きん張ちように噤つぐまれていた小さな唇くちびるが、戸と惑まどいの声を漏もらした。

「あ、れ……？」

　彷徨さまよっていた視線が、客きやつ観かん的にはジャストタイミングで少女を受け止めた少年に、主しゆ観かん的にはいつの間にか自分の下か半はん身しんをしっかりがっちり摑つかんでいた不ふ審しん者しやに、留められる。

「はわっ!?　そんな見つかった私の結けつ界かいを破ってくるなんて敵性結けつ社しやの刺し客かくね一体どこの」

　何事か呟つぶやきながらワタワタ逃のがれようとした彼女の危き機き感かんが、

「ふう、間に合っ」

「いやあああああ──っ!!」

　不審者のリアクションを受けて、ハジけた。自分の下半身を（未いまだにしっかりがっちり）摑んでいる手首に指先を添えただけで、その体を丸ごと軽々と放り投げる。

　飛距離は、だいたい十メートルほど。

「のわあーっ!?」

「あっ？　直なお会らい、君？」

　空高く放ほう物ぶつ線せんを描いて吹っ飛んだ不審者が、想そう像ぞう上の刺客ではない、見知った少年であることに、少女は投とう擲てきした後で気がついた。もう一声をかける前に、少年は地面に激げき突とつする。

「んがっ！」

「カナちゃーん!?」

　ようやく追いついてきた摩ま芙ふの叫び声が、再び公園に木霊こだました。







　その夕方、学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］の自室、

「八十辻やそつじが、魔ま法ほうでおまえを投げ飛ばした？」

　読んでいた文ぶん庫こ本ぼんを机の上に伏せて、桧ひの原はら里り久くは椅い子すごと体を振り向けた。なに馬ば鹿かなことを言っているんだ、と言葉にするまでもない、冷ややかな視線を添えて。

　床に胡座あぐらを搔かいているカナエは、それを気にも留めず、軽く頷うなずく。

「うん、木のてっぺんより高く」

　落下して大だいの字じに倒れた、少女が慌あわてて駆かけ寄ってきた、縋すがり付く摩芙が子こ猫ねこのように威い嚇かくして睨にらみ合いになった、それを落ち着かせてから奇き想そう天てん外がいな説明を受けた、等々の顚てん末まつを事こと細こまかく伝えるには、彼の言葉は全く足りていない。

　それでも、里り久くはそれなりの理解者としてだいたいを摑つかみ、確かく認にんする。

「八十辻やそつじってのは、あの八十辻か」

「そう。うちのクラスの、八十辻夕ゆう子こさん」

「どんなユーコサン？」

　隣となりで言う彼女は無視して、

「ちなみに、魔ま法ほう使いじゃなく魔ま術じゆつ師しと呼んで欲しい、って本人は言ってた」

　と、カナエは付け加えた。

　里久は机に頰ほお杖づえを突いて、とりあえず会話に付き合う構えを取る。

「違いが分からん」

「同感だけど、本人的にはこだわりがあるらしいよ」

「で、その魔術師は格かく闘とう技ぎが強かったってのか」

　表情の起き伏ふくに乏しいルームメイトの顔から、「噓うそつけ」ではなく「イメージと違うな」という感想を正確に受け取ったカナエは、自分の所しよ感かんで返す。

「格闘技っていうか、こっちの体が軽くなった感じで……そういう魔法だか魔術なんじゃないの？　おかげで飛ばされた高さの割に、大けがせずに済んだ」

「どーせ他人には見えないんだから、気にせず十じゆう字じ印いんを使えばいいのに」

　再び口を挟む彼女をやはり無視して、里久は大おお元もとの（馬ば鹿からしい）話を確認する。

「それで、うちのクラスにいた魔術師が、近所の公園で、なにをしてたんだ」

「んー、たしか『パワースポット』？　とかいう場所に『立体魔方陣じん』？　とかいう物を作ってたんだってさ」

　カナエに謝り、またお礼れいを言った八十辻夕子が、訊きいてもいないのに詳しよう細さいな説明をしてくれたおかげで、「？」付きでも単たん語ごくらいは出てきた。

「運動会の万ばん国こく旗きみたく紐ひもにいっぱい三角の布が付いてて、一つずつ星マークの中に変な記号がいっぱい書いてあって、それを予あらかじめパワースポットに張っておくことで……えーと、魔術を使うとき、必要な組み合わせをすぐコウチクできる、とかなんとか」

　言いながら半分も分かっていない受け売りに、んで、と付け加える。

「そこで『魔術の実験』をやってたら」

「おまえが引っかかったのか」

「引っかかって落っこちたのは八十辻さんの方。枝に袖そでを、ね」

　言うと、カナエは床に寝ね転ころんで、ゴロンゴロンと身み悶もだえを始めた。

「こっちはそれを受け止めたせいで投げ飛ばされるし、そのうえ泣いちゃった摩ま芙ふを宥なだめるのに、明日あしたも『お出かけ』することになるし……ああー、ゴールデンウィークの貴き重ちような一日が」

　その彼と目め線せんを合わせる位置で、

「お出かけって、どこに？」

　同じく床に寝ね転ころんだ顔が、言う。

　カナエと里り久くは、

「……」

「……」

　間を置いてから、会話に戻った。

「話しといて今さらだけど、魔ま術じゆつ師しとか、あっさり受け入れるんだな。摩ま芙ふなんか、八十辻やそつじさんに説明されてもポカーンとしてたのに」

「受け入れるもなにも、話として聞いただけだからな」

　そんな二人の対応に、

「んもー！　さっきからなによ二人とも、なんで無視してんのー!?」

　彼女──『星せい平へい線せんのそよぎ』は遂ついに、床に寝転んだままジタバタと暴あばれだす。広げていた雑ざつ誌しやスナック菓が子しを空あけた皿さらが、板いた敷じきの床に散らかった。

　カナエは溜ため息いきを吐きながら、中なか身みがぶち撒まけられない絶ぜつ妙みような角度で皿を受け取め、男子寮りようにいるはずのない少女へと語りかける。

「あのさ、そよぎさん」

「なになに？」

　それだけで嬉うれしげに輝く笑顔へと、それでも無情な一ひと言ことを。

「ここ、女子は立入禁止だから、せめて夕方になったら『星』に帰ってくんない？」

「やだ」

「やだ、ってそんな子供みたい──」

「やなもんは、やなの」

　一転、表情を不ふ機き嫌げんに変えたそよぎは、ごろんと身体からだを返し、背を向けた。外出着のつもりなのか、身に纏まとう多柏たかえ学がく院いん高こう等とう部ぶの制せい服ふくが、だらしなく皺しわになっている。

「せっかく自由に外出できるようになったんだから満まん喫きつしたいしー。でもまだこの辺詳しくないから情報を収しゆう集しゆうしたいしー、なのに、なんでいつもいつも追い返そうとすんのー」

　ブツブツ文もん句くを言う黄昏たそがれた背中に目め線せんを流して、里久も溜め息を吐いた。

「前のオバケ騒さわぎでおまえがやったことも見ているし、今もこういうのが出てきて、部屋でゴロゴロするようになってるんだ。クラスメイトに魔術師がいた程度じゃ、驚きも薄い」

「ふーむ」

　これにはカナエも納なつ得とくせざるを得ない。







　一週間ほど前、世界の破は滅めつだの何だのの騒ぎがあった数日後──『半開きの目』なる力を使う（自称）運うん命めいの使し者しやたる彼女が突とつ然ぜん、カナエと里り久くの部屋を訪ほう問もんした。

　というより、侵しん入にゆうしてきた。

　部屋の扉とびらが白くなった、よく見ると扉の形自体が変わった、要するに別の扉にすげ替えられた、と二人が異常事じ態たいを把は握あくするのを待っていたかのように、それを開いて、

「きたよー」

　と薄うす手でのワンピース姿すがたで踏み込んできたのである。

「ふーん、これがナーライ・カナエの部屋かあ」

「……」

　眼前の出来事を理解できず、呆気あつけに取られる里久を前に、

「いや、これはその、違うんだ」

　どう誤ご魔ま化かしたものかと慌あわてたカナエは、部屋をウロウロしたり机を漁あさったりする彼女を見る間に、早はや々ばやと諦あきらめた。

（誤魔化すとか無む理りだ、これ）

　なので、

「おい、誰だれ……というか、なんなんだ、アレは」

　という里久の疑問に、包み隠かくさず答えることにした。

「んー、アレは……」

　つまり、彼女の名前が『星せい平へい線せんのそよぎ』であること。

　なんだかよく分からない『星』から来た謎なぞの人物であること。

　少し前に起きたオバケ騒さわぎと大だい規き模ぼ倒とう壊かい事件を一いつ緒しよに解決したこと。

　その原因となった女子寮りよう長ちようの山やま辺のべ手梓たずさが会いたがっていた友達であること。

　ついでに、その事件が世界の破は滅めつを懸かけた戦いだったことも、包み隠さず、全部。

　里久のリアクションは、

「そういうこと、だったのか」

　という一ひと言ことだけだった。

　この少年の取った態度は、荒こう唐とう無む稽けい過ぎる話を疑うでもなく、カナエの正しよう気きを問い質ただすでもなく、目と耳を塞ふさいでなかったことにするわけでもなかった。

　信じ難い内容でも、不ふ可か解かいな事件を説明できるのなら、ひとまずは受け入れる。少なくとも考こう慮りよはする。噓うそならもっとマシな噓を吐くだろう、さしあたって自分の見た状況とは矛む盾じゆんしていない、なら真しん偽ぎを見定める判はん断だん材料が揃そろうのを待とう、というスタンスであるらしい（とりあえずその後、彼は食堂で顔を合わせた手梓に証しよう言げんの裏付けを取っている）。

　ただ、その場で、

「男子寮は女子立入禁止なので、騒がないで貰もらえますか」

「っていうか、来ないでくれる？」

　と、カナエともども忠ちゆう告こくはしている。

　そよぎの答えは、前者に対してはイエスいーよ、後者に対してはノーやだ。

「最初はタズサのとこに行ってみようかなーとも思ったんだけど、やっぱ迷めい惑わくかけられないもんね。友達同士でも、適度な距きよ離り感かんって大だい事じでしょ？」

「こっちには迷惑かけていいっての？」

「そこはそれ、同じ『半開きの目』の同どう志し的に許容してイタダキタイ。周りへの説せつ得とく含めて。あ、どもども初めまして。私、ナーライ・カナエ君をお世せ話わした人みたいなモノです」

「はあ、どうも」

　以来、彼女は情報収しゆう集しゆうと称して、ほぼ毎日、カナエの部屋で密ひそかにゴロゴロしているのだった。具体的には雑ざつ誌しを読んだりネットを探ったりしていたのだが、初めて触れる情報の山に大はしゃぎしていたのも最初の数日だけで、すぐに、

「飽きたー」

　と文もん句くを言うようになっている。彼女が先から会話にしつこく絡んでくる理由に察しが付いているカナエと里り久くは、ゆえに敢あえて、無視を決め込んでいたのだった。







　そして案あんの定じよう、そよぎはゴロゴロの往おう復ふく速度を増して訴え始める。

「ねーねー私もお出かけしたいーさせろー一いつ緒しよにーいいでしょーいいよねーねーねー」

「お静かに」

　里久が窘たしなめると、素直に声のボリュームを絞しぼって続ける彼女だった。

「連れてけー連れてけー」

「先せん輩ぱいでも誘って二人で行けば良いでしょ。なんでこっちに付いてくるのさ？」

　カナエの至し極ごく妥当な提てい案あんにも、ゴロゴロの往復は止まらない。

「そっちこそなんで断んのさータズサも誘って皆で行けばいーじゃないのさー」

　あまり広いとは言えない床を縦じゆう横おう無む尽じんに転げ回るそよぎに押されて、カナエは自分の椅い子すに身を移した。その中、皆で、という言葉に心が留まる。

（ずっと一人だったから、大おお勢ぜいでなにかしたいのかな）

　彼女の証しよう言げんを鵜う吞のみにする、という条件付きだが、この『星せい平へい線せんのそよぎ』は百年以上、なにもない『星』に一人きりで暮らしていた。数年置き、短期間の情報収集に出かけるだけで、長く付き合う友人も持たず、直なお会らいカナエという『半開きの目』を持つ人間を待って。

（うーん、連れて行ってあげても良い、かなあ？）

　とカナエは人情から天てん秤びんを傾けるが、

（でも摩ま芙ふに、どう紹しよう介かいしたらいいんだろ）

　と最大の懸け念ねん事じ項こうにも突き当たる。

（先せん輩ぱいの知り合い、って事にしてもらえば、なんとか）

　床に座って子犬のような表情で自分を見上げる、断るには実に悩ましい姿すがたの少女を、それでもカナエはじーっと睨にらんだ。

「……摩ま芙ふには余よ計けいな心配かけたくないから、口くち裏うら合わせてくれる？」

「合わせる合わせる！」

　早くも了りよう承しようされたと受け取って、そよぎはその場で器き用ようにぴょんと跳ねる。

「マフちゃんって妹さんだっけ？　会うの楽しみだなー」

「あんまり刺し激げきしないでよ。人見知りなんだから」

「はいはーい！」

　こうして、次の日のお出かけに、そよぎが加わることに決まった。







　ショッピングモール『アリソ』は、この先年にできたばかりの複合商業施し設せつである。

　洋の東西から価か格かくの高低まで数多く取り揃そろえた飲食店、有名専門店に低価格スーパー、家電量販店にホームセンター、アミューズメントに映画館までが一ひと塊かたまりに詰め込まれたそこは、近きん隣りん住民、延ひいては多柏たかえ学がく院いんの生徒にとって、どぎつく輝く宝箱のような空間だった。

　ゴールデンウィーク中ということもあって、いつもより数割増しに混み合う通路に、そよぎを先せん頭とうにしたカナエたちが紛まぎれている。

「うおおおおー、すごいすごい、なにアレ？」

　辺りをキョロキョロ見渡して、忙せわしくチョロチョロ動き回っては叫ぶ制せい服ふく姿の──摩芙には手梓たずさの友人と説明した──彼女は、持ち前の容よう姿しとスタイルの良さから、実に目立った。

　その後を、カナエが足取り重く追う。

「すいません、先輩。言っても聞かなくて」

「いいさ。私もそよぎちゃんとは一度、こんな風ふうに出かけたかったんだ」

　隣となりで笑いかけるのは、高こう等とう部ぶ二年にして女子寮りよう長ちようの山やま辺のべ手梓である。

「話だけじゃ伝えられないこともあって、もどかしく思ってたんだけど、彼女を旧校舎あそこから連れ出して良いのか分からなかったからさ。結局は余計な気き遣づかいだったみたいだけど」

　先の大だい規き模ぼ倒とう壊かい事件の被ひ害がい者しやであり主しゆ犯はんでもあった彼女の笑顔は、以前より幾いく分ぶん、柔らかくなったように思える。元から備えていた風ふう格かくも、今では押し出しの強さではない自然な余よ裕ゆうとして表れて、ラフなパンツルックという出で立ちを、より魅み力りよく的に見せていた。

「それよりも、直なお会らい」

　その柔らかな笑顔が、ご愁しゆう傷しよう様、という茶ちや目めっ気けを混ぜる。

「迷子にならなくていいのか？　そよぎちゃんはこっちで見てても良いんだぞ」

「まあ、それはそうなんですけど」

「む～」

　カナエは傍かたわら、寮りようを出てからずっと、自分の袖そでを摑つかんだまま離さない摩ま芙ふに、困ったような視線を流した。

　春めいた装よそおいが実に可愛かわいらしい少女は、その返答に頰ほおを膨ふくらませて、握る手に力を入れる。二人のお出かけなのに、妙みように人数が膨らんで、しかも、

「皆、あっちに面白いのがあったよ！　氷こおり菓が子しに綺き麗れいな色が付いててさ！」

　同行者の一人が、実に、彼女にとってよろしくない。

　他の面々は、この態度を単なる焼やき餅もちと思っているし、それも決して誤りではなかったが、なにより一いち条じよう摩芙の、カナエにも隠かくしている秘ひ密みつの一面にとって、よろしくなかった。

　即すなわち、誰だれ知らず降りる破は滅めつの象しよう徴ちようたる『半閉じの目』の力を以て、世界を破滅へと導く『友たるハイン』の『手先』である、という一面にとって。

　その彼女が、カナエとのお出かけに心弾はずませて待ち合わせていた場所──といっても双そう方ほうが住んでいる多柏たかえ学がく院いんの学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］の門前──で、出くわしてしまったのである。

　今より見出みいだす可能性の象徴たる『半開きの目』の力を以て、世界を破滅から救う一いつ派ぱに属している『星』の走そう狗く『星せい平へい線せんのそよぎ』という少女に。

　その少女は、山やま辺のべ手梓たずさを核かくとして起きた先の事件で、カナエと戦ってまで果たそうとした摩芙の企き図とをあっさり挫くじいた、敵てき対たい人物として強く記き憶おくされていた。

　摩芙は、戦いにおいては自身の持つ混こん沌とんの力によって正体を隠していたので、なにを恐れる必要もなかったが、だからといって親しく接することなどできようはずがない。カナエと二人きりのお出かけを、世界の命めい運うんを懸かけて戦う者同士の呉ご越えつ同どう舟しゆう（という慣かん用よう句くを摩芙は知らないが）にされてしまったのだから、なおさら機き嫌げんも悪くなろうというものだった。

　そんなわけで、カナエとのお出かけを正常化したい摩芙としては、

「見に行こ!!」

　と彼をぐいぐい引っ張るそよぎに対たい抗こうせざるを得ないわけである。

「はいはい、っと？」

「カナちゃん！」

「摩芙、踏ん張ったら痛い痛い痛い！」

「綱つな引ひきになってるぞ、一条」

「もー、なにやってんの、タズサもほら、早く早く！」

「ま、摩芙、引き摺ずられてる、なにしてんの!?」

「ん～!!」
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　数珠じゆず繫つなぎの四人は騒さわぎ立てながら、一人を置いて人混みを搔かき分けてゆく。

　その後を追って、というより辿たどって、

「やれやれ」

　巻き添えで一いつ行こうに加えられてしまった里り久くが、マイペースに歩いて行った。







　五人は一部にややの緊きん張ちようを孕はらみつつも、一いつ緒しよにアイスクリームを食べ、百円ショップを冷やかし、ゲームセンターをうろつき、ついでに将しよう棋ぎ倒だおし事故を起こしかけたイベントの人だかりをカナエが支えて防ぎ、と最低限の予算ながら効こう率りつよく、ショッピングモールという開きっぱなしの玩具おもちや箱ばこを遊び倒した。

　その中、

「ははあ……『クラスメイトに魔ま術じゆつ師しがいた』ねえ」

「ええ。もう関係ないとは思いますけど、先せん輩ぱいには一応、話しておこうかなと」

　カナエは、摩ま芙ふとそよぎ、里久が先行した──そよぎが摩芙の手を引いて突とつ進しんしていったのを、里久が追いかけた、とも言う──のを機きに、昨日きのうの出来事を手梓たずさに話していた。

　荒こう唐とう無む稽けいな話を、彼女は笑う。

「世界ってのは、広いんだか狭いんだか」

　しかしもちろん、それは懐かい疑ぎの嘲ちよう笑しようなどではない。自身も世界の荒唐無稽さに巻き込まれた経けい験けんを持つ者としての、達たつ観かんの苦く笑しようだった。

「まあ、『学校の不ふ思し議ぎ話を追いかけてたら、世界を壊こわす化ばけ物ものにされた』私としては、そういう世せ間けん並みから外れたお仲間がいたのか、と喜んどくべきかもな」

「あの『渦うず巻まきの子』も、意い外がいと近くにいるのかもしれませんね」

　カナエは人生で二人目に完敗した、顔も声も曖あい昧まいな少女──世界を破は滅めつに導く『ハインの手先』のことを思って、呟つぶやく。騒そう動どうの終わりで覚えた、少女が不ふ吉きつで恐ろしい力に連れ去られた、という感かん触しよくを嚙かみ締しめながらも、淡たん々たんと。

　手梓たずさはその内ない心しんには気付かず、言葉だけに返す。

「渦巻の子、か……私もすぐ近くで見たはずなのに、顔を覚えてないんだよな」

「そよぎさんは『半閉じの目』の力で認にん識しきを誤ご魔ま化かしてた、って言ってました」

「今さらだけど、そのクラスメイトの魔ま術じゆつ師しが、渦巻の子だったりしないのか？」

　たしかに、フード付きマントに杖つえ、というのはいかにも魔術師の格かつ好こうである。

　それでも、カナエは妙みような確信を持って首を振った。

「違う、と思います。あの子、もっと小さかったはずなんで」

「ふぅん。じゃあ、魔術師の方はどんな子なんだ？」

　訊きかれて、思い出す。

「先せん輩ぱいと違って華きや奢しやで……」

「私が太いみたいに言うな」

　言われて、言い直す。

「どっしりした女の子です」

「さっきと言ってることが逆だぞ」

「いえ、下か半はん身しんが痛っ!?」

　補ほ足そくして、殴なぐられた。

「おまえはもう少しデリカシーを身につけろ」

　仕し様ようがなく、他の特とく徴ちようを思い付くまま挙げてゆくが、

「背せ丈たけは先輩よりやや低めで、ふわっとした長い髪かみで、目つきがちょっと怖こわくて」

「ふむふむ」

　普段から注ちゆう目もくしていたわけでもないので、段々と微び妙みようなものになってゆく。

「仕し草ぐさはゆっくりだけど、魔術の説明のときは早口になって、制せい服ふくのスカートが長めで」

「確かに渦うず巻まきの子とは違う感じだけど……ん、どうした？」

　カナエが急に立ち止まって、遠くに目をやっていた。

　その視線を追った手梓も、すぐそれに気付いて、確かく認にんする。

「だいたい、あんな感じか」

「感じというか……彼女です」

「やっぱり、世界は狭いのかな」

「たぶん」

　二人はどうしたものか、と顔を見合わせた。

　緩やかなウェーブを描く長い髪かみの少女が、ブティックのショーウインドウを、深い色の瞳ひとみで一いつ心しんに見つめている。まさに前日、カナエを投げ飛ばしてここに来る原因を作った、自じ称しよう・魔ま術じゆつ師しのクラスメイト──八十辻やそつじ夕ゆう子こだった。







「なにしてんの、二人とも」

「は、放して～」

　そこに、摩ま芙ふと繫つないだ手をブンブン振って、そよぎが戻ってきた。二人の様よう子すに気付いて同じ方向を見やり、同じものを発見する。

「なに、どしたの……あっ、私と同じ格かつ好こう」

　その後を付き添いの保ほ護ご者しやよろしく追ってきた里り久くが、

「少し違うな。あれは中ちゆう等とう部ぶの制せい服ふくで──」

　すぐ気付いて、カナエへと振り向く。

「直なお会らい、あれは」

「うん、八十辻さんだ」

　頷うなずきつつ、カナエは思う。

（随ずい分ぶんとタイミングが良いな）

　流石さすがに全ての出来事を深読みするのも馬ば鹿からしいが、時間的には昨日きのうの今日きようで、彼女の素す性じようは本物の魔術師で、連れているのが運うん命めいの使し者しやである。たまたまで済ませて良いものか。

（八十辻さんの方がなにかしてる、って感じでもない、か？）

　魔術で呼び寄せられた、ってのは考えすぎか、と思ってから、

（いや、なにもしてないわけでもなさそうだ）

　それとは逆のことが、既すでに起こっていることに気付かされた。

　通路を滞とどこおりつつ流れる雑ざつ踏とうが、まるで見えない柵さくでもあるかのように、八十辻夕ゆう子この周りを不自然に避けている（カナエが人混みの中、遠とお目めでも彼女を見つけられた理由でもあった）。

　彼女が奇き妙みような振る舞いや格好をしているわけではない。むしろその綺き麗れいな立ち姿すがたは、硝子ガラスに添える繊せん細さいな指先までが一個の彫ちよう像ぞうのようにしなやかな曲線を描いて、独特の幽ゆう玄げんとでも言うべき雰ふん囲い気きを形作っている。

　誰だれが騒さわぎ立てることもない、その不ふ思し議ぎな光こう景けいを目に入れたそよぎが、

「あれが噂うわさの魔術師さんか。ふーむふむ、認にん識しき妨ぼう害がいの結けつ界かいを張ってるみたいだけど、見抜いた君が促うながしたことで、私たちにも彼女が見えたってワケね」

　あっさり状況を把は握あくし、さらには解説まで加えた。

　手梓たずさが驚いて尋たずねる。

「そよぎちゃん、ちょっと見ただけで、そこまで分かるの？」

「まあねー。今時の子は随ずい分ぶんやり方がスマートだなあ、ちょっと歪いびつだけど。どこの子かな？」

　感心するそよぎに声をかけようとしたカナエは、

「そよ──ん？」

　自分の袖そでが強く摑つかまれるのを感じた。恐る恐る様よう子すを窺うかがえば案あんの定じよう、摩ま芙ふが口をへの字に曲げて、警けい戒かいの構えを取っている。

「あの人、昨日きのうカナちゃんを投げ飛ばした……」

「いや、アレはしようがないというか、彼女にも悪わる気ぎがあったわけじゃ」

　言いかけたカナエの肩に、今度はそよぎが抱きついて尋たずねる。

「友達なんだっけ？」

「んー、知り合いって程度、かな」

「じゃあ誘おう！」

「ちょっ」

　止める間もなく駆かけ出した足が、一歩目で止まった。振り向いて、尋ねてくる。

「あの子の名前、なんてったっけ？」

「八十辻やそつじ夕ゆう子こさん。だから少し落ち着──」

　カナエから必要な情報だけ受け取ると、そよぎは再び駆け出した。

　取り残された風ふうな四人の中、手梓たずさが無情に指し摘てきする。

「……そよぎちゃんって、おまえに似てないか」

「シンガイです」

　渋い顔で返すカナエらを置いて、

「おーい、ユーコ！」

　そよぎは、彼女を包む雰ふん囲い気きや結けつ界かいを意に介かいさず、大声で名前を叫んでいた。

　この不ふ意いな、あり得ないはずの呼びかけに、

「っ!?」

　八十辻夕子は、ぎょっとなって振り返る。

　その目に映るのは、眩まぶしいほどの笑顔で駆かけ寄ってくる、同じ学校の制せい服ふくを着た少女。

　結界の影えい響きようを受けていない、初しよ対たい面めんの相手に、名前を呼ばれた──これだけの条件で、彼女の過か剰じような警けい戒かい心しんは全開になった。ショーウインドウに当てた掌はそのままに、

「おかしいどうしてこうも頻ひん繁ぱんに結界を見抜かれるのやっぱり敵性結けつ社しやに目を付けられた？」

　口の中でブツブツと呟つぶやきながら、もう片方の手をゆるゆると差し向ける。その指先五点に薄い輝きが宿り、効力を発はつ揮きする寸前、

「初めまして！」

　再び、明るい大声がぶつかってきた。

「いつもウチのナーライ・カナエがお世せ話わになってます！」

　明あけ透すけな言い様ように鼻はな白じろんだ一いつ瞬しゆんの隙すきに、差し向けていた手を摑つかまれる。

　そのままブンブン振り回すように握あく手しゆする後ろから、

「なんで保ほ護ご者しやみたいな言い方なの、そよぎさん」

　ようやく、摩ま芙ふの手を引くカナエらが追いついてきた。

　手梓たずさも苦く笑しようしながら、そよぎを制する。

「そよぎちゃん、八十辻やそつじさんが困ってるよ。ごめんな。彼女、今日きようはお出かけでかなりテンション上がっててさ」

「や、山やま辺のべ先せん輩ぱい……!?」

　いきなり（カナエと真ま逆ぎやくの意味での）学がく院いん屈くつ指しの有名人がヒョッコリ現れたことで、夕ゆう子この警けい戒かい心しんは方向を見失った。ブツブツ呟つぶやきながら、

「どうして山辺先輩がこの子誰だれなの学院の制せい服ふく着てるけど昨日きのう私の結界を破った直なお会らい君まで」

　手梓からそよぎ、カナエから摩芙へと視線を移した彼女は、最後にノンビリ歩いてきた、もう一人のクラスメイトである少年と目を合わせる。

　その少年こと里り久くは、常と変わらない平静な顔で、

「一いつ緒しよに、ジュースでもどうだ」

　と、まるでナンパするように誘った。

「一緒に……」

　繰り返した夕子は居並ぶ面々を、特にカナエをじっと見つめて、頷うなずいた。ショーウインドウに当てていた右の掌てのひらを離すと、まるで見せつけるように前に向けてから、ぐっと閉じる。

　カナエとそよぎ──そして密ひそかなもう一人──は、確かに見た。

　掌の閉じる前、その指先を結ぶ五ご芒ぼう星せいが、薄く輝いていたのを。







　テーブルどころか間の通路さえ人混みで埋まったフードコートに、人数分の空席があっさり見つかった。というより、用意されていた。その眺ながめの良い窓まど際ぎわの一角だけ、食べ終わって席を立った後が埋まらず、いつしかテーブル丸ごとが無む人じんとなったのである。

　夕子の示したそこに、そよぎが真まっ先さきに腰を下ろす。さらには、

「タズサ、こっちこっちー」

　まるで自分が席を用意したかのように、夕子に手招きまでした。その傍かたわら、

「なかなかやるねえ。これも、さっき店先をがら空あきにしてたのと同じ？」

　衒てらいなく誉ほめる目め線せんは、テーブルの中心に浮かぶ、やや歪ゆがんだ五芒星に留められている。

「……はい」

　夕子は、彼女がごく当たり前にそれを見ていることを確かく認にんして、またまた警戒心を湧わき上がらせていた。表面上は努めて静かに、勧すすめられた隣りん席せきへと腰かけながら、探りを入れる。

「簡単な『人ひと払ばらい』の結けつ界かいです。これが分かるということは……あなたたちも？」

　そよぎには誤ご魔ま化かす気など欠片かけらもない。考え考え、自分たちのことを説明する。

「んー、全然別物だけど、表おもて向むきは似たような感じ……いや、逆かな？　まあ、どっちにせよ私自身はオマケで、本体はナーライ・カナエの方だよ」

「直なお会らい君の……そう」

　納なつ得とくした風ふうに独ひとりごちた夕子は、人ひと差さし指ゆびの先で軽くテーブルを叩たたいた。

　応じて、浮かぶ五ご芒ぼう星せいの一点が大きくそちらに引き寄せられ、張り詰めた糸の千ち切ぎれるように、図ず形けい自体も薄れて消える。彼女の言う『人払い』が解除されたのだった。

　続いて座った手梓たずさには、それらの現げん象しようは見えていない。そよぎを挟んだ、夕ゆう子こと反対側の椅い子すに座って、軽い感かん嘆たんとともに尋たずねる。

「席取りまでできるなんて便べん利りだな。でも、魔ま法ほうってこんな大っぴらに使って良いのか？」

「もう直会君には見られていますし……あと、魔ま術じゆつです」

「あ、魔術師だから魔術なのか。ごめん」

「いえ……こちらこそ、偉えらそうに言って、すいません」

　遠えん慮りよがちな態度の奥底に、夕子が大切に思う何事かをしっかり持っていると感じて、手梓は素直な好意を抱いた。その何事かについて、多少の興きよう味みも湧わく。

「勝かつ手てなイメージだけど、そういうのって、もっと秘ひ密みつにするんじゃないのか？」

「私は逃げ隠かくれに終しゆう始しする古流クラシツクではないので、無む駄だに白しらを切ったりはしません」

　淀みない解説の中に、微かすか、苛いら立だちとも怒りとも思える感情の影が浮かび上がった。しかしそれも、深い色の瞳ひとみが、とある一人の少年に向けられたときには消えている。

「もちろん、露ろ見けんした以上のことを明かす気もありませんが」

（ん？）

　その、毛先の違い和わ感かんほどの引っかかりを、手梓が声にする寸前、

「おーい、こっちこっち！」

　先から待ちかねてソワソワしていたそよぎが、彼女らを探す三人に大声で呼びかけた。三人はその手に二つずつ、ジュースのカップを持っている。

　そうしてカナエがそよぎに、

「お待たせ」

「ありがとー」

　摩ま芙ふが手梓に、

「寮りよう長ちよう」

「悪いな」

　里り久くが夕ゆう子こに、

「どうぞ」

「ありがとう、桧ひの原はら君」

　それぞれカップを手渡し、六人はテーブルを囲んだ。

「んでさ」

　と、まるで先からそういう話をしていたかのように、そよぎが口を開く。

「キミの使ってる『架か空くう五ご芒ぼう星せい』って、今だとポピュラーなの？」

「っ!!」

　相変わらずカナエを見つめていた夕ゆう子こは、思わず咥くわえかけたストローを頰ほおに刺した。

（こ、この人……我々の伝でん承しよう魔ま術じゆつの名めい称しようを知っている!?）

　しげしげ見返すと、そよぎは先までと全く変わらないニコニコ笑顔。

（というより、伝承魔術の実態を摑んでることを平気で明かすなんて、どういうつもり？）

　逆に、カナエも含む他四人の方は、話題の意味すら分からない風ふうである。

（全てを摑つかんでいる、と明かすことで暗あんに圧力をかけている？）

　魔術師は古こ来らいより世せ間けんから身を隠かくす存在であり、流りゆう派はや結けつ社しやという小集団を基本単たん位いに活動している。彼らは各おの々おのに連れん綿めんと受け継つがれてきた秘ひ術じゆつの数々を守るため、総じて秘ひ密みつ主義であり、互いの交流も稀まれだった。その詳しよう細さいな内容は無む論ろん、大まかな種類や概がい要ようですら、硬こう軟なんの手段で探り合って摑む（摑んでいない、と知られてもいけない）特級の機き密みつ情報である。当然のこと、フードコートでジュースを飲みながら語れるほどに軽い話題ではなかった。

（その愚ぐを敢えて犯している、となると、やはり）

　そう、夕子は深読みのつもりで期待した。

「どんな取引を持ちかけるつもりか知りませんが、まず明かしてもらえますか」

「ほえ？」

　全く予想外な返答にポカンとなるそよぎに、矢や継つぎ早ばやな催さい促そくがぶつけられる。

「あなたは、あなた方は、一体どこの構こう成せい員いんなんですか？」

「？」

　今度は他の四人も同じ顔になった。

「やはり日本人だから［根來言告ねごろことつ］ですか？　それとも逆に、大［真しん鍮ちゆうの哲てつ理り団だん］ですか？」

　いつの間にか、夕子はテーブルの上に身を乗り出している。表面上の雰ふん囲い気きは静かなまま、声だけが奥底の火をちらつかせて溢あふれ続けていた。

「もし［枢すう機きの鍵けん門もん］なら我々の『架空五芒星』の奥伝注解アーケインノーツ狙ねらいでしょうがお生憎あいにく様さまです」

（先せん輩ぱい）

　意味はサッパリ分からないながら、常ならぬものが明かされていることを嗅かぎ取ったカナエは、手梓たずさに目め配くばせする。手梓の方も、了りよう解かいの頷うなずきを僅わずかに返した。

（分かった）

　夕ゆう子この方は未いまだ滔とう々とうと演えん説ぜつのように、そよぎに言葉をぶつけている。

「我々は奥伝注解アーケインノーツを物理的に残したりしませんから、お得意の泥どろ棒ぼう紛まがいな接せつ触しよくも無意味──」

「ちょっと待った！」

　その奔ほん流りゆうを、フードコートの賑にぎわいを破らないギリギリの一声、制止を求め鋭く突き出した掌てのひら、二つの力で手梓たずさが断ち切った。

　驚き、というより陶とう酔すいから覚めて、夕子は固まる。

　その前でカナエが、そういうものから守らねばならない妹を手招きしていた。

「摩ま芙ふ、こっち来て」

「なに？」

　椅い子すごと身を寄せた、その耳を両掌で塞ふさぐ。

　摩芙はイヤイヤするように首を振った。

「子供じゃないよ、カナちゃん」

「ん、でも──」

　自分も興きよう味みがないではない、そよぎや手梓が席を外すと後で説明し直すのは面めん倒どう、里り久くを便べん利り使いして押しつけるのも面白くない、摩芙だけ余所よそに放り出すのは論ろん外がい、というわけで、

「──コレが一番だから」

　カナエは、やっぱり耳を塞ぎ直した。

　摩芙も、もたれ掛かる場所の意い外がいな特等席振りに気分を良くして、大人おとなしく小こ脇わきに座ることにする。ニコニコしながらストローに口を付け、ジュースを飲み始めた。

　そんな二人の様よう子すに、憑つき物ものが落ちたように脱だつ力りよくした夕子が、尋たずねる。

「……脅おどしてたんじゃ、なかったの？」

「脅す？　なにを？」

　意外な言葉に、思わずカナエが尋ね返した。

　夕子は彼の取ったリアクションの端はし々ばし、さらには飲み干したカップを往おう生じよう際ぎわ悪くズゾゾゾと啜すすっているそよぎへと、じっと観察の視線を注そそぎながら、確かく認にんしてゆく。

「我々が秘ひ密みつにしている伝でん承しよう魔ま術じゆつの名前をわざわざ口にしたのは、交こう渉しようを有利に運ぶ圧力を暗あんにかけていた、ってことでしょ？」

「交渉って……どういう？」

「合がつ併ぺいとか供きよう与よとか」

「誰だれが誰に？」

「……」

　カナエに言われた夕子は、カップの蓋ふたを開けて中を確認しているそよぎの姿すがたから、ようやっと自分の早はや合が点てんを悟さとっていた。落胆の中、改めて尋ね直す。

「……それでは、あなた方は一体、なんなんですか？　どうして結けつ界かいで身を隠かくしていた私を見つけることができて、なぜ今また接せつ触しよくを？」

　里り久くが、最後の質問から答えてゆく。

「今日のはそよぎさんの暴ぼう走そうだ。俺おれたちの方は、接触とかナントカ、考えてたわけじゃない」

　さらに、手梓たずさがその後を継ついで、

「私と桧ひの原はらは違うけど、直なお会らいとそよぎちゃんは特別というか、そういう感じの力を持ってる」

　カナエが、そよぎへと回す。

「で……一体、なんなんだっけ？」

「んー、敢あえて言えば『半開きの目』だけど……流りゆう派はじゃなくて本質というか～」

　そよぎは、腕を組み首を傾かしげて、考え込んだ。

　聞いたこともない名めい称しようから、それでも夕子には思い当たるところがある。

（……『目』……？）

　緊きん張ちようとともに、もう一度尋たずねる。

「直会君って」

「ん？」

「もしかして、学がく院いんの損そん壊かい事件と関係あるの？」

「んー」

「やっぱり、あのオバケ退たい治じの後に？」

　即そく答とうが来ない間に、畳たたみかける。

　カナエは仕し様ようがない、という風ふうに頷うなずいて、

「まあ、大体そんなところ。今、摩ま芙ふの耳を塞ふさいでるのは……」

「彼女だけ、関係ないのね」

　夕ゆう子こも、その言わんとするところを理解した。

　今さらのように、戦せん慄りつが彼女の全身を貫つらぬく。

（あの、事件で）

　ほんの少し前、学院で起きた正体不ふ明めいのオバケ騒そう動どう、および周辺地ち域いきにまで被ひ害がいの及んだ大だい規き模ぼな器き物ぶつ損そん壊かい事件の痕こん跡せきを、カナエのクラスメイトである夕子は当然、目まの当たりにしていた。なにより、オバケ騒動の中、教室すぐ外の廊下で、誰だれかと会話しながら不ふ可か視しのオバケを退治するカナエや、担たん任にんの橘たち樹ばな逢あいを助けている里り久くの姿すがたを、ハッキリと目もく撃げきしていた。

（この私にも見えなかったオバケなにかを、直会君は）

　あのときなにもできなかった、どころか、なにが起きているのか把は握あくすらできなかった魔ま術じゆつ師しとしての屈くつ辱じよくが、胸の奥深くから再び湧わき上がってくる。

　しかも、当人の話を信じるならば、カナエはその後、生徒に悪戯いたずらする程度だったオバケどころではない、車を踏み潰つぶし塀へいを薙なぎ倒すほどの、より大きななにかをも退治していることになる。湧き上がる屈辱には、妬ねたましさの成分も混じっていた。

　それら感情を深い色の瞳ひとみに込めて、夕ゆう子こは再び前のめりに、カナエを見つめる。

「目の魔ま術じゆつ……だから昨日きのう、『結けつ界かい』に身を隠かくしてた私を、見つけられたのね」

「え、そうなの、かな？」

　微びに細さいに、虹こう彩さいの模も様ようまで捉とらえようとする凝ぎよう視しに、思わずカナエの方が身を引いていた。

　夕子は相手の引いた分だけ、テーブルの上へと身を乗り出す。

（事件の後から観察してたのと同じ、魔術らしきものの発動は特に感じない）

　この興きよう味みこそが、彼女をこの席に着かせた最大の理由だった。含みなどなさそうな答え方といい、先日投げ飛ばした際の容易たやすさといい、一いつ端ぱしの魔術師としてはあり得ない無防備さだったが、なればこそ不ふ可か思し議ぎな存在の正体を突き止めたくなる。

「あの、近いよ、八十辻やそつじさん？」

　カナエのかける声も、ほとんど耳に入っていない。

　自分の頭越し、ほとんど吐と息いきのかかるほどに顔を近づけている彼女を見て、摩ま芙ふが会話は分からないながらも、唸うなり声を上げ始めた。

「う～」

　手梓たずさが慌あわてて口を挟む。

「まあ、そういうのはどうでもいいさ」

（よくない）

　という夕子の内ない心しんを置いて、彼女は話を続ける。

「私からも一つ、訊きいて良いかな？」

「……どうぞ」

　不ふ機き嫌げんを顔に出さないよう気を付けながら、夕子は短く促うながした。

　手梓は、うん、と返して、やや居住まいを正す。

「えーと、だな。さっきからの話で思ったんだけど……どう、訊いて良いのか」

「？」

「つまり、君みたいな人って、どれくらい普通にいるのかな？」

　訊かれた意味が、夕子には分からない。

「普通に、とは？」

「うん」

　一いつ旦たん受けてから、手梓は慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「君みたいな普通とは違ってる人が、気付かれないだけで世界にはたくさん潜ひそんでるのか、ってところかな。私自身も、あの事件で大変な目に遭あって、知り合いはこれからもそっちに関わり続けるから、どうも心配でさ」

「……」

「いや、心配じゃなくて、少し怖こわいのかな」

　言って、彼女は傍かたわらの大窓から外に目を転じた。

　テーブル上に身を乗り出したままの夕ゆう子こも、そよぎも里り久くもカナエも、少し遅れて摩ま芙ふも、視線を同じくする。二階の大窓から見えるのは、なんの変へん哲てつもない眺ながめだった。

　店の規き模ぼの割に狭い駐ちゆう車しや場じよう。その間を歩いて行く親子や恋人、友達連れ。塀へいの外に並ぶ家々やマンション、低めのビルに街がい灯とうの列。羽ばたく雀すずめに、行き交う車……。

　それらは広い空の下、地に広がって果てしない。

　夕子は、少し目を細めて、呟つぶやく。

「世界……」

　言われてみればなるほど、手梓たずさらはオバケをやっつけた（らしい）すぐ後に、自分という魔ま術じゆつ師し、世間一いつ般ぱんからは非ひ常じよう識しきな存在に出くわしたことになる。

（そんな出来過ぎた偶ぐう然ぜん、今まで何事もなく過ごしてきた人には……きつい、のかな）

　その畏おそれは、現実に魔術と関わっている夕子にも理解できなくはない。彼女に用意できる回答は心こころ許もとないものだったが、それでも口を開く。

「私自身、さほど詳しいわけではありませんが……魔術師なら誰だれでも知っている、気休め程度の情報なら、お話しできます」

「おお」

　そよぎ──畏れとは無関係そうだ──が、ぐいと前のめりになった。

「私の知る限り、現代における魔術師の総数は千人弱。それが古流クラシツク・今様モダン合わせて、数十ほどの結けつ社しやや流りゆう派はに分かれています。その構こう成せい員いんは多くても十人単たん位い、流派となると個人がほとんどで、これらが極ごく々ごく稀まれに、交流や抗こう争そうという形での接せつ触しよくを行っています。私が所しよ属ぞくしているのは［信仰なき魔術結社アンチフエイス］という、小さな実じつ践せん・研究集団で……」

　夕子は一いつ旦たん言葉を切ってから、頰ほおを微かすかに染めて、続ける。

「構成員は、今では私と父の……二人だけ、です」

　その寡か少しようさを恥はじてのことだったが、聞かされた側は魔術師の常識を持ち合わせていない。十分に衝しよう撃げきを受けていた。

　手梓が、しみじみと嘆たん声せいを漏もらす。

「そうか、本当にいるんだなあ」

　里久も、同席する謎なぞ人物を見ながら呟き、

「魔術師もオバケも、わけの分からないのも……もしかすると他にも色々、ですか」

　そのそよぎが、なぜか上から目め線せんで宣のたまい、

「えーとつまり、世界ってのは結けつ構こう、奥も底も深いってことなのよ！」

　そしてカナエは、なにか言いかけた瞬しゆん間かん、

「っ──!!」

　摩芙の耳から掌てのひらを離すや、飛び付くような勢いで夕子の襟えりを摑つかみ、抱き寄せた。

「ひぇっ!?」

　突とつ然ぜん、乱らん暴ぼうに触れ合わさった頰ほおの熱さに硬こう直ちよくする夕ゆう子こ、

「カナちゃん!?」

　頭の上で抱き合った（と思った）二人を見て驚く摩ま芙ふ、

「なにかが」

　二人を余所よそに、カナエは自分の覚えた感覚を口にする。

「こっちを見て」

　最後まで言う前に、その袖そでに夕子が指先を添えていた。

「る」

「いやああああああああ──っ!!」

　昨日きのうと同じ感覚だ、と思った瞬しゆん間かんには、再びぶん投げられている。今度は互いの距きよ離りが近かったためか、自分を引っ張る、指先に結ばれた歪いびつな五ご芒ぼう星せいがハッキリと見えた。

　カナエとしては敵てき意いだか悪意だか、怪あやしいモノの気け配はいと視線を感じ、咄とつ嗟さに摩芙を覆おおい隠かくすため夕子に協力してもらっただけだったのだが、どうも驚かせてしまったらしい。

（あれ、摩芙じゃなくてこっちに向い──）

　思う間に、天てん井じように激げき突とつ、

「んがっ、おごっ！」

　すぐさま床に落らつ下かした。

「カナちゃーん!?」

　この二日で何度目かという摩芙の叫び声が、フードコートに木霊こだまする。







　諸もろ々もろ騒さわぎが収まって、あるいは騒ぎから逃げて後、六人の姿すがたは外の駐ちゆう車しや場じようにあった。

　そこで、ようやく抱きつかれた事情を聞いた夕子が、深々と頭を下げる。

「ごめんなさい、直なお会らい君。その『視線』、おそらくは父の魔ま術じゆつです」

「お父とうさん？」

　謝しや罪ざいをスルーして尋たずねるカナエには、摩芙が抱きついて威い嚇かくしていた。

「う～」

　夕子も敢あえてそれをスルーして頷うなずく。

「はい。外出した私を監かん視しするつもりだったのではないかと。発動のコマンドワードは……さっきの感じだと［信仰なき魔術結社アンチフエイス］でしょう」

「っ！」

　カナエは再び気配と視線を感じ取り、摩芙を抱きかかえた。

　が、同時に、今度は明確に父の魔術の発動を感じた夕子が、

（抱きつかれなければ、さっきだって）

　微かすかに頰ほおを染めつつ、掌てのひらを一いつ旦たん開いて、閉じた。小さな火ひ花ばなの散るような破は裂れつ音おんがして、視線の感かん触しよくも消える。

「まったく、気が小さいんだから」

　中ちゆう等とう部ぶの二年生には似に付つかわしくない、倦うみ疲れた吐と息いきが口から漏もれた。五人に向き直り、再び深々とお辞じ儀ぎする。

「父が、意い地じになって妙みような真似まねをするといけないので、今日きようは帰ります。きつく言って聞かせますので……」

「いいよ。軽々しく立ち入ったことを訊きいた、こっちも悪いんだろうし……」

　と手梓たずさが手を振って言い、

「迷めい惑わくってことなら、だいたいあいこだからな」

　里り久くが隣となりを見て付け加えた。

　その隣、摩芙を上から抱えるように立つカナエは、僅わずかに苦く笑しようする。

「いやあ、ハハハ」

「ハハハじゃないだろ」

　冷静に里久が突っ込む、そんな、なんとなく解散前ぜん提ていの間ま延のびした空気を、

「あっ、ユーコ」

　やはり読まずに、そよぎが口を開いていた。

「あと一つだけ、訊きいていい？」

「……なんでしょう」

　この面子メンツの中で唯ゆい一いつ、明確に自分の魔ま術じゆつを認にん識しきしているらしい少女の問いかけを、夕ゆう子こは当然、警けい戒かいする。反面、魔術について語ることは楽しくもあるのだが。

　それら密ひそかな、今日二度目となる彼女の警戒と期待が、

「なんで制せい服ふくなの？　今日って休日だよね」

　またもやあっさり、裏切られた。ちなみに、そう尋たずねる彼女自身も制服である。

　辛かろうじて肩を落とすことをこらえた夕子は、全く別次元の屈くつ辱じよくとともに答える。

「いえ……その、あまり、出かけるための服とか、持ってないので」

「そういや、さっきも見てたっけ」

　初めて彼女を見かけたときの光こう景けい、ブティックのショーウインドウを一心に見つめている姿すがたと、そこに飾ってあった物を思い出して、そよぎはフムフムと頷うなずく。

「ヒラヒラフリルのドレス、可愛かわいいよね」

「いいえ」

　それを今度は、夕子が語気を強めて否定した。

「あれは、その後ろの豹ひよう柄がらのスカーフを見てたんです」

　予想外のリアクションを受けて、そよぎは思わず確かく認にんする。

「豹柄、好きなの？」

　五人は、悲ひ喜きの判別がつかない表情を添えた、奇き妙みような返答を受け取っていた。

「はい、憧あこがれてます」













　　　検分「直会カナエ」







　その男は、多柏たかえ学がく院いんの前を通る坂道を、硬そうなブーツで踏み締しめ、降りてゆく。

　初夏の風に全く似に付つかわしくない、古ふる臭くさいインバネスコートと鍔つば広ひろの帽ぼう子し、顔立ちを隠かくすようにぞろりと伸びた黒くろ髪かみは、まるで立ち上がった影かげ法ぼう師しのようにも見えた。

　男は、不ふ意いに止まる。

　爪つま先さきから数センチ先に、歩道を塞ふさいで工事用のフェンスが立っているが、男はそれを見て止まったわけではなかった。彼は、全く別のモノを見ながら、歩みを進めている。

「ようやく目が覚めて来てみれば、なんというザマだ」

　帽子の鍔の下から、赤黒い瞳ひとみを巡らせて、男は動きを辿たどった。

　現在の光こう景けいではない。

　坂道の各所に散らばる工事中の、あるいは放ほう置ちされた損そん壊かいを。

　そうさせた、過去を。

　その瞳には、ハッキリと損壊を及ぼした流れが、見えていた。

　戦いの痕こん跡せきも、全て。

　吐き捨てるように、重く緩い声が零こぼれ落ちる。

「こんなものではないはずだ。なにを遊んでいるのだ」

　ブーツがフェンスを迂う回かいし、車道に設けられた臨時の通路を踏み締めた。

　そこから、坂の終点となるＴ字じ路ろを見下ろす。

「なぜだ。貴き様さまなら、ここで死像トランジを破は壊かいできたはずだ」

　帽子の鍔が傾いて、薄曇りの空を指した。

　その赤黒い瞳は、痕跡のない場所の流れも、一切見落とさない。

「私は貴様に、遠えん慮りよも躊ちゆう躇ちよも捨てろ、と教えたはずだ」

　視線は巡って、解かい体たい作業中の低いビルに留まる。

　そこで戦いが終わったことを、男は見て取った。

「分からん。なにが、そうさせた？」

　再び、男は歩き出した。

「奴やつらの方に、なにかあったのか……探ってみる必要があるな」

　歩き出して、数歩で消えていた。













　　　２　父、来たる







　八十辻やそつじ夕ゆう子こと別れ寮りように帰った後、入浴と夕食を済ませた直なお会らいカナエは、先に戻っていた『星せい平へい線せんのそよぎ』とともに、何処いずこにあるとも知れない、奇き妙みような『星』の上にいた。

　空くう虚きよさを表す澄すみ切った青空の下、見渡す一面に星平線を描いて広がる大だい地ちの上……正確には、地に胡座あぐらを搔かいているのはカナエだけで、そよぎの方は宙ちゆうに浮かぶ透とう明めいの球たまの上で寝そべっている。

　そよぎが、虚うつろな青空を指差して拍ひよう子しを付ける。

「次は『ハインの手先』三さん唱しよう、はいっ！」

　カナエが、応こたえて三度、気の抜けた声を上げる。

「『ハインの手先』ー『ハインの手先』ー『ハインの手先』ー」

　さらに、そよぎが叱しつ咤たする。

「もっと真剣に！　次は『崩ほう壊かい点てん』三唱、はいっ！」

　さらに、カナエが復ふく唱しようする。

「真剣にー『崩ほう壊かい点てん』ー『崩壊点』ー『崩壊点』ー」

「全然真剣じゃなーい！」

　あまり他人のことを偉えらそうに言えそうにない姿勢──球たまの上で俯うつぶせにジタバタしながら──で、そよぎが喚わめいた。

　カナエは既すでに二十分からやらされている唱しよう和わに疲れて、コテンと横倒しになる。

「そうは言うけどさ」

　その軽い衝しよう撃げきを受け、薄く色付いた雫しずくのような白と、冴さえた湖みずうみのように淡い青からなる星の表面に、波は紋もんが緩く遠く広がっていった。

　真横になった視線でそれを眺ながめながら、カナエは指し摘てきする。

「急に呼び出して何事かと思ったら、名前の暗あん記きって」

「キミってば、こーでもしなきゃ、ナントカのーナントカのーって繰り返すでしょ。いざというときにスムーズな会話ができるよう、備えとかないと」

「これが備え？」

「何事も基き礎そは大だい事じなの」

　もっともなような、そうでないような。

　とりあえず、今日きようのそよぎは真剣な面おも持もちである。

「なんせキミを見つけてから『半閉じの目』の発見に死像トランジ退たい治じまで、なし崩くずしというか成り行き任せだったし、落ち着いて話す機き会かいも持ってなかったからさ」

　気付くの遅いよ、というツッコミを辛かろうじて吞のみ込んで、

「そだね」

　カナエは軽く同意した。今見せている真剣さに……というより、山やま辺のべ手梓たずさと話せる、こっちに出られる、とはしゃいでいた姿すがたに、今さら文もん句くを付けるのは気が引けた。その代わりと、

「んで、いきなり張り切りだしたのって」

　横倒しのまま、気になったことを尋たずねてみる。

「やっぱ、八十辻やそつじさんに出会ったから？」

「んー」

　そよぎは、球の上で少し唸うなった。

「それは、そうなんだけど……見えなかった、よね？」

　カナエも、横倒しのままで頷うなずく。

「うん。八十辻さんが魔ま術じゆつ師しだって分かってから気を付けてたのに、結局『半閉じの目』は見えなかったな。偶ぐう然ぜんそうだった、で済むほど運うん命めいってのは好意的じゃないはずなんだけど」

「それってば嫌いや味み？」

「なにが？」

「……いや、まあ、いいや」

　カナエとそよぎは、その身に宿した『半開きの目』の力によって、世界を破は滅めつに導く運うん命めいの獣けもの『死像トランジ』の核かくとなる人間を、その人間が宿す『半閉じの目』を見抜くことができた。

　クラスメイトの少女が魔ま術じゆつ師しだった。

　この突とつ拍ぴよう子しもない事実は、ゆえに二人にとって、手梓たずさのように世界の奥深さへの不安を感じるだけで済ませられない、それ以上の事態になるかどうか疑うに足る発見なのだった。

　結果としては空から振ぶりだったらしい、が、

「まあ」

　そよぎが、ぬけぬけと付け加える。

「あの子が今時珍めずらしい魔術師ってことと、世界の破滅に繫つながるかどうかは全く別の話だし、仮に『半閉じの目』を宿してても、死像トランジとして起き動どうできる段階にならないと、私たちも感かん知ちできないんだけどね」

　カナエは横倒しの身をヘナヘナと脱だつ力りよくさせた。

「それって要するに、死像トランジが出るまでなにもできないのと同じなんじゃ……」

「ショーガナイでしょ！　そういう仕し様ようなんだから！」

　怒ったそよぎが、再び球たまの上でジタバタしようとして、ずり落ちる。

「っとと、んぎゅ！」

　九十度傾いた視し界かいで大きな胸がクッションのように弾はずみ、もう一度落らく着ちやく、星の表面にゆっくりと波は紋もんを広げていった。

　それを頰ほおに感じるカナエは、寝ね転ころんだまま声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「それなりに」

　そよぎの妙みような返答から、なんとなく会話が途と切ぎれた。

　しばらくの沈ちん黙もくを経て、

「キミ、さ」

　今度はそよぎが、気になっていたことを尋たずねる。

「昨日きのうの、投げ飛ばされた話を聞いたときも思ったけど……十じゆう字じ印いん、使わないね」

　その声こわ色いろは、どことなく拗すねてる風ふうにも聞こえた。

　カナエは、らしくもない曖あい昧まいな表情になる。

「……」

　十字印とは『半開きの目』を宿す者が司つかさどる力にして、見み留とめ定める秩ちつ序じよの象しよう徴ちようである。カナエは先の事件で、この力を使い無数のオバケと死像トランジを見事、退たい治じしてのけた。

　が、それ以い降こう、十字印は一度も使われていない。

　同じ力を宿すそよぎは、それを感じることができた。

「昨日以外にも、使う機き会かいって結けつ構こうあったんじゃないの？」

「……んー」

　横倒しのカナエに答える様よう子すがないので、続ける。

「キミのことだから、てっきりバンバン使いまくってドンドン慣れてくれる、と思ってたんだけど……まさか怖こわがってるわけじゃない、よね？」

「怖くはない、かな」

　ようやく出た声も、歯切れが悪い。

　焦じれたそよぎは、思わず焚たき付けていた。

「そんなことじゃ、また『ハインの手先』にやられちゃうよ」

「……『ハインの、手先』……」

　カナエは呟つぶやくと、本当に眠ってしまうように目を閉じる。

　死像トランジ退たい治じの最さい中ちゆう、彼を執しつ拗ように妨ぼう害がいし続けたマントと杖つえの少女、その面おも影かげが脳のう裏りに浮かぶ。

　ただし、顔も見え、声も聞こえていたはずなのに、記き憶おくにはなに一つ、留まっていない。

　そよぎによると『半閉じの目』の呪じゆ力りよく、揺らし惑まどわす混こん沌とんの象しよう徴ちようである『渦うず巻まき文もん』によって認にん識しきを誤ご魔ま化かされているのだという。辛かろうじて、多柏たかえ学がく院いんの制せい服ふくを着ていたように感じたが、それもどこまで正確なものか、自信が持てないでいる。

（あの子と、戦いたくない？）

　なんとなく十じゆう字じ印いんを使わないでいる理由が、その少女──『ハインの手先』に結びつくのかどうか、カナエは自分に問いかけてみた。

（なんで、そんなことを？）

　少女は、死像トランジを使って世界を破は滅めつへと導く存在であるという。なら、なにを躊ちゆう躇ちよすることもない、明白な敵に違いない、はずだった。

（そのはず、なんだけど）

　自分らしくもない（という自覚はあった）その足踏み、行動を鈍らせるような理り屈くつも感情もあるわけがない。その、はずなのである。

（さっぱり、分からん）

「ねーねー」

　やけに近い声で、思し案あんから引き戻されたカナエは、

「うわっ!?」

　目を開けた真ま正しよう面めん、鼻先を付き合わせる距きよ離りにそよぎの顔を見つけて、跳ね起きた。

　そよぎの方は寝ね転ころんだまま、甘えるように見上げてくる。

「次の『半閉じの目』への備えの続き、だけどさ……修しゆ行ぎよう、してみない？」

「シュギョー？」

　漫まん画がやアニメでしか接したことのない単たん語ごの胡散うさん臭くささに、カナエは思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「そう、修行」

　逆にそよぎは、言い出してからこれは名案と気付いた風ふうに笑う。

「十じゆう字じ印いんの熟じゆく練れんだけなら、ここで幾いくらでもできるしさ」

「『星ここ』で、ねえ……十字印を出したり消したりとか？」

「キミがお望みなら戦せん闘とう訓くん練れんだってお相手しちゃうよ、フッフフ」

「戦闘訓練……そよぎさんが？」

　カナエは、寝ね転ころんだまま顎あご先さきに手をやって格好かつこつける少女を、疑わしげに見下ろした。普段の様よう子すから、とても荒あら事ごとに向いているようには見えないのだが。

　察したそよぎは、運動能力のアピールのつもりか、ゴロゴロ左右に転がり始める。

「なによなによー！　私が相手じゃ不足だってのー？　初しよ心しん者しやのくせにー！　ねーねー、やろうよーやろうよー！　あの子にも負けっ放しじゃ嫌いやでしょー？」

「！」

　瞬しゆん間かん、カナエのなにかに火が点ついた。

　いつの間にか、理り屈くつも感情も飛び越え、全身を勢い付けて立ち上がっている。自分で思っていた以上に、あの惨ざん敗ぱいには一少年として思うところがあった、らしい。

「確かに、少し、悔くやしくはあるかな」

「でしょでしょ。やっぱ強くないとなにもできないし、修しゆ行ぎようヤルベシよ！」

　調子の良い煽あおりはとりあえずスルーして、カナエは目の前に右手人差し指を翳かざす。

「──っ！」

　今までの躊ちゆう躇ちよが何だったのか、というほどにあっさり、

　ガンッ！

　と空気の弾はじける音を立て、指先に掌てのひら大だいのバッテン印──十字印が現れる。青く眩まばゆい輝きが、特性通りに小揺るぎもせず、見つめる両の瞳ひとみを照らした。

「おっ、その気になった？」

　言って、寝転んでいたそよぎも、

　ガンッ！

　ともう一つ、直ちよつ下かに十字印を打って、宙ちゆう高たかくへと跳ね飛ぶ。そのまま二度三度、跳ねた先で十字印を打ち、最後にズドンと仁に王おう立だちで着ちやく地ちする。さらに、

「こういう場合、なんて言えば良いんだっけ……えーと、そう」

　誰だれから習ったものか、手の甲こうを下にして、手招きまでして見せた。

「いっちょ揉もんであげるから、かかってきなさい！」
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　怒れる八十辻やそつじ夕ゆう子こは、暗い夜道を踏みつけるように歩く。

（もう知らない！）

　原因は、父である。帰って早々、

「私に『視線』の魔ま術じゆつをかけるなんて！　娘むすめのプライバシーをなんだと思ってるの!?」

　と糾きゆう弾だんしたところ、

「おまえも分かっているだろう、魔術発動のコマンドワードは［信仰なき魔術結社アンチフエイス］だ。娘としてではなく、魔術師としての危うさを慮おもんぱかってのこと、結けつ社しやの長おさとして当然の用心だ。なにより案あんの定じよう、おまえは軽々しく結社の名を部ぶ外がい者しやに漏もらしたではないか」

　と反はん撃げきされてしまった。あまつさえ、

「なににつけても、おまえは軽けい率そつすぎる。結社の名を安易に口に出すだけでも、昔は酷ひどい懲ちよう罰ばつがあったものだ。あんな所でフラフラ遊び歩いているから気が緩む。おまえが普段の口ほどに魔術師としての誇りを持つならば、もっと心身を引き締しめたらどうだ」

　といつもの説せつ教きように繫つながった。さらに、

「大体、あの一いつ緒しよにいた連れん中ちゆうはなんだ。一いつ瞬しゆんだけだったが、同年代の男子や、同じ制せい服ふくを着ていた女学生までいたではないか。あんな遊び仲間に、おまえは我らが誇りある結社の名を漏らしたというのか！　おまえの軽率な振る舞いには、ほとほと呆あきれたぞ！」

　と取り付く島もない、頭ごなしに叱しかりつけてくる始し末まつである。

　なので、思わずかっとなって、

「あの人たちは、そういうのじゃないの！　なによ、人の話も聞かないで一方的に!!」

　そう言い捨て──なおも叱しつ責せきの言葉を連ねようとする父の口を魔ま術じゆつで封じてから──家を飛び出してきてしまった。

（私がどれだけ結けつ社しやのことを思っているのか、知ろうともしないで！）

　夕ゆう子こは、腹を立てていた。

　今日きようのことだけではない。

　かつての尊そん敬けいに値あたいする、新たな今様モダンの魔術結社を作り上げるという理り想そうに燃えていた父が、もういないことに。昨年、その理想のパートナーでもあった母を亡なくした消しよう沈ちんから立ち直れないことに。そして、その消沈によって元の、コソコソと世の影に隠かくれることを第一義とし、故こ習しゆうを守ることだけに汲きゆう々きゆうとし、代わり映えしない魔術を操あやつることで満足する、古流クラシツクの一魔術師へと戻ってしまったことに。

　情なさけない父が、情けない用よう途とで、古流クラシツクの魔術を、今様モダンの自分に使う。

　それら全てに心しん底そこ、腹を立てていた。

（だいたい、あんな所って……母かあさんとも一緒に、皆で楽しんだ場所なのに）

　怒りに応じて、道を踏みつける足取りも荒くなるが、行く当てなどありはしない。多柏たかえ学がく院いんまでの通学路を辿たどってきたのは、単なる習慣の勇いさみ足でしかなかった。

（私が、私だけでも、母さんの理想を守ってみせる）

　念じる間に夕子は坂の上、道沿いに建ち並ぶ学院の校門を見下ろす場所に立っていた。休日の日にち没ぼつ後ごということもあり、薄暗い街がい灯とうの連なる坂道に学生の姿すがたは見えない。ここから先どうすればいいのか、文字通り途と方ほうに暮れる思いだった。

　と、その彷徨さまよっていた視線が、坂道の終点に留まる。

　Ｔ字じ路ろになって左右に分かれる場所、即すなわち坂道の真ま正しよう面めんに、古びた建物が見えた。

　とある少年が住んでいることでも有名な、そこ。

　学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］である。







「はーっ、はーっ、っと、と!?」

　荒い息を吐いていたカナエの膝ひざから力が抜けて、ドスン、と尻しり餅もちをついた。

　波は紋もんが大きく、星の表面へと広がってゆく。

　対たい照しよう的てきに爪つま先さきで、ストン、と小さな波紋だけを立てて、そよぎが着ちやく地ちした。

「そろそろ限界かな？　うむ、そこそこ粘れたと評ひよう価かしてあげよう」

　言った背中に輝く、薄い刃やいばを違たがえたような十じゆう字じ印いんが消える。と同時に、踵かかとが地に着いた。

　頰ほおの汗あせを拭ぬぐうカナエは、やはり対照的に涼しい顔のそよぎを見上げる。

「そ、そよぎさん……って、強かったん、だ？」

　呼吸の乱れから、零こぼれる文もん句くも片かた言ことになった。

「そんだけ、できるのに、なんで……自分で戦わないのさ」

「めんどーくさいから──」

　矢や面おもてに立たせる少年に睨にらまれて、そよぎは言い直す。

「じゃなくて、ちゃんと理由はあるよ。私が外で戦えない、キミじゃなきゃ駄だ目めな理由がね」

「それは？」

「まだ秘ひ密みつ」

　唇くちびるを人差し指で封じる足あし下もとに、小さな十じゆう字じ印いんが打たれた。その身がポヨンと跳ね上がり、僅わずか遅れて、地面から小さな球たまが浮かび上がる。気付けば、地面に座るカナエの目め線せんよりやや上に、足を組んで腰を下ろす、いつもの寛くつろぎスタイルが現れていた。

　カナエは息を整えつつ、眼前で起きた不ふ思し議ぎの様さまと力について、改めて確かく認にんする。

「今日きようのことで思ったんだけど、そよぎさん」

「なーに？」

「十字印も魔ま術じゆつの一種なの？　色々詳しいみたいだったけど」

「詳しいというか、下か位い概がい念ねんだから知ち識しきが曖あい昧まいでも類るい推すいが容易というか……」

　ブツブツと難しい前置きを呟つぶやきながら、そよぎは球の上に胡座あぐらを搔かいた。言葉を選んで、ゆっくりと滑なめらかに、解説を始める。

「魔術は、通常の物理法ほう則そくとは異なる力を、所定の仕組みと動作によって発生させる手段、即すなわち『魔』の『術』だけど、こっちは根こん本ぽんから違うよ」

「どんな風ふうに？」

　尋たずねるカナエに向けて差された指先に、十じゆう字じ印いんが現れた。

「これは『半開きの目』の呪じゆ力りよくで集めた、原理そのものなの。魔術ってのは、その片へん鱗りんを手て間ま暇ひまかけて抓つまんで、用よう途と向けに調ちよう整せいするものだけど、私たちの十字印は、そういうのなしで発動するし、ぶつけるだけで『見み留とめ定める』秩ちつ序じよに帰きさしめる──」

「……」

　相手のなんとも言い難い顔に面して、嚙かみ砕くだく。

「要するに、科学や魔術が用途に応じて一部を利用している大おお元もとの方を直接作用させる──」

「……」

　まだ分からない、という顔に面して、考え考え。

「えーと……水車とか船、って分かる？」

「そりゃ分かるよ」

　町で見かけなくなったことで恐る恐るだった例えが通じて、ホッとする。

「流れを動力に使う水車とか、水面に浮かんで魚を獲とる船とか、川には色んな使い方があるでしょ。その水車とか船とかが科学や魔術で、川や水が物事を動かす原げん理りって感じ」

「ははあ」

　カナエも流石さすがに分かってきた。

「十字印それは原理、か……だから、ぶつけたらなんでもなるようになるわけだ」

「そうそう、そんなわけ。ウチは大元の力を扱ってんだから、死像トランジになって『半閉じの目』の加か護ごでも受けない限り、魔ま術じゆつ師し程度が数十数百、束たばになったところで脅きよう威いにはならないよ」

「言うなあ。じゃあ、その『半閉じの目』の……あの子の渦うず巻まきは？　こっちが水なら火？」

　そよぎはヒラヒラと手を振って十じゆう字じ印いんを消し、

「いやいや、水ってのは例えだから。ウチは四し大だいとか五ご行ぎようとか、そういう細こま々ごました性質観かんじゃないよ。その相そう関かんや循じゆん環かんを成り立たせてる方」

　カナエには分からない言葉を挟みつつ、答えを探る。

「さっき例えで言えば、真ま逆ぎやくの流れ、ってとこかな」

「ああ……それで、ぶつかったら打ち消し合ってたんだ。なのに、あの子に一方的にやられたのは、やっぱ力の量が違うのか」

　たぶんねー、とそよぎはわざとらしくとぼけて見せた。

「あっちこそハードな修しゆ行ぎようしてたんじゃないの？　一いつ瞬しゆんでもの凄すごい量の渦うず巻まき文もんを発生させて、それを見事に制せい御ぎよしきってたし」

　が、カナエにはその手の遠回しな誘ゆう導どうは通じない。素直に感心する。

「たしかに、ムチャクチャ強かったな。渦巻で物を浮き上がらせたり分解したり、器き用ようなことも……こっちにも、そういう必ひつ殺さつ技わざみたいなものはないの？」

「必殺技？」

　思いもよらない問いで返されて、そよぎは素すっ頓とん狂きような声を上げた。まずは興きよう味みを持ってくれていることを良しとして、真剣に考えを巡らせる。

「うーん。キミってば熟じゆく練れん度どが絶対的に足りてないし、そもそも一度に出せる呪じゆ力りよくが弱いから、細々としたことができるできない以前の問題というか」

「え、そうなの？　あんなでっかい死像トランジの手足を一発で吹っ飛ばしてたのに」

　正直、カナエは意い外がいだった。目で見た光こう景けいから、手足に得た感かん触しよくから、十字印の威い力りよくにはそれなりの自信を密ひそかに持っていたのである。

　そんな少年の幻げん想そうを、そよぎはあっさり打ち砕くだく。

「あの死像トランジは明確な形を為なしてない試し運うん転てん状態だって言ったでしょ。本当はあんな程度じゃないはずなの。もし『ハインの手先』が死像トランジ作りに慣れたら……それこそ次からは、もっと固くて手て強ごわくなってると思うよ」

　うーむ、とカナエは唸うなるしかない。

　そして、そよぎは執しつ拗ように念ねん押おし。

「だから、これからもガンガン修行しよ！　ここなら時間も人ひと目めも気にしないでいいし」

「ガンガン修行、ねえ」

　後ればせに露ろ骨こつな誘ゆう導どうを察しつつも、そよぎが正しいように思えてくるカナエである。ようやく整った息を潜ひそめると、指を頭ず上じよう高くに差し上げ、今持っている呪じゆ力りよくを振り絞しぼる。

　ガンッ！

　と特大の十じゆう字じ印いんが宙ちゆうに現れた。以前に死像トランジの首から上を削そぎ取ったものと同程度、直ちよつ径けいにして約十メートルという大きさだが、よく見ると端はしが薄れ、形も撓たわんでいる。

「これが今の精せい一いつ杯ぱい、か」

　以前の戦いで『ハインの手先』が（なぜか）怒りとともにぶつけてきた巨きよ大だいな渦うず巻まき文もんと比べると、なんとも頼りない。これなら圧あつ倒とうされるのもしようがない──と思い見上げる先に、翳かざされる自分の手がある。八十辻やそつじ夕ゆう子こが五本の指で五ご芒ぼう星せいを作っていたのを思い出して、

「えいや」

　遊びのように、人ひと差さし指ゆび以外の四本を宙に広げ、力を込めてみた。流石さすがに五芒星は出現しなかったが、眩まばゆい輝きを連ねて、

　ガガガガン！

　と掌てのひら大だいの十字印が次々に出現し、宙を漂ただよう。

　それらを見ている内に、

（そういえば、あの子も渦巻を何十個も周りに浮かべてたっけ）

　ふと、カナエは閃ひらめいた。

「ねえ、そよぎさん」

「なーに？」

「こんな風ふうに、あらかじめ何個も出しとけば、連続して大きな威い力りよくを出せるかな？」

　そよぎもハッとなる。

「取り置き、かあ。そりゃ、なかなか面白いアイデアかも」

　球たまの上で胡座あぐらを搔かいたまま、彼女は両掌を上に向けた。

　ガガンッ！

　と二つの小さな十字印が、それぞれの上に浮かぶ。

　それらをヒョイヒョイ上に跳ね上げて、そよぎはさらに三つ、四つ、五つ六つと数を増やしていった。縦たて長ながの円を描いて、それらを器き用ようにお手玉し始める。

「キミってば勘かん違ちがいしてるみたいだから言っておくけど、十字印の強弱は見た目の大きさとは関係ないよ。小さくても強いのは強いし、大きくても弱いのは弱い」

　その目め線せんが、自分の翳かざす特大のそれに向けられているのがカナエには分かった。意い気きの消しよう沈ちんを示すように、大小の十字印が一いつ斉せいに消える。

「弱いのを引き伸ばしてるから、大きくても薄まってたんだ」

「そーゆーこと。だから見てくれは気にせず、集中していっぱい出しとくのが正解かな」

　言われて、無数に十字印を出しまくった光こう景けいを想そう像ぞうしてみる。

「周りがキラキラで埋め尽くされそうだ」

「それはテキトーにばら撒まくからでしょ。こんな風ふうにすればいいよ」

　そよぎはお手て玉だましていた十じゆう字じ印いんの落らつ下か点てんに手首を差し出した。

　数個の十字印は落ちる傍そばから小さく変わり、

「ほら、この通り」

　差し出された手首に絡むブレスレット状の形態を取っていた。

「おおー」

　カナエもこれには思わず拍はく手しゆ。

　鼻高たか々だかのそよぎは、畳たたみかけるように言う。

「興きよう味み湧わいてきた？　これの修しゆ行ぎようもしてみたい？」

「そだね。地じ力りきもないのに出たとこ勝負するのは趣しゆ味みじゃないし……あの子と死像トランジ、両方を相手にして凌しのげたのは、単についてたってことなのかな」

（趣味じゃなくても、やるときは平気でやっちゃうんだろうなあ）

　という感想は心しん中ちゆうに留とどめ、後半のみに答える。

「良く言って『勝ちを拾った』くらいかな。なんせ、世界の破は滅めつを引き起こす崩ほう壊かい点てんまで、ほんの数十メートルってとこまで追い込まれてたんだから」

　必死に食らいついた戦いを、崩壊点に感じた脅きよう威いを、カナエは改めて反はん芻すうした。いつものようになんとなくでやるには大おお事ごとだったな、とまで考えてから、なんとなく思い出す。

「そういえば、一度訊きいておきたかったことなんだけど……それって、実際の所どうなの？」

「それって、どれ？」

「もし死像トランジを止めてなかったら、ホントに世界は破は滅めつしてたのかな、って」

　危うくそよぎは、もう一度球たまから転げ落ちそうになった。

「今さら、それを訊くの？」

「あのときはその場のノリとか、深く考える暇ひまもなく動いてたけど、よく考えてみたら『危ない』って感かん触しよく以外、特に根こん拠きよとかなかったのに気が付いたというか」

「ホント、今さらだね」

「うん、自分でもそう思う」

「ふーむ……」

　呆あきれつつも、そよぎは考える。

　ここで一つ、カナエに自分の行動がどれだけの意味を持つことなのか、具体的に示して見せれば、今後の奮ふん起きをより促うながす効果があるかも知れない。悪く言えば脅おどしということになるが、ここは活かつを入れる意味で、敢あえて脅してみてもいいだろう。

　そう決めて、大きな胸を大きく叩たたいた。

「……よろしい、では特別にお見せしましょう！」

「見せる？」

「タズサのケースなら、ここに蓄たくわえられてるからね」

　怪け訝げんな顔をするカナエを、そよぎは指差す。

　その先に、なぜか不ふ吉きつな予感と共に『半開きの目』が点ともった。

　発動に応じて、星せい平へい線せんの全てから小さな波は紋もんが集しゆう束そくしてくる。

　そして、集束の焦しよう点てんに立っていたカナエは、

　破は滅めつを見た。







　カナエが『星』と繫つながった扉とびらを開いて、寮りようの部屋に帰って来た。

　部屋の入り口と重なったそこは、既すでにそよぎが日常的に出入りしているので、同室の桧ひの原はら里り久くも、急な白い扉の出現と帰室に驚いたりはしない。が、

「……？　どうした直なお会らい」

　それでも思わず、彼は声をかけていた。

　帰ってきたカナエの顔が、いつになく蒼そう白はくだったからである。

「なにかあったのか」

　重ねての問いにも、要よう領りようを得ない。

「あった、というか、あるかもしれなかった、というか」

「よく分からん」

「まあ、こっちの話。とりあえず大だい丈じよう──」

　最後まで言う前に、カナエは劇げき的てきに反応した。

（なにか）

　異常に張り詰めていた神しん経けいのなせる業わざか。

　常から用いている、突き進んで切り抜ける道みち筋すじ『既すんでの道みち』の感覚を拡大したような、物事が起こる予よ兆ちようと、その先にある情じよう景けいを、心しん身しん内外に捉とらえていた。

（来る！）

　扉の正面にある窓を、

　暴ぼう風ふうとともに開いて、

　なにかがやって来る。

　反応と同時に、身体からだは迎げい撃げきのため動いていた。アンダースローの要よう領りようで腕を振り、手て近ぢかに置いてあったペットボトル（中なか身みは四分の一ほど）を摑つかんで、鋭く投とう擲てきする。

　まさに感じた通り、まるでそれを迎え入れるかのように、

　扉の正面にある窓を、

　暴風とともに開いて、

　やって来たなにかが、

「んにゃっ!?」

　ペットボトルに撃げき墜ついされた。

　自身が考えるところの魔ま術じゆつ師しらしく、窓を暴ぼう風ふうとともに押し開いて（外開きなので、風の向きとは逆なのだが）出現しようとした八十辻やそつじ夕ゆう子こが、ひっくり返る。

　幸い部屋は一階なので、転ぶ以上の被ひ害がいにはならなかった。

　ただし、後こう頭とう部ぶをしたたかに打ち付けて、悶もん絶ぜつした。







　それから十分ほど後、学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］の男女共用部で一番大きな部屋、即すなわち食堂で、夕子は打ち付けた後頭部の手当てを受けていた。

　備え付けの救きゆう急きゆう箱ばこを傍かたわらに、彼女の豊かな髪かみを搔かき分けて診みているのは、寮りよう監かんにしてカナエに里り久く、夕子ら、中ちゆう等とう部ぶ二年二組の担たん任にん教きよう師しでもある橘たち樹ばな逢あいである。せっかくの綺き麗れいな髪に絡んだ枯かれ葉や小石を払ってあげつつ、傷の有う無むを確かく認にんする。

「ん、良かった、小さなたんこぶだけね。切れてはいないみたい」

「ありがとうございます、先生」

　夕子はガタガタと椅い子すごと向き直って、ペコリと頭を下げた。

　同じテーブルを囲むカナエと里久、手梓たずさと（後で教えると話が拗こじれそうなので呼ばれた）摩ま芙ふも、一いち様ように安あん堵どする。なお、どういうわけか摩芙は、夕子のことをじっと凝ぎよう視ししていた。

　夕食後の、彼らしかいない食堂に、逢あいの溜ため息いき交じりの声が零こぼれる。

「それにしても……なんでまた、こんな時間に寮を訪ねてきたりしたの？　それも、窓から直なお会らい君たちの部屋に入ろうとするなんて」

　そんな寮監としての本務、なにより重要な事こと柄がらの確認が詰きつ問もん口く調ちようにならない、どころか偽いつわりない心配として聞こえるのは、彼女の長所と言えた。

　ちなみにカナエは、この怪け我がに到る経けい緯いを、夕子が窓から入ろうとして足を滑らせた、と説明している。本人には不ふ名めい誉よなことだが、流石さすがに完全な部ぶ外がい者しやである逢にまで魔ま術じゆつ云うん々ぬんの事情を明かすわけにもいかない。

　同じくの夕子も、入ろうとした方法ではなく、過程の方を明かす。

「玄げん関かんの明かりが消えてたので、呼よび鈴りんを探してたんです。そうしたら、奥の方に窓の明かりが見えて、そのまま何部屋か外から覗のぞいて回ってる内に」

「直会君たちを見つけた？」

　はい、という素直な肯こう定ていの返事に、

「［黄葉館ここ］に泊とめて貰もらう口添えを、桧原君に頼もうかと」

　聞き捨てならない言葉が加わった。

　逢あいは思わず訊きき返す。

「泊とめて、貰もらう？」

　はい、という二度目の肯こう定ていの後に、

「家出してきたので」

　やはり、聞き捨てならない言葉が。

　あまりにあっけらかんと言われたので、一いつ瞬しゆん納なつ得とくさせられかけた逢は、

「へえ──」

　その一瞬の後、我に返った。

「──って、ちょっと、八十辻やそつじさん!?」

「なんでしょう」

「あのねえ、寮は駆かけ込み寺じゃないのよ？」

　言げん外がいに却きやつ下かを突き付けている確かく認にんにも、夕子は堪こたえない。

「松しよう柏はく祭さいのときに何人も泊めていると聞いたので、可能かなと」

　松柏祭とは、多柏たかえ学がく院いんにおける学園祭のことである。

「あれは遠えん距きよ離り通学の子だけを泊める特別措そ置ちなの。普段はそういうことはできません。だいたい、家出って」

　逢も、流石さすがに問い詰める風ふうになってきた。

　躱かわすように、夕ゆう子こはお辞じ儀ぎの姿勢を取る。

「すいません、私の志望する進路と父の教育方針の違いからケンカになって、飛び出してきました。今日きようは帰りたくないんです」

「そういうわけにもいかないでしょう？　幾いくらゴールデンウィーク中でも無む断だん外がい泊はくは……」

　と、

　説せつ得とくを続ける逢の傍かたわら、テーブルの上に、彼女は何なに気げなく携けい帯たいを置いた。その液えき晶しよう画が面めんの上に、軽く指先を五点、タッチする。

「ごめんなさい、先生」

「え？」

　いきなり言われて、どういうことかと携帯を見た逢が──固まって、動かなくなった。

　一時停止ボタンを押したような、その不自然な静止状態に、

「あっ」

　と思わず驚きの声を上げたのは、夕子が携帯の液晶画面に点ともした歪いびつな五ご芒ぼう星せいを見ることのできたカナエである。

　里り久くと手梓たずさも今日の体験から、彼女が魔ま術じゆつを使ったらしい、と察した。

　そして摩ま芙ふは、やはりなぜか、彼女をじっと睨にらんだまま。

　それら反応を余所よそに、逢が再び動き出した。あやふやな手つきで携帯を取り上げ、耳元に当てる通話の姿勢となる。同じく、あやふやな口く調ちようで短く、

「……はい、分かりました」

　通話状態になっていない携けい帯たいに言ってから、ハッと目覚めたように肩を跳ね上げた。先までの異常を一切感じさせない常の様よう子すで、携帯を夕ゆう子こに返す。

「一応、お家の許可は貰ったけど、あくまで特別よ？」

「ありがとうございます」

　夕子はまたお辞じ儀ぎをして、受け取った。ポカーンとするカナエら（一名除く）に、得意げな顔を見せるでもなく、携帯をポケットにしまう。

　逢あいの方は一人知らず、別の理由で首をひねっていた。

「でも、部屋はどうしようかしら」

「寝るだけで良いのですけど、部屋は空あいてないんですか？」

　至し極ごく当然な夕子の疑問には、女子寮りよう長ちようの手梓たずさが答える。

「女子寮は元々部屋の数が少ない上、普段は松しよう柏はく祭さいで使う色んな機き材ざいとか道具をしまう物もの置おきになっていてな。整理も全然してないから、ずっと満室状態なんだよ」

「男子寮なら、ちゃんと整理整せい頓とんしてるんですけどね」

　常から男子寮全ぜん域いきの掃そう除じに（問題行動に対する罰ばつ則そくとして）意を尽くしているカナエが、ここぞとばかり誇らしげに胸を張った。

「それは今、なんの役にも立たないからどうでもいいとして」

　即そく座ざに里り久くが流して、逢の方を見る。

「女子寮りよう監かんの部屋なら、先生だけでしょう。一人寝る、くらい……？」

「……」

　空気を読む少年は、話を振った相手の曰いわく言い難い表情に面して、声を切った。

　気き遣づかいを受けた逢は、辛かろうじて教きよう師しらしい言いい訳わけでお茶を濁にごす。

「……えーと、テストの採点とか、授業の準備とかあって、ちょっと、今は」

「し、仕し様ようがないですよね」

　女子寮監室の実情、あるいは惨さん状じようを知っている手梓が、彼女の担たん任にん教師としての威い厳げんを守るのに協力する。具体的には、夕子を引き受けようとする。

「まあ、寝るだけなら私の部屋でもいいだろう。相あい方かたも、説せつ得とくすれば大だい丈じよう──」

「あのっ!!」

「わっ!?　な、なんだ一いち条じよう」

　隣となりに座っていた摩ま芙ふの大声に不ふ意いを打たれて、手梓は椅い子すから転げ落ちそうになった。

　目を丸くする一同に、摩芙は身を乗り出して提てい案あん、というより強ごう談だんする。

「私の部屋ならいいです！　都みやこちゃんも私も小さいので！」

　なんだかよく分からない理り屈くつで、必死に。

　なんだかよく分からなかったが、ともかくそういうことになった。







　日も落ちた町並みの中、明かりの一つも灯ともっていない洋よう館かんの奥まった一室で、怒れる父親にして［信仰なき魔術結社アンチフエイス］の魔ま術じゆつ師し・八十辻やそつじ正まさ典のりは、水すい晶しよう玉だまを覗のぞいていた。

（こんな遅くまで帰らないとは、怪けしからん）

　内側から淡い光を発する玉に、未いまだ娘むすめ・夕子の姿すがたは映らない。『探たん索さく』の魔術から身を隠かくしているのである。喧けん嘩かの最後に投げつけてきた『口封じ』といい、全く賢さかしい限りだった。

（父が娘の心配をして、なにが悪いか）

　行き過ぎと反発を受けることなど、百も承しよう知ちの『視線』だった。そうさせてしまうほどに、眼前で母を亡なくしてからの娘の行ぎよう状じようは危なっかしい。成功率りつの低いだけではない、周囲に被ひ害がいを及ぼすかも知れない実験を行ったり、人ひと目めにつく場所で平然と魔術を使ったり……娘はそれを進歩のため、これが今様モダンだ、と言いい訳わけしているが、

（母かあさんの遺い志しを継つぐ、という強きよう迫はく観念に取り憑つかれているに過ぎん）

　幸か不幸か、娘は母譲ゆずりの豊かな才能に恵めぐまれていた。そして、その才能に飽かせて行為をエスカレートさせ続けている。少し前、通っている学校で奇き妙みような事件が起きて以来、その傾向はより顕けん著ちよになった。このままでは遠からず、大きな失しつ態たいをしでかすに違いない。

（なんとしても言い聞かせ、自じ重ちようさせなければ）

　焦しよう燥そうとともに念を凝こらす水晶玉の奥底に、

　ふと、

　小さな翳かげりのような、揺らめきが起きた。

　娘が、またどこかで魔術を使ったらしい。

（相変わらず軽けい率そつな……だが）

　常は咎とがめる行為が、この場合は手がかりになる。

　ゆっくり焦しよう点てんを合わせ、場所を絞しぼり込んでゆく。

　どうやら学校近くの建物らしい。場所の特定を試みるが、結けつ界かいを張っているのだろう、水晶玉は明確な像ぞうを結ばない。その中だからと油ゆ断だんして魔術を使ったに違いない。

（見えないのなら、一人ずつ確かめ、連れ戻すまでだ）

　傍かたわらのテーブルに置いてあった香こう炉ろと蠟ろう燭そくを、水晶玉の前に据すえる。

（古流クラシツクを、ただ古いからと侮あなどる子供には良い薬になるだろう）

　人ひと差さし指ゆびで鋭く、机き上じように五ご芒ぼう星せいを描き、その五点で稼か動どうのワードを唱となえる毎ごとに、蠟燭に灯ひが点ともり、香炉から薄煙が立ち上り、水晶玉が輝きを増した。

「──　手をさし　足ではせ　耳がより　目のあき　影はいたる　──起術アート──」

　最後の一声を受けて、

　古流クラシツクの魔ま術じゆつが、燻くゆる薄うす闇やみの中で発動する。







　じわり──と古びた天てん井じようから染しみ出したそれは、

　ぼとり──と粘質な黒い肉にく塊かいとして滴したたり落ちた。

　驚く寮りよう生せいらを、その表情のまま固めてしまうと、

　ゆっくりと扉とびらを開け、部屋の中を確かめてゆく。

　外側から取り囲んで、端はしの部屋から浸しん食しよくを始め、

　判はん然ぜんとしない建物の中に見み留とめた少年少女から、

　ただ一人、目当ての娘むすめを捜し当てるべく、探る。







　部屋に戻ったカナエは、椅い子すに腰を放り落として、尋たずねる。

「摩ま芙ふ、なんであんなこと言い出したんだろ？」

「さあな。不ふ思し議ぎに思うなら、どうしてあの場で尋ねなかったんだ」

　寝ね支度じたく中の里り久くは、反応の分かりきった問いで返した。

「……」

　予想に違たがわず、カナエは微び妙みような表情で黙だまり込む。過か保ほ護ごな兄を自じ認にんする彼は、妹に強く出られると引くしかない。それゆえに、的てき確かくな分ぶん析せき力りよくを持つ友人に意見を求めたのだった。

　求められた友人の方は、仕し様ようがない、という溜ため息いきついでに答える。自身にとっても不ふ本ほん意いな、お手上げのジェスチャーを付けて。

「八十辻やそつじさんに、いつもの焼やき餅もちを焼いてるにしても、先せん輩ぱいの部屋に泊とめるのを邪じや魔まする理由にはならんだろうし、俺おれにもよく分からん」

「魔ま法ほう使つかい……じゃない、魔ま術じゆつ師しが珍めずらしいのかな」

「そんな剣けん幕まくじゃなかったと思うが」

　脳のう天てん気きかつピント外れな想そう像ぞうに突っ込みを入れるまでが、友人の務めである。

「草くさ刈かりさんも一いつ緒しよだ、心配することもないだろう」

「だといいけど」

　カナエも渋しぶ々しぶ納なつ得とくの体ていで、二段ベッドの梯子はしごに足をかける。

　と、




「　　　ッ」




　耳に微かすか、届いた。

「ん？」

　絶ぜつ叫きよう、というほども長くない、なにか。

「桧ひの原はら」

「なんだ」

「今、なにか聞こえなかったか？」

　その真剣な声こわ色いろに、寝床に入っていた里り久くも身を起こした。彼はカナエの、突とつ発ぱつ的な問題行動と表ひよう裏り一体の危き機き感かん知ち能力には、全ぜん幅ぷくの信頼を置いている。

「なにか、ってのは、なんだ」

「分からない。でも──」

　言う間に、




「っわあぁ!?」

「ひえっ！」




　再び声が、届いた。

　今度はハッキリと近くに。

　緩く、ギイッ、と扉とびらの開く音が。

　さらに続いた、ドタン、ガタンという重く無む造ぞう作さな二つの落らつ下か音おんから、二人は理解した。二度目の声と音の発生源げんが、隣りん室しつであることを。その前の微かすかな音は、さらにその隣となりか。

（つまり、次は）

　カナエは単なる直感、里久は諸もろ々もろからの類るい推すいで思った、その上から、

　ぼとり──と一ひと塊かたまりの黒いなにかが滴したたり落ちてきた。

　思わず里久も驚きよう愕がくの声を上げる。

「うぉっ!?」

「っな!?」

　カナエは勘かんの赴おもむくまま、横に転がっていた。

　ばちゃっ、と床に落ちたそれは、闇やみを抉えぐり取って放り出したような、不定形ながら質感のある……まさしく黒い肉にく塊かいだった。ぐねぐねと蠢うごめく内に、床に染しみ込んで消えてゆく。

　消えるまでの数秒間、呆ぼう然ぜんと眺ながめていたカナエは、

「桧原！　──っ」

　同じものに襲おそわれたはずの友人に目を転じて、ぎょっとなった。

　寝床に入っていた身を跳ね上げた、その姿勢のまま里久は固まっていた。その全体を、ベッドの下段を埋めるような黒い半はん透とう明めいの肉塊が包み込んでいる。

（──『ハインのナントカ……じゃなくて手先』!?）

　と劇げき的てきに反応してから、

（いや、桧ひの原はらにも見えてたっぽいし、これは違う！）

　カナエは即そく時じに認にん識しきを改め、考え込むことなく動いた。部屋の中に、使えそうな物がないか探す。具体的には、黒い肉にく塊かいを刺したり突いたりできそうな物を。

（たしか、そよぎさんが先せん輩ぱいに貰もらった木ぼく刀とうが──）

　が、探し当てる間はなかった。

　扉とびらが、

　ギイッ、

　と軋きしんで、

　開いてゆく。

　振り向いたカナエは、そこに異い様ようなものを見た。

　というより、見られた。

　開いた扉と枠わくの間に満ちた闇の中に、巨きよ大だいな一つ目が開いていた。

　総そう毛け立だつカナエを発見した、その驚きが目の表情から窺うかがい知れる。

《捉とらえていない……誰だれ、だ？》

　闇の奥から、反はん響きようが幾いく重えにも混じり合う、不ふ審しんげな男の声が響ひびいてきた。やたら大きな一いち瞥べつを、固まった里り久くにやってから、もう一度カナエに戻す。

《夕ゆう子こが、男と一いつ緒しよの部屋に？　まさかな……だが、術じゆつにかかっていない……どんな顔だ》

「！」

　カナエは、思いがけず出た名前や、術という言葉にも動じない。そうなる暇いとまを、相手が与えてくれなかった。

　新たな肉塊が、再び頭ず上じようから滴したたり落ちてきたのである。

「っと、危ない」

　今度は手の内が分かっているため、カナエは簡単に躱かわした。といっても、部屋は狭い。派は手でに動き回ることもできないので、そのうち捕つかまってしまうかもしれなかった。久々となる、想そう像ぞうを絶するモノとの遭そう遇ぐうで、一つの感覚が喚かん起きされる。

（使う……か？）

　あの『星』でそよぎに促うながされてのことではない、こっち側で『半開きの目』の力──十じゆう字じ印いんを使うことに、未いまだ一瞬考えてしまうほどの躊躇ためらいがあることに、自分で驚きよう愕がくしていた。

（修しゆ行ぎように付き合って、変なのに襲おそわれて、まだそんなことを）

　らしくもない、慌あわてるような焦あせるような、窮きゆう地ちに追い詰められた気分になる。

　相手の方は、それらの心しん中ちゆうを見抜けるはずもない。ただ、偶ぐう然ぜんではあり得ない二度目の回かい避ひに、あからさまに巨きよ大だいな一つ目を見開いて狼ろう狽ばいしていた。

《何者だ、おまえは……顔を、見せろ》

（あんなでっかい目なのに、見えてないのか？　こっちが八十辻やそつじさんかどうかも分かってないようだし……桧ひの原はらの方は分かったのに、どうして）

　固まった里り久くを横よこ目めで見やって、

（そうか）

　ようやっとカナエは仕組みに気付いた。

（あの黒いブヨブヨに包まれてないと見えないんだ）

　と同時に、今さらこれの正体も察した。

（夕ゆう子こ、って言ってたし、八十辻さんのお父とうさんが使ってる魔ま術じゆつ、なのか）

　急激に戦せん意いが薄れてゆく。密ひそかに逃げる方向に心を傾けたのか、もう十字印を打つ気も（打つかどうかという躊躇ためらいごと）綺き麗れいさっぱりなくなっていた。

（どうしよう）

　なにか話しかけるべきか、いっそ素直にブヨブヨに捕つかまっておくべきだったのか、今からでも遅くはないから捕まるか、まさか殺したりはしないだろう、等々考える間も、

《……》

　その推すい定てい・八十辻夕子の父は動かず、じっと彼を凝ぎよう視ししている。二度も避けたことで、かえって警けい戒かい心しんを煽あおってしまったらしかった。

　そんな、奇き妙みような対たい峙じの続くこと、恐らくは一分ほど。

　カナエが状況に飽きて話しかけようとしたそのとき、

「──ぁ」

　の、と音が言葉を成す前に、一つ目が明後日あさつての方向をぎょろりと向いた。そうして一ひと言こと、

《夕子！》

　叫ぶと、扉とびらを閉じた。

　バタン、という日常の音とともに、あまりに呆気あつけなく怪かい異いは去っていた。

　部屋の中で数秒、立ち尽くしていたカナエは、我に返ってまず、友人の状態を確かめる。

「桧原！」

　見れば、黒い肉塊は消え失うせ、里り久くはベッドに倒れ伏している。息いき遣づかいも穏おだやかで、外がい傷しようも特に見えない。眠っているだけ、らしい。

　ホッと安あん堵どしたカナエだったが、その耳に性しよう懲こりもなく、

《外がい泊はくなど、許可した覚えはないぞ》

　大たい層そうな仕掛けの割に間の抜けた、父親の叱しつ責せきが響ひびいてきた。

　寮りようの外からだった。

「やっぱり、喧けん嘩かしたお父さんが、八十辻さんを連れ戻しに来たんだな」

　改めて言葉にした、その当たり前な行為と、今の状況との落らく差さに、なんとなく脱だつ力りよくするカナエである。それでもまあ、外泊を容よう認にんした側の責任として、窓の外に飛び降りる。周りが騒さわぎになっていないところからして、また結けつ界かいでも張っているのかもしれなかった。

（摩ま芙ふや都みやこちゃん、先生も、この分なら無ぶ事じかな）

　なにより先にそっちを思ってから、声のした方、寮りようの玄げん関かんへと駆かけ出す。

（にしても、はた迷めい惑わくな親子喧げん嘩かだよ）

　人のことをあまり言えない少年は、苦く笑しようを漏もらしていた。

（死像トランジや『ハインの手先』だけじゃない、とんでもないものが世界にはいっぱい潜ひそんでるってことか……今の分だけで十分重おも荷にだから、これ以上はカンベンして欲しいんだけど）







　庭とも言えない寮りよう舎しやと塀へいとの狭間はざまを走ること、ほんの十秒足らず。

「！」

　カナエは、やや遠い門前に、異い様ような光こう景けいを見つけた。

　先に襲おそってきたモノを数百から積み上げたような、黒い肉にく塊かいの山と、

　その前に立ち塞ふさがっている、やたら白く浮き上がって見える人の姿すがた。

（八十辻やそつじさんか）

　よく見て確かめる前に、黒い肉塊が、何重にも響ひびく大音量の叱しつ声せいを夜にばらまく。

《しかも、行く先々で軽けい率そつに魔ま術じゆつを使うとは、おまえの唱となえる魔術師と結けつ社しやの新たな形というのは、崇すう高こうなる魔術を私利に用いる言いい訳わけなのか！》

　声に連れて一いち陣じん、暴ぼう風ふうが叩たたき付けるように吹き荒れて、思わずカナエは足を止めた。この期ごに及んで、細めた目の中で考える。

（そういや、この親子喧嘩って、割って入っていいのかな）

　なんとなく雰ふん囲い気きで飛び出しただけ、なにをするのかは特に考えていなかった、ということに『点てん火か済ずみの爆ばく弾だん』はようやっと気付いていた。

　一方の親子喧嘩では、娘むすめが反はん撃げきを開始している。

「そうやって、屋や敷しきの奥に引き籠こもって、コソコソいつまでも同じことを続けているから、文明にも文化にも取り残されて、どんどん干ひからびていくのよ！」

　怒れる八十辻夕ゆう子この声は、意い外がいに大きい。

　ついでに、彼女が叫んでも暴風は吹いた。どうも、声を大きくする魔術の作用らしい。

　黒い肉塊も、やはり暴風付きで反撃する。

《伝でん統とうとは、理り非ひに左右されるものではない！　誇りも分ふん別べつも持たず、変へん革かくを口にする浅はかな輩やからが、過去に幾いく百ひやく、騒そう乱らんと破は滅めつをもたらしたか、学ばなかったわけではあるまい!?》

「極きよく端たんな例だけを引き合いに出して、変化に順じゆん応のうする努力の芽めを摘つみ取ってきたから、魔術師は今みたいに惨みじめな有あり様さまになっているんじゃない!!」

　暴風を巻き起こして叫ぶ夕子は、実に雄ゆう弁べんである。

「誇りを持つからこそ、私は魔ま術じゆつを使うのよ！　世せ間けんにどこまで溶け込むことができるのか、世界のどこまでが許された場所なのか、今を生きる魔術師として確かめるために！」

　普段の印いん象しようとはまるで違う、その堂どう々どうたる様さま（暴ぼう風ふうの彼方かなたに姿すがたは霞かすんで見えないが）に、カナエは進しん取しゆの側に生きる若者として、思わず拍はく手しゆを送りたくなった。

　黒い肉にく塊かいは、口喧げん嘩かでは分ぶが悪い。

《だからといって、そのように魔術を軽々しく外で使えば、他の結けつ社しやを刺し激げきするばかりではないか！　いつ刺し客かくが差し向けられるか分かったものではないんだぞ！》

（ははあ、要するにお父さんは八十辻やそつじさんを心配してるんだな）

　カナエは暴風吹き付ける中、暇ひま潰つぶしのように心しん境きようを推おし量っていた。流石さすがに、この物理的にも激しい口こう論ろんに割って入るのは気が進まない。というより、ハッキリ言って嫌いやである。

　なおも夕ゆう子この攻こう撃げきは続く。

「父とうさんは十戦十勝、どの結けつ社しやの魔術師相手でも、傷一つ負わずに完勝してるじゃない！　なのに、どうしてそこまで臆おく病びようで卑ひ屈くつなの!?」

（八十辻さんの方は、不ふ甲斐がいないお父さんにイライラしてるのかな）

　吞気のんきに両者の心情を推すい察さつするカナエに、より強い風が、ドスン、とぶつかってきた。

　その源げん泉せんとして、黒い肉塊の怒ど号ごうが一帯に轟とどろき渡る。

《抜かしたな！　こうなれば、その十戦十勝の力で連れ戻すまでだ!!》

（あ、追い詰められて逆ギレした）

　思う鼻先で、力の弾はじける感かん触しよくと共に、唐とう突とつに風が止んだ。

　寮りようの門を圧して聳そびえる黒い肉塊に、いつの間にか車も鷲わし摑づかみにできるほどの腕が一本、生はえている。盛り上がった頂ちよう点てん近くにも穴が三つ、両目と口のように配置されていた。

（でっかいスライム人間だ）

　平へい易いな感想を抱くカナエを余所よそに、その腕が振り下ろされ、指を地面に突き刺す。

《──地よ　抱け　固め　掲かかげ　運べ　──起術アート──》

　短く詠えい唱しようする毎ごと、突き刺した指先に一点ずつ五ご芒ぼう星せいが結ばれ、最後の一ひと言ことで輝きを増した。

　途と端たん、夕子の周りの地面が、石いし畳だたみを壊こわして持ち上がり、押し包もうとする。

（いけない！）

　カナエは十じゆう字じ印いんを打つべく指を差し向けた。

　が、その時点で既すでに、

「遅い」

　夕子が掲げた掌てのひら、より正確には指先で五芒星の頂点を形作った掌が、これを吹き飛ばしていた。見えない風船が膨ぼう張ちようするように、盛り上がった土を押し退のけてゆく。

《むう!?》

　驚いた黒い肉塊は、やや後ろにのけぞってから、今度は空に指を突き出した。

《──風よ　集つどい》

「無む駄だ」

　今度は全て口にする間も与えない。

　夕ゆう子こ自身は詠えい唱しようすらせず、指先の構えだけで風を呼んだ。

　ドバンッ、と重くも抜けた爆ばく発はつ音おんが鳴り響ひびき、黒い肉にく塊かいが元ののけぞった姿勢から、ゆっくりゆっくり、仰あお向むけに倒れてゆく。

《な、にっ……!?》

　驚きの声が、巨きよ体たいの分だけ遠ざかった。

　カナエは、寮りようの前を通る大通りに肉塊が倒れそうなことに焦あせったが、路面に落らく着ちやくする前にその全体がバラバラと引き千ち切ぎれ、薄うす暗ぐらい街がい灯とうと暗夜の狭間はざまに薄れてゆく。

《夕、子……》

　僅わずか、宙ちゆうに流れる口から声が零こぼれて、

「明日あした、ちゃんと家で納なつ得とくできる事情を説明するから、今日きようは帰って」

　夕子が返答を叩たたき付ける間に、黒い肉塊は消え果てていた。

　全てが終わって静かな、不自然に車も通らない──やはり『人ひと払ばらい』の結けつ界かいでも張っていたのだろう、とカナエは思った──寮の門前で、細く小さな少女の姿すがただけが残る。

「……ふん」

　少し拗すねたように呟つぶやくと、夕子は三度、五ご芒ぼう星せいを指先に点ともした。

　土を石いし畳だたみを一いつ斉せいに引き摺ずって、彼女の周囲に残されてた破は壊かいの痕こん跡せきが、やや乱らん暴ぼうに回復してゆく。割れた石畳はそのまま嵌はめ込まれ、搔かき乱された土もやや盛り上がっていたが、とりあえず目立たない程度には元の状態へと戻っていた。

　一ひと息いき吐く彼女に、カナエは遠くから駆かけ寄る。

「八十辻やそつじさん──って、あっ」

「直なお会らい君？」

　何故かその途中で固まった少年に気付いた夕子は、驚きの表情を改め、敵を撃げき退たいした魔ま術じゆつ師しとして、まだ濡れたままの前まえ髪がみを、少し格好かつこ付けてピッと鋭く払って見せた。

「ふふ、見てた？」

　その拍ひよう子しに、身に纏まとっていたバスタオルが、ハラリと落ちる。

　カナエが見る前で、

「……」

　入浴中に父の来らい襲しゆうを知って飛び出してきた夕子は、

「──」

　靴くつすら履はいていない、生まれたままの姿を余すところなく見せつけることになった。
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「──いやあああーっ!!」

「のわあーっ!?」

　顔を歪ゆがめるほどの突とつ風ぷうに攫さらわれたカナエは、先の黒い肉にく塊かいよりも高く遠くへと飛ばされ、やはり、真まっ逆さかさまに落らつ下かした。

「ぐえっ」

　その様よう子すを密ひそかに見ていた寮りようの玄げん関かん口ぐち、

「──っ!!」

　思わず名を呼んで飛び出しかけた少女は、今は常じよう人じんが知覚できない結けつ界かいの中にいる、ということを思い出し、ぐっと堪こらえた。













　　　検分「一条摩芙」







　その男は、うずくまってバスタオルを拾う少女でも、首を変な方向に曲げて倒れる少年でもない、隠かくれて様よう子すを窺うかがう少女の姿すがたを、遠くのビルの屋おく上じようから捉とらえていた。

「なんだ、あの半はん端ぱモノは」

　魔ま術じゆつ師しの張った『人払い』の結けつ界かいなど存在しないかのように、それを凝ぎよう視しして、不ふ快かい気げに呟つぶやく。拍ひよう子し抜ぬけしたように落ちていた肩に、傾く頭の重さが乗った。

「まさか、未完成品で呪のろいを果たすつもりか？」

　手て袋ぶくろを嵌はめた手が顎あごに添えられ、生せい気きのない唇くちびるがきつく歪ゆがむ。

「いや、なぜ半端モノと一ひと目めで分かった……？」

　男は静止したまま考え、やがて三人ともに姿すがたが見えなくなった頃ころ、顎を跳ね上げた。

「あれは『友たるハイン』そのものではない？」

　啞あ然ぜんとした風ふうに宙ちゆうを見上げ、鍔つば広ひろの帽ぼう子しを夜風に揺らす。

「さては総そう吾ごめ、呪いと依より代しろを切り離したのか。あれには、破は滅めつの意い思しが注そそぎ込まれていない……そうか、とすると、あれは見たままの生なま身み……ん？」

　もう一度、視線を寮りようへと戻す。

　誰だれもいない寮の玄げん関かん口ぐちに視線を注いでいたが、もうそちらに意い識しきは向いていない。

「生身だとすると、小さすぎるな。娘むすめという年れん齢れいではない」

　男はブツブツと呟きながら思し考こうを整理する毎に、

「では孫まご、ということになるのか……さほど年齢も離れていないが、まさか」

　声に漂ただよう不快の色が、より深く濃くなって行く。

「馬ば鹿かな、そういうことか」

　がつん、とブーツの底で屋上の床を打った。

　バシリ、と床のコンクリートが砕くだけ、破は片へんが飛び散る。

「だから、鈍っていたのか」

　忌いま々いましげに吐き捨てると、男は踵きびすを返した。

「冗じよう談だんではない。こんな馬鹿なことで頓とん挫ざなど」

　歩きつつ、寮の方を振り返り、刺すような視線を送る。

　歩いて、数歩で消えていた。













　　　３　魔術師の家







　赤しやつ瑕か渦うず巻まく星々を天に頂いただき、荒れ狂う漆しつ黒こくの荒海に図ずう体たいを揺らす、船がある。

　最低限それと分かる大おお雑ざつ把ぱな形状をした、櫂かいも帆ほもない巨きよ大だいな木もく造ぞう船せん……世界を破は滅めつへと導く『半閉じの目』の本ほん拠きよ地ち『阿あ呆ほう船せん』である。

　波なみ飛沫しぶきを被かぶる甲かん板ぱんとその一いつ層そう下を結ぶ、広い階段の手前は、頭とう目もくたる『友たるハイン』謁えつ見けんに備え『ハインの手先』二人がヒソヒソ話をするための定位置である。

「──は──も──で」

　寝ね間ま着きにスリッパの一いち条じよう摩ま芙ふは、そこで昨日きのうから続く魔ま術じゆつ師し関連の経けい緯い、先せん刻こく捉とらえた新たな事実を、傍かたわらの同どう志しに語っていた。

「──みたいなの」

「ほほう」

　元よりか細い、殆ほとんど荒波の音に揉もまれ掠かすれる声を、それでも聞き取って頷うなずくのは、馬の白はつ骨こつたる身を楽しげに揺らすアルベドである。

「確かに、それは珍めずらしいケースと言えるな」

「うん、制せい御ぎよが難しそうだから、少しやり方を考えてみる」

「ふーむ、二つ目から、いきなりとはな。破は滅めつの運うん命めいも、随ずい分ぶんと気き忙ぜわしく迫るものよ」

　アルベドは再び楽しげに身を揺らし、

「ん」

　摩ま芙ふもまた、小さく頷うなずく。二人は同じ方向を目め指ざしてはいるが、その結果については正反対のものを望んでいるため、反応も自おのずと異なるのだった。

　あくまで気軽に、アルベドは尋たずねる。

「それで、カナ・チャンの方はそれに気付いていたのか？」

　ううん、と摩芙は重たげに首を振った。

「カナちゃん、まだ全然、見立てが甘いから」

「その割には、魔ま術じゆつ師しを自分の部屋に呼び入れて監かん視ししたりと、慎しん重ちようを期しているのだな」

　からかいの混じる声に、少し唇くちびるが尖とがる。

「カナちゃんが見抜けなくても、魔術師の方が勝かつ手てに状況を動かすかもしれない。あの人の魔術自体は、私たち『半閉じの目』の脅きよう威いにはならないけど、初めて見る流りゆう派はだから、変な方向に抜け道がないとも限らないし」

「なるほど。確かにそれは、その通り」

　互いの言う『カナちゃん』とは違って、専門分野に対する摩芙の見立ては鋭い。

　アルベドは声に笑えみを含んで、逸はやるように足を蹴け立たてる。

「それに、もし双そう方ほうに手当てが必要になったとして、私が出れば良いだけのことだからな」

　が、

「駄だ目め」

　これは即そく座ざに却きやつ下かされた。

「む？」

「アルベドまで外に出て来ちゃったら、私の力が強くなり過ぎて、カナちゃんを……」

　言いながら、摩芙は絶対駄目と念ねん押おしするように首をフルフル振り続ける。

「殺してしまう、か。やれやれ」

　その子供っぽい仕し草ぐさの拒否を、髑髏どくろが無情の声で継ついだ。

「いずれ共に破滅へと向かう道連れに過ぎんのだから放っておけばいい……と何百回繰り返し説いても、おまえは肯がえんぜぬのだろうなあ」

　身を翻ひるがえし、アルベドは甲かん板ぱんへの階段に蹄ひづめを掛ける。謁えつ見けん前の情報共有は終わり。後は、甲板上で待つ、彼らの主あるじへの報告を行うだけである。

　彼の隣となり、広い階段に並んで上り始めた摩芙も、強い誓ちかいを口にする。

「うん、絶対に」

　再び、より深く、髑髏どくろから溜ため息いきが。

「おまえを動かすために教えたこととはいえ、刹那の機会を本当に拾う気になってしまうとはな……これは成功なのか失敗なのか、判はん断だんに困る」

「そう言うアルベドは、私を止めないんだね」

「ああ。おまえは見かけによらず聡さとい子だから──」

　そこで、ちょっと摩ま芙ふは膨ふくれる。

「──無意味な反はん抗こうや妨ぼう害がいはしないだろうし、なにより我らが主あるじの貴き重ちような『手先』だ。当面、破は滅めつへの導きを続けてくれるのなら、文もん句くはないさ」

　と、そこまで声に含まれていた笑いの気け配はいが、不ふ意いに収まった。

「それにな、摩芙。私はその時が来ても、おまえの邪じや魔まをしないだろう」

「……」

　答えない摩芙の傍かたわら、じっとり濡ぬれた階段を、蹄ひづめが踏み締しめてゆく。

「私は信じているのだよ。破滅へと到る、運うん命めいの強さを」

　まるで、逃のがれ得ないその日に向かって、刻こく一いつ刻こくと進む秒びよう針しんのように。

「いずれ滅びる。我らが滅ぼす。そうなる道の確かさを」

　自分もその断言によって未来を運命さだめられる錯さつ覚かくに、摩芙はよろめく。

「それでも、私はカナちゃんを、絶対に……」

　よろめいて、なお強く誓ちかう。

「ハイン様が世界を滅ぼす、その前に」

「いいとも。やってみるがいいさ」

　笑いを取り戻した声で、激げき励れいとも挑ちよう発はつとも取れる答えを、アルベドは返した。

　そして、二人の目め線せんが甲かん板ぱんに届き、声は途と切ぎれる。

　大揺れに揺れ、荒々しい風と波なみ飛沫しぶきに晒さらされる阿あ呆ほう船せんの甲板上には、目の粗あらい砂さ金きんが堆うずたかく積もり、奥には風と波を丸まる被かぶりする小しよう劇げき場じようの如ごとき一いつ角かくが見えた。

　毒どく々どくしい赤を振り撒まく星明かりの下、二人が進み行く舞ぶ台たいの上に、それはいる。

　銀ぎん糸しで刺し繡しゆうされた『半閉じの目』の黒くろ幕まくを背後に広げ、宝ほう石せきを散りばめた黄おう金ごんの椅い子すに鎮ちん座ざし、壮そう麗れいな羽は根ね飾かざりや大おお仰ぎような衣い装しよう、さらには自身までをも透とう明めいな水すい晶しようで成した、骸がい骨こつ。

　世界を破滅へと導く『半閉じの目』の首しゆ魁かい──『友たるハイン』だった。







（ん……枕、ちょっと固い……）

　魔ま術じゆつ師しの朝は、それほど早くない。

（あぁ、そうか……寮りように、泊とめて貰もらったんだっけ……）

　儀ぎ式しきや研究は、おおむね夜中に勤いそしむもの──今様モダンを謳うたっていても、その辺りの慣例・習性は変わらなかった──なので、必然的に起き床しようは遅くなる。加えて、八十辻やそつじ夕ゆう子こ個人も寝起きが悪い方なので、なおのこと早起きには縁えん遠どおかった。

（今日きよう、なんとか連れて帰らないと……どう、直なお会らい君に切り出そうかな）

　まだ回りきらない頭に難題が早々に浮かんできて、二度寝の誘ゆう惑わくに駆かられる。その、床に敷しかれた布ふ団とん内での煩はん悶もんが吹き飛ばされたのは、

（……？）

　この、

「ニャゴゴゴゴ」

（……にゃご？）

　怪あやしげなうめき声が耳に届いたためである。

「ウニャニャニャー」

（……うにゃ？）

　動物の声ではない。ニャもゴもウも、全部その日本語の文字通りな発音だった。

　魔ま術じゆつ師しとして夕子が最初に思ったのは、その作為的な発音から、

（呪じゆ文もんの、詠えい唱しよう？）

　ということだったが、怪しげなうめき声には何事か超常の事じ象しようを発現させるだけの力感、あるいは真剣味が、全く足りていない。平たく言うと、とろけてフニャフニャだった。

「ウニャホホホ」

　笑ってるのか巫山戯ふざけているのか分からない声を、うっすら目ま蓋ぶたを開けて窺うかがった夕子は、少し離れた場所に衝しよう撃げき的てきな……魔術師としてそれなりに怪かい奇き的な儀式を実見している彼女にとっても衝撃的な、一つの光こう景けいを見出す。

　まだ薄暗い、電気も点けていない部屋の中、

　机の上に置かれたタブレットの明かりを受け、

　締しまりのない顔で画が面めんを見つめている一いち条じよう摩ま芙ふ、

　その口から漏もれる言葉ならぬ言葉、という光景を。

「やめろニャー」

「……」
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　寝起きらしきボサボサ髪がみの少女が、陶とう酔すいと悦えつ楽らくに耽たん溺できする様さまは、夕子に声を掛けるのを躊躇ためらわせるほどの心理的障しよう壁へきを形作っていた。平たく言うと、絶ぜつ境きよう孤こ絶ぜつの世界になっていた。

　ちなみに、遠とお目めに見たタブレット画面には、中ちゆう毒どく症状を引き起こす視覚ドラッグなどではなく、虎とら猫ねこに襟えり首くびを嚙かまれ同じ場所をグルグル引き摺ずり回される黒くろ猫ねこの動どう画がが流れている。

「猫動画の実じつ況きよう……摩芙ちゃんの、趣しゆ味みです」

「っ！」

　驚き息を吞のむ夕子の背後、ベッドの下段からボソボソと寝ぼけた小声を継つぐのは、摩芙のルームメイト、一つ年上となる初しよ等とう部ぶ六年生の草くさ刈かり都みやこである。

「なにか嫌いやなことがあると、ああして朝早くから、猫ねこ動どう画がで心を和なごませるんです」

「心を、和ませる……？」

　言われて、夕ゆう子こが再び目を前に転じた先で、

「たすけてニャー」

　摩ま芙ふはグルグル回る黒猫の叫びを、フニャフニャの声で代だい弁べん（推すい測そく）していた。

　都は寝ね転ころんだまま、口くち元もとに人差し指を当てる。

「不ぶ気き味みでしょうが……できれば、秘ひ密みつにしてあげて下さい」

「う、うん──」

　頷うなずいて、夕子も掛け布ぶ団とんの中に再び潜もぐろうとした、そのとき、

「──!!」

「……!!」

　不ふ意いに摩芙と目が合った。

　合って、しまった。

　後ろで都の、

「あぁ」

　と慨がい嘆たんするような溜ため息いきと、ついでに布団に潜り込む音が聞こえた。

　そのまま数秒、

「……」

「……」

　双そう方ほうして見つめ合う内に、薄明かりの中でもハッキリ分かるほど、摩ま芙ふの顔がみるみる赤くなってゆく。夕ゆう子こは、自分が布ふ団とんの中に逃げ込んであげるべきかと迷い、

「……」

「……」

　しかし結局、なぜか自然と、

「……豹ひようの動どう画がとか、あったりする？」

　妙みようなことを口走っていた。

　摩芙はなおもしばらく黙だまっていたが、どういう心の折り合いを付けたのか、真まっ赤かな顔のまま、こくりと頷うなずいて、小さく付け足す。

「子供の、なら」

　数十分後、都が再び目を覚ましたとき、実じつ況きよう者しやは二人になっていた。







　八十辻やそつじ家の邸てい宅たくは、多柏たかえ学がく院いんからほど近い地区にひっそりと佇たたずむ、左右対たい称しようの大きな洋よう館かんである。学院と肩を並べるほどの歴史を持つ、この古びた鉄てつ格子ごうしの門前に、昼過ぎとなってようやく、八十辻夕子は立っていた。

　なぜか、直なお会らいカナエと『星せい平へい線せんのそよぎ』の両名を伴って。

　朝の食堂に、どことなく緩んだ顔を見せた夕子は、いきなり顔を決けつ意いに引き締しめると、

「直会君、私と一いつ緒しよに家に来て」

　と半なかば懇こん願がん、半ば強要したのだった。

「決して不ふ純じゆんな事情で外がい泊はくしたわけじゃないってことを、お父とうさんに証しよう明めいするには、直会君やソヨギさんが一緒の方が良いと思うの。だからお願い」

　ゴールデンウィークの貴き重ちような一日を潰つぶすことになるカナエは当然渋しぶったが、

「そよぎさんまで？　っていうか、なんで家出の言いい訳わけに付き合わされなきゃ──」

「昨日きのうの、見ちゃったことの代だい償しようです」

　こう言われては、付き合わざるを得ない。さらに、

「なにがあっても、口くち裏うらを合わせて。後は私がなんとかするから」

「……それも代償分？」

「うん」

「……」

　と、言い切られて、押し切られた。そうして、まるで昨晩の経けい緯いを知っているかのように膨ふくれっ面つらになった摩ま芙ふを宥なだめ賺すかす傍かたわら、

（おっかない魔ま術じゆつ師しに睨にらまれたまま、ってのも拙まずいだろうし、ここは誤ご解かいを解いておくべきなんだろう……ということにしておこう）

　と、なんとか自分を納なつ得とくさせたカナエだった。

　対して、同行を持ちかけられたそよぎはといえば、その辺りの事情を分かっているのかいないのか、屋や敷しきを目の前にした今も、連日の物もの見み遊ゆ山さんにご機き嫌げんの風情ふぜいである。ついでに言えば、相変わらずの外出着＝学生服だった。

「ふーん、いいお屋敷だね。どことなく懐なつかしい雰ふん囲い気きがあるよ」

「どうも」

　軽く返して、夕ゆう子こは門もん扉ぴを開ける。

　ギギギイ、と錆さびた鉄の軋きしむ耳みみ障ざわりな音が、辺りに響ひびき渡った。流石さすがに蝙蝠こうもりや烏からすこそ飛び立たなかったが、代わりに曇どん天てんの微び風ふうで、手入れもぞんざいな庭木がざわめく。

　と、それが収まる中ちゆう途とで不ぶ気き味みに揺らいで、

《早く入りなさい》

　聞き覚えのある男性の声として深く響ひびいた。

「「おおっ」」

　と驚くカナエとそよぎを余所よそに、夕子は早さつ速そく不機嫌になって、

「人には魔ま術じゆつを軽々しく使うなって言うくせに、直なお会らい君たちに自分を大きく見せるための虚こ仮け威おどしなら、お手軽に使ってみせるんだから！」

　と聞こえよがしに声を上げる。

　返事は無む論ろん、なかった。

　気き合あいを入れ直すような剣けん幕まくの、

「直会君、お願いね」

　という念ねん押おしにも、逆らい難い圧力がある。

　カナエとしては、やはりこう、答えるしかない。

「はい」







　玄げん関かんホール脇わきの応おう接せつ室しつへと通されたカナエとそよぎを、屋敷の主人が椅い子すから立ち上がって出迎える。両手を広げる仕し草ぐさの割に、寛くつろぎや親しさを感じさせない、遠回しな警けい戒かいと拒きよ絶ぜつばかりを振り撒まく出迎えだった。

「ようこそ。ご同業の方、かな？」

　夕子の父としては、やや年ねん配ぱいと見える五十絡がらみ。面おも差ざしは整っているが生命力に乏しく、スラリとした長身も芯しん棒ぼうを欠いたように危うい。椅子を勧める挙きよ措そも重々しいが、これもやはり倦けん怠たいの色が濃く……要するに『格好かつこいいはずなのに冴さえない』印いん象しようの人物だった。

「私は八十辻やそつじ正まさ典のり。夕ゆう子この父だ」

　声が平へい淡たんなので、軽い会え釈しやくもどこか空そら々ぞらしい。

「昨晩、私の『探たん査さ』に抗あらがっていたのは君だね。夕子の級友だそうだが……娘むすめ大だい事じとはいえ、手荒な真似まねをしたことについては、この通り謝しや罪ざいしよう」

「はあ、いえ」

　カナエは、頭を下げるより睨にらむ方に力の入っている謝罪を受け入れた。というより、娘大事な父の帰き宅たく（？）直後に起きた事件を知られていなさそうなことに、心から安あん堵どする。

　そんな杞き憂ゆうを知らない正典は、向かい合って椅い子すに掛けた三人（夕子までカナエたちの側に座っていた）の前で、黒こく檀たんのテーブルに指を付けると、

「──　３０　３１　３５Ｆ　３８Ｖ　４０　──起術アート──」

　小さく指先を五ご芒ぼう星せいの形に巡らせ、魔ま術じゆつを発動させた。

　（さっきから、当たり前に部ぶ外がい者しやの前で魔術を使うんだな……まさか本当に、素人しろうと相手の虚こ仮け威おどしってわけでもないんだろうけど）

　カナエは、夕子の指し摘てきした通りな態度の正典に、それでもペコリと頭を下げる。

「こんにちは。オマネキにアズかりました。直なお会らいカナエと、こっちはそよぎさんです」

　そよぎの方は気にかけた様よう子すもなく、その輝きを前に、隣となりに倣ならった。

「どーも、こっちのそよぎです」

　正典は二人の目め線せんに気付いたのか、微かすかな嘲ちよう笑しようを口の端はしに乗せて、言う。

「御覧の通り、私たち［信仰なき魔術結社アンチフエイス］の魔術は、手て順じゆん自体は特に珍めずらしくもない、古流クラシツクの術じゆつ式しきに則のつとったものだ。娘をダシに探りに来たとして、得られるものはないと思うが」

　いきなりの、平淡な声による喧けん嘩か腰ごし──どうも、最初からそのつもりで魔術を見せつけていたものらしい──に、夕子が色めき立った。

「お父とうさん！」

　鋭い声にも、正典に堪こたえた風ふうは見えない。逆に、娘を睨にらみ返す。

「それで、納なつ得とくできる説明をする、ということだったが、彼らがなんだというのだ？　彼らが何いず方かたの流りゆう派はの者かは知らないが、協力も援えん助じよもできるほど我々の結けつ社しやは大きくはないぞ」

　相変わらずの閉へい鎖さ的な物言いに、一いつ瞬しゆんぐっと口を噤つぐんだ夕子は、

「っ……」

　しかし、これからの逆ぎやく襲しゆうを思って気を取り直し、ゆっくりと前振りを始めた。

「……なんだ、はないと思うわ。せっかく、お父さんが前々からしつこく言っていた『私たちの［信仰なき魔術結社アンチフエイス］を守ってゆくために必要な人』を連れて帰ってきたのに」

「なに？」

　怪け訝げんな顔をする正典に、夕子は満を持して、特大の爆ばく弾だんをぶつける。




「そう、この直なお会らいカナエ君こそ……私の許嫁いいなずけに相応ふさわしい人よ！」




「……」

「……」

「……？」

　正まさ典のりとカナエ、ついでにそよぎも、沈ちん黙もくの内にその言葉の意味を吞のみ込んで、

「な」

「は？」

「許嫁って……おお！」

　硬こう直ちよくして向き合い、ついでにハタと手を打った。

　正典は、その行為で弾はじかれたように立ち上がる。

「な、きゅ、急になにを言っているか！　許さん、絶対に許さんぞ、夕ゆう子こ!!」

　夕子も真ま正しよう面めんから立ち向かうべく、席を蹴けった。

「結けつ社しやを継けい承しようしてゆくにはおまえが婿むこを取らねばならない、それには魔ま術じゆつに長たけた相応ふさわしい人材を得なければならない、ってしつこく言ってたのはお父とうさんでしょ!!」

　ここぞとばかりに凄すさまじい勢いでまくし立てる。

「お父さんも分かってるはずよ！　彼には昨日きのうの『探たん査さ』も通じなかったのを！　私の『人ひと払ばらい』も難なく破ってる！　この人こそ、お父さんの言ってる条件にピッタリじゃない！」

　流石さすがに正典も、押されてばかりではいられない。

「条件がどうあれ、おまえには許嫁などまだ早すぎる!!」

　もちろん夕子も、ここで引くことはあり得ない。

「早く見つけなければ、って言ってたのはお父さんよ!!」

「それは魔術師の数が少ないから見つけるには数年かかる、という意味だ!!」

「お父さんの思い通りになる人間と、私が選ぶ人は、絶対に重ならないわ!!」

「おまえの好き勝かつ手てを許す人間か!!」

「お父さんより頭の柔らかい人よ!!」

　額ひたいをぶつけ合うように言い合う二人を余所よそに、カナエは頭を抱えていた。

（口くち裏うらって、このことか）

　もちろん夕子は本ほん気きではない、親子喧げん嘩かのダシに使われただけ、ということは分かっていたが、それにしたって許嫁ときたものである。なにかの拍ひよう子しで摩ま芙ふにバレたら、と思うと、

（殺される）

　世界の破は滅めつよりも実感できる、本気の恐きよう怖ふが湧わいてくる。なんとかして二人を落ち着かせたいところだが、生憎あいにくと弁べんは立つ方ではない。

（ちょっと落ち着いて、って言ったら、こっちに矛ほこ先さきが向きそうだし）

　というわけで、カナエは二人が疲れるまで待つことにした。

　隣となりでは、そよぎが口を開く方に首を向けては感かん嘆たんの声を漏もらしている。

「おおー、おおー」

　そうして数分、という程の間もなく。

　言い争いは案あん外がい、短く終わった。父娘二人ともに声を張り上げ続けることに慣れていなかったので、すぐ息が切れて、椅い子すに座り込んでしまったのである。







　この、口を開くタイミングの計り難い沈ちん黙もく（二人は荒く息を吐いているが）を破り、父娘に新たな衝しよう撃げきを与えたのは、急に落ち着きなくソワソワし始めたそよぎだった。

　彼女のたった一ひと言こと、

「さっきのお茶とお菓か子し、なかなか来ないね」

「「!?」」

　それだけで、父娘は共に震しん撼かんした。

「お茶とお菓子？」

　そよぎがなにを言ったのか、なぜ二人が劇げき的てきに反応したのか、どちらも理解できず、一人ポカンとするカナエを余所よそに、正まさ典のりが前のめりにテーブルに手をかけ、尋たずねる。

「君は……、っ」

　詰つまった息を整え直してから、そよぎと正面から、警けい戒かい心しんも露あらわに、もう一度。

「君は、声とコードだけで……発動した魔ま術じゆつを、把は握あくできるのかね」

　カナエがチラリと横を見れば、夕ゆう子この方も父と全く同じ顔をしていた。発動した魔術、と言われてようやく、思い当たる節ふしがある。

（あ、さっきテーブルに何かやってた、アレか？）

　そよぎは勿もつ体たい付けるでもなく気楽に返し、

「まあねー。ちょっと歪ゆがんでるから、綻ほころびから隙すき間まも見えるし……あっ、来た来た」

　その期待に応こたえるように、扉とびらが開いた。

　現れたのは珍ちん妙みような、宙ちゆうに浮かぶトレイ。そよぎの言った通りに、紅こう茶ちやらしき香りを放つ人数分のカップと、皿さらに空あけられたクッキーが載のせられていた。

　一人、事じ態たいから取り残されたカナエは、その異い様ようさに驚きつつも、その下を薄い煙状のモノが支えているのを見て取る。

「おおっ、魔法っぽい」

　率そつ直ちよくながら魔術師にとって最も不ふ愉ゆ快かいな感想に、疲れた父娘の顔が、揃そろって引き攣つった。

　それでも正典は表面上は冷静に、指を払って煙を散らし、トレイをテーブル上に下ろす。

「どうぞ」

「いただきます」

　カナエは悪びれず、カップを手に取った。

　その様よう子すを、正まさ典のりはじっと睨にらむ。

（この少年も、少女と同どう程てい度どの魔ま術じゆつ師し……には見えないが）

　堂どう々どうと他流りゆう派はの魔術師の家に乗り込んで、様さま々ざまな手て際ぎわを見せつけられ、なお萎い縮しゆくせず自然体の──具体的には、熱い紅こう茶ちやに息を吹きかけている──少年は、どことなく得え体たいが知れない。

（現に、私の『探たん査さ』を躱かわしている……だとしても、夕ゆう子この認めた許嫁いいなずけ、だと？）

　それはそれとして、メラメラと父たるの怒りを燃え上がらせる正典だった。先から高ぶったり動どう揺ようしたり訝いぶかしんだり、と忙せわしい気分を落ち着かせようと、紅茶のカップへと手を伸ばす。

「っ……」

「あ……」

　ふと、そこで、同じことを思って、同じことをしようとしたのか、やはりカップに手を伸ばしていた夕子と目が合った。なんとか表面を取り繕つくろって、言う。

「飲みなさい」

「……」

　夕子は返事をせず、頷うなずいてカップを取った。

　そちらを全く気にかけていないそよぎは、クッキーを口こう中ちゆうに放り込みつつ、

「うん、美味おいしい美味しい。んでさ」

　行ぎよう儀ぎ悪く、ついでの口を開く。

「ユーコの方は『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を使ってるのに、マサノリは由ゆい緒しよ正しい『書式』なんだね。もしかして［信仰なき魔術結社おたく］は、それで今様モダンと古流クラシツクってのを分けてるの？」

「っ!!」

　またもや不ふ意いに正せい鵠こくを射いられて、正典は危うく紅茶を吹き出しそうになった。慌あわてて夕子を見て、結けつ社しやの秘ひ密みつを漏もらしたのか、と確かく認にんするが、もちろん夕子は激しく首を振る。

　そよぎは吞気のんきに、まるでクッキーの銘めい柄がらでも語るように続ける。

「私ってば、微び妙みよう～に知ち識しきが古いから、レーセン・ヤソツジの『架空五芒星』が、今どれくらい広まってるのかも知らなくってさ」

「や、八十辻やそつじ霊れい占せんは、私の曾そう々そう祖そ父ふです」

　まるで世せ間けん話ばなしのように軽く話し続ける謎なぞの少女に、あえて夕子が乗った。

「発明後、制せい御ぎよの難しさから結けつ社しや内でも使い手が絶えていたのを、母が復ふつ活かつさせました」

「へえ、お母かあさん凄すごいんだ」

「ええ。もう、この世にはいませんが……」

　誇らしさ、嬉うれしさ、そして悲しさと、その表情はコロコロと不安定に転がる。

　正まさ典のりはそれを見ない振りをして、会話を断ち切るべく、カップを置いた。

「失しつ礼れいながら」

　いい加か減げん、この対談の雰ふん囲い気きを正そうと、核かく心しんを尋たずねる。

「君たちの結けつ社しや、あるいは流りゆう派はの御お名なを、伺うかがってもよろしいか？」

　魔ま術じゆつ師しとしてはそれなりに警けい戒かいすべき、この問いかけに、

「いいよ。『半開きの目』っていうの」

　そよぎは、あっさりはっきり、答えていた。

　そんな、正典の持って回った言いい様ざまに対する、そよぎの明あけ透すけな姿勢に、カナエは改めて感心する、あるいは呆あきれ返る。

「八十辻やそつじさんのときも思ったけど、案あん外がい簡単にバラすんだね、それ」

「こっちには隠かくす理由もないし、勿もつ体たい付ける意味もないでしょ」

　正典への嫌いや味みと取られかねない、しかし完全に素すな、そよぎの所しよ感かんである。

　カナエも、そう取られることを気に掛けず、なるほど、と頷うなずいた。

「ま、隠すために気を遣つかうよりは、それくらい緩くしてた方が気き楽らくでいいか」

　そうそう、と大たい度どの同意で承うけて、そよぎは豊かな胸をバンと叩たたく。

「この私たち『半開きの目』が、一体何を恐れることがある、ってもんよ」

　そんな二人の太たい平へい楽らくな遣やり取とりを見ていた正典は、再び密ひそかに娘むすめに目をやった。

（半開きの、目？　聞いたことのない名だが）

　夕ゆう子この方も父の疑問に気付いたが、

「……」

　自分も知らないとは言えないので、目め線せんを逸そらして沈ちん黙もくを通す。

（今様モダンかぶれの夕子が気に入ったとなると、近年に立ち上げられた流派か？）

　それにしては、彼女ら（当然カナエも一いち味みに勘かん定じようされている）は曾そう々そう祖そ父ふ・八十辻やそつじ霊れい占せんについて平然と語っていた。腕利きながら知る人ぞ知る、悪く言えばマイナーな魔術師を、その詳しよう細さいまで。目の前の二人が、どことなく薄うす気き味み悪く思えてくる正典である。

　と、そんな父への援えん護ご……のつもりでは全くないのだろうが、

「でも、そよぎさん」

　夕子が今まで僅わずかながら語り合った彼女のアンバランスさに言げん及きゆうした。

「曾々祖父のことまで知っているのに、魔術結社の常じよう識しきには疎うとかったんですね？」

「色々と事情があってねー。今日きようここに付いてきたのは、そのあたりも詳しく聞けたりしないかなーって期待もあったり」

　吞気のんきに答える怪あやしい少女に探りを入れるべく、正典は初歩の初歩から確かめる。

「それで、そもそも君ら［半開きの目］は、古流クラシツクと今様モダン、どっちなのかね？」

「？」

「？」

　そよぎもカナエも、見つめ返すだけ。

「……」

「……」

　魔ま術じゆつ師し父娘は、思わず目め線せんを合わせるほどに戸と惑まどった。

　声を微かすか揺らして、正まさ典のりは彼らの常じよう識しきを問い質ただす。

「……で、では君らは『業カルマ』について、どのようなスタンスを取っているのだ？」

「？」

「？」

　そよぎもカナエも、やはり見つめ返すだけ。

　正典は、難なん詰きつではない本ほん気きの質問を、娘むすめに向けていた。

「おまえは一体、なにを連れてきたんだ？」

「……」

　夕ゆう子こは声を失って、取り繕つくろうこともできない。







　机の上で両掌てのひらを組んだ正典は、当とう惑わくの色も露あらわに説明を始める。

「君らも、恐らくはそうだと思う、のだが……知っての通り、我々の魔術とは、森しん羅ら万ばん象しようの摂せつ理りを象かたどる、あるいは個人の本質を照しよう応おうさせることで、一定の力を発現させるものだ」

　カナエは言葉の意味が全く分からないのでノーリアクション。

　そよぎはどこまで理解しているのか、フムフムと気軽に頷うなずいていた。

　どちらの態度も正典にとっては不ふ愉ゆ快かい極まるものだったが、なんとか堪こらえて続ける。

「我々魔術師は、それら見えざる定てい則そくの元、通常の物理的な方法を介かいさず、非常の神しん秘ぴ的な術じゆつ法ぽうを以て、様さま々ざまな魔術を行使する」

　とりあえず、カナエではなくそよぎの方に、説明は振り向けられた。

「だが、この一、二世せい紀きの間に、その術法の作用に異常が見られるようになってきた」

「フムフム、それは？」

　今度は声に出して、そよぎが尋たずねる。

　カナエは変わらず、ノーリアクション。

　正典は辛しん抱ぼう強く、続ける。

「昔ながらの術法による発現のレベルが、目に見えて低下し始めたのだ。かつての大魔術も、諸もろ々もろの小こ細ざい工くも……効き目が薄まったり、そもそも発動しなくなったり、といった具合にな。数千年を経てきた魔術史上にも類例のない、まさに異常事じ態たいだった」

「フム……？」

　そよぎが初めて、真剣味の欠片かけらを声に混ぜた。

　カナエはやはり、変わらず。

　そして正まさ典のりは、自分の説明で激してきたらしく、声こわ色いろが強くなってゆく。

「幾いくらかの悶もん着ちやくの後、結けつ社しやや流りゆう派はの壁を超えた、魔ま術じゆつ師しらによる討とう議ぎと研究、さらには検けん証しようの実験が行われ、数十年かけて一つの結論が導き出された。それが即すなわち──」

「──『業カルマ』？」

　そよぎが受けて、正典は頷うなずいた（カナエは以下略りやく）。

「そう、人類という世界の一部が肥ひ大だい化かしたことで、森しん羅ら万ばん象しようの調和が乱れた。ゆえに従来の調和を基き準じゆんとしていた術じゆつ法ぽうの効力が弱まった、という説だ」

「……フム」

　そよぎは小首を傾かしげた。

　カナエは結論だけを簡単に拾い上げる。

「つまり、カンキョー破は壊かいが原因ってことですか？」

「破壊という行為で、本来自然のそれとは異なる流れが世界を埋めていったこと、だな。人類が侵おかしたことで背負った……『業カルマ』の名も、そこに由ゆ来らいする」

　意い外がいに鋭い纏まとめに、正典はつい解説を加えていた。そうして、

「しかし」

　と話を最初に戻す。

「君らの結社は、本当にこの常じよう識しきを知らないのか。表ひよう裏りの教会から黒白の諸しよ派は、野の末ずえの隠いん者じやまで魔術に関わる者なら全て、存在を知られてさえいれば誰だれにでも、この研究と結果についての布ふ告こくは回っているはずなのだが」

「なんせ新入りなので、すいません」

　なぜか謝るカナエ、

「フムム……？」

　傾かしげる角度を大きくするそよぎに、今度は夕ゆう子こが。

「大おお雑ざつ把ぱに言って古流クラシツクとは、その『業カルマ』理論の提てい唱しよう以前からあった術法を用いる系けい統とうのこと。対して今様モダンとは、それ以い降こうに立ち上げられた、新しいアプローチ全般を指すの」

　少し得意げに、今様モダンたる自分の胸に手を添える。

「だから、同じ結社や流派の中にも、古流クラシツクと今様モダンが併へい存ぞんすることは珍めずらしくないんです。まあ、頑かたくなに古いやり方を守る人々も少なくはありませんが……」

「それすら知らない君らは、今様モダン、ということになるのだろうな」

　逆に正典は、今様モダンを下に見ていることを隠かくさず、冷たい声こわ色いろで告げた。

　今になっての露ろ骨こつな面つら当あてに、また夕子は怒りを頰ほおに赤く表す。

「～！」

　説明の場ですら張り合う親子に、カナエはどう答えていいのか分からない。

（どっちでもいいです、って言ったら、どっちも怒るんだろうなあ）

　と投げやりに考える。そんなことよりも、

（だいたい、八十辻やそつじさんてばお父さんに嫌いやがらせするためだけに、人を許嫁いいなずけ呼ばわりしてるけど、後の始し末まつをどうするのか、ちゃんと考えてるんだろうか？）

　以い降こうも親子喧げん嘩かに巻き込まれるのは真まっ平ぴら御ご免めん、許嫁云うん々ぬんが摩ま芙ふの耳に誤って入る危険は冒したくない、ここは会話の流れでキッパリ噓うそですと言うべきか等々、間違いなくそこにある真実の恐怖をこそ気にかける──のだが、性格的に憂ゆう慮りよも懸け念ねんも続かない。

（ま、向こうも薄うす々うす変だと思ってるみたいだし、そう拗こじれることもないかな）

　結局、そう楽観的な結論を出す。

　と、

　その隣となりで、

「うん」

　短く強く、そよぎが頷うなずいた。

（なにが、うん？）

　と尋たずねようとしたカナエにではなく、自分たちに向き合っている古流クラシツクの魔ま術じゆつ師し・八十辻正まさ典のり氏に対して、そよぎはやはり短く強く、




「その『業カルマ』の話って、全部、間違ってるよ」




　と話を根底からひっくり返した。

　魔術師父娘は最初、彼女の言葉の意味を捉とらえかね、怪け訝げんな顔をしていたが、やがて言葉を吞のみ込んでの不ふ審しん、さらには意味を把は握あくした憤ふん激げきへとみるみる色合いを変えてゆく。

「……それは、どういう意味かね」

　正典の声は低く抑よく制せいされていたが、それがかえって怒りの深さを感じさせた。

　少なくとも、そよぎと正典、双そう方ほう交互に視線をやったカナエは、そう思わされた。

（あれっ、急に雲行きが怪あやしく……？）

　魔術師とは、自身の意い義ぎを探たん求きゆうと継けい承しように置く生き物である。そんな彼らにとって、先せん達だつが膨ぼう大だいな労力と時間を費ついやして構築した理論の軽けい率そつな否定は当然、最大級の侮ぶ辱じよくとなる。

　それは、彼女を招き入れた夕ゆう子こも同様だった。

「なにか根こん拠きよがあってのことですか？」

　言葉遣づかいこそ丁てい寧ねいだったが、実質は詰きつ問もんである。

　が、これら無形の圧力に面しても、そよぎの方はどこ吹く風。問題発言を投とう下かした時と変わらず、のほほんとした様よう子すで、カナエの肩を叩たたいた。

「よろしく」

「へ？」

　いきなり会話の焦しよう点てんを丸投げされて、カナエは間ま抜ぬけな声を出す。魔ま術じゆつ師し父娘から刺すような注ちゆう目もくを受けて、思わず両掌てのひらで防ぐ姿勢を取っていた。

「よろしく、って言われても、なに話してたのかも分からないのに、説明なんか──」

「しなくていいよ」

　そよぎは軽く言って、

「証拠を見せればいいだけだから」

　人差し指を、カナエの鼻先に突き出す。

「ちゃんとした魔術師なら、見せればなんとなーく実感を持つなり見当を付けるなり、できるんじゃないかな？　なにも分からないレベルなら、そもそも話をしても意味がないし」

（まーたそうやって、無む駄だに相手の神しん経けいを逆なでするようなことを！）

　と、その傍ぼう若じやく無ぶ人じんに呆あきれる中で、カナエは気が付いた。

「……見せるって、あれを？」

「うん」

　と大きくそよぎは頷うなずく。

「見せよう、って思えば、ちゃんと見えるようになるよ」

　自分たちの名前と同じく、やはり隠かくせと言われたことはなかったが、それでも、

「いいのかなあ」

　と躊躇ためらいの言葉の出るカナエである。

　これは『星』で抱いた感情とは違って、自分の力をその筋の人に見せる行為が、素人しろうとが作品を展てん覧らん会かいに出すようで気が引けた、ということが一つ。自分がそうすることで、魔術師やら許嫁いいなずけやらの話が、またぞろ拗こじれてしまうのではないか、ということが二つ。

　要するに、

「いいから早く」

　とせき立てられれば、渋しぶ々しぶでも使わざるを得ない程度のもの。

「それじゃあ」

　と断ってから、カナエは人ひと差さし指ゆびを自分の目の前、丁ちよう度ど自分を睨にらみ付けてくる正まさ典のりとの中間点辺りに向けて差す。同じく傍かたわら、夕ゆう子こからの強い視線にも頰ほおを刺されながら、

「えいや」

　軽い一ひと言こととともに中空、

　ガンッ！

　と彼ら『半開きの目』の司つかさどる力、見み留とめ定める秩ちつ序じよの象しよう徴ちよう『十じゆう字じ印いん』が現れた。

「「ッ!?」」

　掌てのひら大だいの、カナエにとっては小さめのそれを、魔ま術じゆつ師し父娘は目に焼き付けるように見入る。

　正まさ典のりは、脅きよう威いの力を前にした、戦せん慄りつの面おも持もちで。

　夕ゆう子こは、未知の力を前にした、驚きよう嘆たんの面持ちで。

　しばらくして、ようやく震える口を開くことのできた正典、

「それ、は？」

　その辛かろうじての質問に、そよぎが対たい照しよう的に、明確に答える。

「十じゆう字じ印いん」

「十字、印」

　辿たど々たどしく繰り返したのは、夕子。

「なんという……ことだ」

　衝しよう撃げきに痺しびれて呟つぶやいたのは、正典。

　二人の視線を受けて、なお十字印は揺るがず、宙ちゆうに留とどまっていた。







　魔術師という人じん種しゆにとって、十字印との遭そう遇ぐうは刺し激げきが強すぎたらしい。

　眼前に確と現れた『力の形』に心を奪うばわれた八十辻やそつじ親子は、あれほどに激しかった親子喧げん嘩かも、その道具として持ち出した許嫁いいなずけの件も、全て虚きよ脱だつの片かた隅すみに追いやってしまっていた。

（あれも……魔術、なのか？）

　挨あい拶さつもそこそこにカナエとそよぎを帰した応おう接せつ間まには、椅い子すに沈み込む正典だけが取り残されている。夕子は二人を見送った後、自分の部屋に戻ったらしく、応接間に姿すがたを見せない。

（無む理りも、ない）

　それを父として気に留めつつも、魔術師としての彼は、十字の形をこそ、思う。

　彼らの使う魔術は、正典の『書式』の場合は指の動きの中から、夕子の『架か空くう』の場合は指の位置の中から、各おの々おの最適の、完かん璧ぺきなる五ご芒ぼう星せいの形状を取って出現する。

　が、いざ出現すると、それは『業カルマ』が森しん羅ら万ばん象しように及ぼすノイズや誤ご差さによる影えい響きよう──と彼らは考えている、あるいは、考えていた──で、必ず歪ゆがみを生じてしまう。

　これは、彼ら［信仰なき魔術結社アンチフエイス］の魔術師に限ったことではない。他のどんな強力な魔術師でも、大だい規き模ぼな魔術でも、それは不ふ可か避ひな、普ふ遍へんの現げん象しようのはずだった。

（であるというのに……なんだ、あれは……『十字印』……なんという、美しさだ）

　彼らの目の前に現れた、十字に交こう差さした単純な紋もん章しようは、そんな歪みを一切、感じさせなかった。むしろ逆に、歪みのない圧あつ倒とう的な美しさに満ちていた。

　それは、古こ来らいより数多あまたの魔術師が欲して已やまない、近くは『業カルマ』ゆえに渇かつ望ぼうの強まった、自己の魔術を象しよう徴ちようする『完全なる調和の図形』だった。

（それが、なぜあんな、子供たちに……!?）

　正まさ典のりは祈るように両掌てのひらを組み、額ひたいにあてがう。

　焦しよう燥そうとも嫉しつ妬ととも付かない熱い気持ちが、既すでに枯かれ果てたと思っていた心の底から湧わき上がって来る。衝しよう撃げきに吞のまれ、あっさりカナエとそよぎを帰してしまったことへの、今さらの後こう悔かいを混ぜて。呼び戻して詳しく尋たずねようか、とまで考えて、

「そんなことができるか！」

　小声ながら鋭く、吐き捨てる。さらには、カナエとの許嫁いいなずけの話を本当に進めることで──正典は会話する間に、夕子の狂きよう言げんだろう、と疑うようになっていた──それを研究する機き会かいを得ることもできるのではないか、という誘ゆう惑わくにも駆かられて、

「馬ば鹿かな！」

　再び娘むすめのために、大きく叫ぶ。知ち識しきを継承しようしてきた魔ま術じゆつ師しとしても、一人の娘むすめを持つ父としても、彼は懊おう悩のうに立ち往おう生じようしてしまう。愚おろかしい矜きよう持じ、取るに足りない情じよう、と理り屈くつでは分かっていても、彼にはそれ以上、進むだけの気き概がいはなかった。

　だから、ただただ、そこにあった美しいモノ、自分たちが欲していた形への、決して届かない想おもいが膨ふくらんでゆくのを、座したまま感じ続けるしかない。

　しかし、立ち往おう生じようすることで、もう一つ、

（私はともかく、夕ゆう子こは、どうするだろう）

　それらよりもさらに大きな感情が、暗あん雲うんのように彼の心の内に広がってゆく。

　その暗く重い感情の名は──不安。

　広がって、決して薄まらず、心の内を黒く占めて行く。

（もし夕子が、あの美しさに魅み入いられ、許嫁を称し乗り込んできた少年と……）

　数百年の時を費ついやし連れん綿めんと受け継つがれてきた［信仰なき魔術結社アンチフエイス］……この世に残った、たった二人きりの魔術結けつ社しやに、決定的な時が訪れる、そんな予感があった。

　ごくり、

　と正典は知らず、嗄かれきった喉のどを緩く鳴らしていた。

　先祖が営えい々えいと築いてきたものを自分の代で終わらせてしまう。

　しかも、それは妻つまの事故死のような、不ふ測そくの事じ態たいによる喪そう失しつではない。

　彼ら魔術師を形作る、探たん求きゆうと継けい承しようという意い義ぎから、消しよう滅めつさせてしまう、なにか。

　そよぎ、という少女の言げん動どうに満ちていた、確信。

　カナエ、という少年が作り出した、美しい紋もん章しよう。

　それらが甘い声で呼び込み、容易に見つけ出してしまう──致ち命めい的な、なにか。

　即すなわち、自分たちが受け継いできたものを無む価か値ちにしてしまう──真実。

　今すぐにでも扉とびらを開いて、二人の後を追えば分かる──知ち識しき。

　より優れた、より深く、より強い、異なる魔術体たい系けい。

　そんな、膨ふくれ上がりつつも必死で抑えていた彼の懊おう悩のうを、

「終わるよ」

　遠くから会談の全てを捉とらえていた、幼い少女の声が、突き刺した。

「!!」

「あなたの守ってきた結けつ社しやは、終わるよ」

　不安を縒より合わせたような、心を暗く染める声が、聞こえてくる。

　正まさ典のりは立ち上がって、辺りを見回した。

「誰だれだ!?」

　問うても答えは返ってこない。

　ただ、彼を苛さいなむ呪のろいのような声だけが響ひびいてくる。

「八十辻やそつじ夕ゆう子この心は、歪みのない真実に引き寄せられている」

「やめろ!!」

　両の掌てのひらで耳を塞ふさいでも、声は変わらず響いてくる。

「たのむ、やめてくれ！」

　苦しみに張り裂さけそうな心が、胸に一つの形を成しつつあった。

　鈍く瞬またたきながら浮かび上がってくるそれは、仄ほの昏ぐらい予感を抱かせる、紋もん章しよう。

「逃げても、無む駄だ」

「う、うう……」

　紋章の瞬またたく胸を摑つかんでよろめく正典は、窓まど際ぎわの壁に倒れかかる。

「夕子、私たちの……」

　呻うめく傍かたわら、テラスを覗のぞかせる大窓の外側に、誰だれかが立っていた。

　否いな、浮かんでいた。

　頭まですっぽりとフードを被かぶった、マント姿すがたの少女である。

　小こ柄がらな身を覆おおう暗色のマントには、各所に薄い光を放つ渦うず巻まき文もんが意い匠しようされ、フードの額ひたいには一つの紋章が、一ひと際きわ不ふ吉きつな瞬きを見せていた。

　それは、苦しみ藻も搔がく正典の胸で、今や明確に形を成したものと同じ、鈍どん角かくを下に向けた平べったい二等辺三角形と、中心にある多重の半円──

　即すなわち『半閉じの目』。

　その瞬きの下から、無情極まる宣せん告こくが降りかかる。

「あの瞬しゆん間かん、古いだけが取とり柄えの魔ま術じゆつに、八十辻夕子は幻げん滅めつした」

「ああ、あ」

　正典には、既すでに反論するだけの気き概がいも意い識しきもなくなっていた。

　少女の発する『半閉じの目』の呪じゆ力りよくを帯びた言葉が、心の均きん衡こうを否定・後こう退たい・消しよう極きよく・退たい廃はいへと、強ごう引いんに傾けていた。傾けて倒す、倒れた勢いで回す、その最後の一押しが、来る。

「八十辻夕子は、今、部屋から出て行く」

「夕ゆう、子こ……」

「そして二度と、貴方あなたの許もとには戻らない」

「あ、ぁ……」

　正まさ典のりの膝ひざが崩くずれた。

　心が砕くだけて、力が生じた。

　世界を引き込む、運うん命めいの動力が。

　少女の手にある、歯車と発条ばねを先せん端たんに絡ませた、機き械かいと魔ま術じゆつの混交した杖つえが、床に膝ひざを突きうなだれる正典へと、その胸に瞬またたく紋もん章しようへと、ゆっくり差し向けられる。

「さあ……『半閉じの目』に見み入いられた者よ……動いて」

　強きよう烈れつな閃せん光こうを伴って呪力が迸ほとばしり、

　バン！

　と落らく雷らい、あるいは爆ばく発はつにも似た破は裂れつ音おんが轟とどろいた。

　正典の全身から火ひ花ばなが飛び散って、その残ざん滓しのような固形物が、カラカラ、コロコロ、と床を跳ね転がってゆく。それは、光こう沢たくのない黄おう銅どう色いろをした、歯車であったり、捻ね子じであったり。

　それらが床の上で止まる前に、次の数個が新たに転がり、

　それらの次は十個に増えて、床一面へと散らばり、

　さらには百個に増えて、部屋を埋め始めた。

「うう、う」

　顔を掌てのひらで覆おおった正典を中心に金きん属ぞくの渦うずが巻き、その身を覆おおい隠かくしてゆく。

　やがて、大きく重い、金属と金属の擦こすれ合う音が響ひびく。

　運うん命めいの歯車を無む理り矢や理りにずらす音が。

「う、ああ、おおお」

　金属の渦の中心から、今や途と切ぎれ途切れにしか届かない呻うめき声へと、

　渦を構こう成せいする金属の部品を、奥から照らす紋章の瞬きへと、

　少女はとどめとなる一ひと言ことを投げかけ、起き動どうさせる。

「あなたの守ってきたものは、壊こわれた」

「────う、う、うおおおおおぉおオオオオオオオオ　　────　ッ　　!!〉

　正典は、声を限りの咆ほう哮こうで応こたえた。

　世界を破は滅めつに導く運命の獣けもの『死像トランジ』が、生まれる。







　旋せん回かいする渦うず巻まき文もんを背に浮かぶ『ハインの手先』一いち条じよう摩ま芙ふは、空高くから、土つち煙けむりの奥で変わってゆく八十辻やそつじ正典を見下ろしていた。その吐と息いきは、僅わずかに荒い。

「はぁ、はぁ」

　はためくマントに隠かくされた肩は縮こまり、小さな姿すがたは、より頼りなげに風を受ける。大きな杖つえに寄りかかる中、人の心を絶望に染める行為への忌き避ひと、呪じゆ力りよく開放後の気の緩みから、

（もう）

　嫌いや、と思いかけたのを、必死に押しとどめた。一度その隙すきを作れば、世界を破は滅めつの運命へと導く『ハインの手先』として動けなくなる。そうなったら、刹せつ那なの機き会かいは、永遠に巡って来ない。それだけは絶対に、認められなかった。

　荒くなっていた息を整えて、静かに深しん呼吸する。

「はぁ──、──っ」

　漏もれる吐と息いきを鋭くして、何千回目を、胸に刻む。

（私が、やらなきゃいけない）

　どれだけ辛つらい思いに心身を浸ひたしても、本当はやりたくないことを前にしても、小さな『ハインの手先』一いち条じよう摩ま芙ふは、決して「助けて」と口に出すことはできなかった。

　助けるのは、自分の方なのだから。







　カナエとそよぎは、寮りようへの帰り道をダラダラと歩いている。

　先までの話が結局何だったのか、今一つピンと来ていないカナエは、

「許嫁いいなずけがナンタラ、ってのが有う耶や無む耶やになったのはいいけどさ」

　とりあえず去った危き機きを前置きしてから、

「そよぎさんって、案あん外がい性格悪い？」

　そう、指し摘てきした。どんな理り屈くつかはサッパリ分からなかったが、魔ま術じゆつ師し父娘の顔色から、どうも自分たちが酷ひどいことをしたらしい、という察しくらいは付く。

「それ、本人に訊きくことじゃないでしょ」

　と一応断ってから、そよぎはすっとぼけた顔になった。

「まあ、容疑者にカマ掛けるつもりだったのは事実かなー。キミも言った通り、もし『半開きの目』を宿した人間がいたとして、それを直前まで感かん知ちできないのなら……」

「なら？」

「いっそ挑ちよう発はつして、見えるくらいまで活性化させてやれ、なんて思ったり」

「やっぱ性格悪いな」

　ガクッと肩を落として、連体明けにクラスで顔を合わせる気まずさを思うカナエである。

　そよぎの方は逆に、気にした風ふうもなく顎あご先さきに指を当てて考える。

「でも、結局見えなかったんだよね。級友に魔術師がいる偶然なんて、幾いくらなんでも怪あやしすぎると思ったけど、見込み違いだったのかな？」

「それならそれに越したことはないよ。だいたい、八十辻やそつじさんが魔術師だとして、特に不ふ都つ合ごうがあるわけじゃないんだし」

「その考え方もどーかと思うけど」

　淡たん泊ぱくなカナエの言い分に、からかいがてら釘くぎが刺される。

「不ふ都つ合ごうの方は微び妙みようかもよ。魔ま術じゆつ師し垂すい涎ぜんの十じゆう字じ印いんを見せつけたからには、今後もユーコからは熱いアプローチがあるだろうし。許嫁いいなずけの話を本ほん気きで進められるとか」

「それは本気で困──」

　心から言いかけたカナエは一いつ瞬しゆん、

「──っ、と!?」

　地面から電流が走ったような感覚を得て、蹈鞴たたらを踏んだ。

　そよぎが気付いて、

「なに？」

　と言ったときには、既すでに一八〇度、鋭く体を返している。

（これには、覚えがある）

　自分が常から辿たどっている既すんでの道みちに似た、しかしどこか違う感かん触しよく。

　ほんの少し前、とある事件で同じものを見た気がする。

「そよぎさん！」

　叫ぶと同時に、自分の胸に『半開きの目』を点ともした。

　一気に視し界かいが明めい瞭りように、感覚が鋭えい敏びんになる。

「え、まさかホントに来た!?」

　驚くそよぎも振り返って、とある家のある方角を見やった。

　カナエも同じ方角を、感じたなにかの道みち筋すじを辿たどりつつ、見上げる。

　二人の視線が差した先、それが、低い町並みの中から身を起こしていた。

　そよぎが思わず、声を零こぼす。

「出た！」

　濛もう々もうと上がった土つち煙けむりの中から、機き械かいの駆く動どう音おんとも重量の軋きしみとも付かない金かな切きり声が轟とどろく。

　少し遅れて、強い悪お寒かんを伴う突とつ風ぷうのような衝しよう撃げき波はが、辺り一帯を突き抜けていった。

　街がい路ろ樹じゆから鳥の群れが一いつ斉せいに飛び立ち、交通量の少ない道路で車がよろめく。

　騒そう擾じようの度合いを増し始めた町や人々を余所よそに動き出した、巨きよ大だいなそれ。

　歪ゆがんだ運うん命めいの塊かたまりにして連れん鎖さの起き点てん、世界を破は滅めつに導く運命の獣けもの。

　カナエは、再び目にしてしまった怪かい物ぶつの名を、重く呟つぶやく。

「……『死像トランジ』！」







「なんで時間差出現？」

　首を傾かしげるそよぎを置いて、カナエは既すでに走り出している。

「行くよ！」

「わ、ちょっと待って！」

　そよぎは急いで周囲を見回し、

「えーっと、あれだ！」

　傍かたわら、ビルの壁を見つけて駆かけ寄った。冷たいコンクリに掌てのひらをペタリと着けると、押し返すように盛り上がってドアノブになる。どころか、壁に一枚の白い扉とびらが出現していた。

　そのすぐ手前、一連の手て品じなに啞あ然ぜんとなっている通りがかりの老人に、

「ごめんあさーせ、オホホ」

　すました声をかけると、扉を開けて向こう側に飛び込む。

　それが閉じて消える一いつ瞬しゆんの間を置いて、

「きたよー」

　絶ぜつ妙みように可愛かわいくない、山羊やぎだか羊だかのパペットが、カナエの肩の上に顔を出した。

　頷うなずいてカナエは、先の事件以来の躊躇ためらいを捨て、全身に『半開きの目』の力を漲みなぎらせる。

「よし!!」

　疾しつ走そうの先せん端たん、地を打つ一歩に十じゆう字じ印いんを現し、跳んだ。凄すさまじい勢いで景色けしきが下に流れ落ち、空中に放り出される。久々に感じる投とう擲てきの頂ちよう点てん、今にも落ちる寸前という浮ふ遊ゆうの中、

「そういや、これを出してたら、本当に他の人には見えてないんだよね？」

　言って自分の胸に灯ともる『半開きの目』を指差した。

　肩の上に生はえる体のそよぎパペットは、その身を器き用ようにずっこけさせる。

「普通、それってやる前に訊きくもんじゃないの？　ま、キミらしいけど」

「向こうも、本当に見えてないのかな」

　カナエが視線を巡らした下方、市し街がい地ちのど真まん中なかに濛もう々もうと上がった土つち煙けむりが薄れ始めていた。上空に在っても、そこかしこから人々の立ち騒さわぐ声、右う往おう左さ往おうの様さまは見て取れる。

「とてもそうは思えないけど」

「大だい丈じよう夫ぶ、死像トランジそのものは見えてないよ。程度こそ違え、キミが感じたのと同じ、出現したときに起きた運うん命めいの余よ震しんを食らって動どう揺ようが広がってるだけだね」

「だけ、ねえ……ん!?」

　土煙の中から、揺り動く巨体の一部が垣かい間ま見みえた。

「あれか！」

　カナエは足あし下もとに十字印を打って、空中に静止する。最初に上下左右を見回して、彼を狙ねらってくるはずの『ハインの手先』の少女の姿を探すが、とりあえず見える範囲に姿はない。

（渦うず巻まきの子も、アレの近くに潜ひそんでるのかな）

　自分でもどうしてそこまで少女を気に掛けるのか分からないまま、なお気を配る。

　その肩の上で、そよぎパペットが指のない腕を差した。

「あっ、出てくるよ」

　土つち煙けむりの中から這はい出してくる巨きよ体たいを、伸ばされた腕を見て、

「前と形が全然違う？」

　カナエは戸と惑まどいの声を上げる。

　今彼らの眼がん下かに在る死像トランジは以前の、人とも付かない襤褸ぼろ布ぬのオバケとは似ても似つかない。もっと明確な、コミカルとすら言える形状で、体を構こう成せいするパーツも見覚えのある物だった。

　その全形は、亀かめの甲こう羅らを被かぶった蛸たこのよう。

　亀の甲羅に当たる本体らしき部分は、先まで滞たい在ざいしていた八十辻やそつじ家けの洋館そのもので、幾いく本ほんも伸びた太い触しよく手しゆは、壁の皹ひび割われや床の底から湧わき出した黒い肉にく塊かいで形作られている。

　襤褸布オバケが見せていた不安定・未み熟じゆくな印いん象しようはない。巨体に見合った重じゆう厚こうさで着実に、太い触手を伸ばしてジワジワと、かつて自らの建っていた敷しき地ちの外へと這い出していた。

「八十辻さん、の家が死像トランジに？」

「ふむ……『半閉じの目』を宿した人間にとって破は滅めつの象しよう徴ちよう、あるいは世界と同等に捉とらえていた物が、死像トランジになった本人と同化しているんだ……『ハインの手先』が死像トランジ作りに慣れてきたのか、これが死像トランジ本来のあるべき姿すがたなのか、どっちだろ……？」

「のんびり分ぶん析せきしてる場合じゃないよ」

　腕組みしてブツブツと呟つぶやくそよぎパペットに言うと、カナエは足あし下もとの十じゆう字じ印いんを消して一いつ旦たん落らつ下か、再び背後に一いつ瞬しゆん、十字印を打って加か速そく・降こう下かする。

「今さらだけど、あれって八十辻さん？」

「んー、十字印を見たリアクション的にユーコとマサノリ、可能性は半々かな」

「やっぱり」

　納なつ得とくと呆あきれの溜ため息いきを吐いたカナエは、肩の上のパペットをジト目で睨にらんだ。

「そよぎさん……もしかして手て間まを倍に増やしただけなんじゃないの？」

「ショーガナイでしょ！　あの場はそういう流れだったんだから！」

　大いに逆ギレするそよぎが、パペットをジタバタさせる。

　そんな二人の目め指ざす先は死像トランジそのものではなく、死像トランジとなった洋よう館かんが後にした八十辻家の跡あと地ち。そこは建築物の崩ほう壊かいしたような瓦が礫れきは一切なく、地上部が丸ごともぎ取られ、天てん井じようを失った広い地下室の全容が丸見え、という奇き観かんを成している。

　カナエはこれらを軽く飛び越えながら、中にどちらかが取り残されていないか、確かく認にんして回る。が、怪あやしげな器き具ぐの揃そろった実験室、古そうな本が雑ざつ多たに積み上がった書しよ庫こ、床に魔ま方ほう陣じんの描かれた円形広ひろ間ま──空の地下牢ろうは見ない振りをした──等は、いずれも無人。

　ロードローラーが通った後のように平らに地じ均ならしされた、かつては正門だった場所から、カナエとそよぎは死像トランジの後ろ姿を見やる。

「下した敷じきになってなさそうなのは良かったけど、そうなると、あそこに二人いるってこと？」

「二人一いつ緒しよに死像トランジになったのか、どっちかがどっちかに囚とらわれてるのか……う～ん」

　と、首を傾かしげ合う二人の背後に、

　〈──〉

　不ふ意いになにかの立ち上がる気け配はいがあった。

　カナエはその声が出る前に振り向き、

　ガンッ！

　と早はや撃うちのように、蠢うごめく姿すがた目め掛がけて十じゆう字じ印いんを叩たたき込んでいる。

　〈──、っ〉

　立ち上がりつつあったなにかは、その途と中ちゆうで黒い肉にく塊かいを爆はぜさせて砕くだけ散り、内ない蔵ぞうしていた部品を派は手でにぶち撒まけた。粘ねばり気のある肉塊は、地面を跳ねる間に蒸じよう発はつし、黄おう銅どう色いろの歯車やシャフトなどの部品も、錆さび朽くちるように消えてゆく。

「あーもう、この忙いそがしいのに！」

　カナエは思わず叫んでいた。

　振り向いた視し界かいの内に、さらに五、六体から立ち上がっているそれらは、ぬめっとした半はん透とう明めいの黒い肉塊の奥に、稼か働どうする部品類を透すかして見せる、人型の怪かい物ぶつ。

　多少の形状こそ違え、カナエはその雰ふん囲い気きから察することができていた。

「これが、魔ま術じゆつ師し特製のクレンペル、か」

　クレンペルとは、死像トランジの誕たん生じように伴い撒まき散らされる、歪ゆがんだ運うん命めいの欠片かけらである。

　以前の事件では、襤褸ぼろ布ぬのを纏まとったよろめくオバケといった形だったが、今度のそれは黒い肉塊でできており、体格も身動きも、かなり人間に近くなっている。共通点は、のっぺらぼうのような顔に瞬またたく『半閉じの目』の紋もん章しようと、それが齎もたらす仄ほの昏ぐらい予感──。

　カナエは再びの戦せん慄りつを覚えつつも、視線を去りゆく死像トランジとの間で往おう復ふくさせる。

「今、相手をしてる暇ひまはないけど、前の学校みたいに町まち中なかでパニックを起こされたら──」

「ちょっと待った、なにか持ってるよ」

「え？」

　言われて見ればクレンペルはそれぞれ、やはり黒い肉塊で精せい製せいされたらしい棒ぼう状じようの物を右の手に持っていた。さらに数秒の観察で、これらを構えて襲おそいかかってくるでもない、ただ地面に突き立てていることも分かった。

「杖つえ、じゃない……なんだ？」

　分からないカナエの代わりに、そよぎが解答を示す。

「旗はた、だね」

「旗？」

　少年の狭い知ち識しきの中でのそれとは違う、旗はた竿ざおの先せん端たんから横一いち文もん字じとなる軸じくを吊つり、そこから下に向けて旗はたを垂たらす、いわゆる垂たれ旗ばたである。その五角形の布には、もはやお馴な染じみとなった歪いびつな五ご芒ぼう星せいが刻まれて、『半閉じの目』と同期した明めい滅めつを細かに繰り返している。

「なにをやってるんだ？」

　というカナエの疑問は、すぐ氷ひよう解かいした。

　死像トランジの出現や洋よう館かんの消しよう失しつ等の騒さわぎに集まって来た人々を、クレンペルらが寄せ付けないよう整理している──正確には『人ひと払ばらい』の魔ま術じゆつで、何事もないという偽ぎ装そうが行われている。

　まるで立ち入り禁止の壁が立てられたかのように、敷しき地ちの周りにやってきた人々は、この八十辻やそつじ家けに起きた、今も広がり続けている破は壊かいの痕こん跡せきから、強制的に目を逸そらされていた。

　そよぎは思わずパペットの両手を打つ。

「魔術師さんは親切だなあ。死像トランジ自体は『半閉じの目』の力で見えないにせよ、壊こわした跡あとは残っちゃうからね。ま、どうせすぐ誰だれも寄りつかなくなるんだけど」

「それでも、騒ぎが少ないに越したことはない、よ……？」

　同意しかけたカナエは、ふと奇き妙みような感覚を覚えて、遠ざかる死像トランジの方角を眺ながめやった。

「どったの？」

　首を傾かしげるそよぎには答えず、両の目に加え、胸の『半開きの目』も、同時に凝こらす。

　八十辻邸ていと同じく、その進行路にもクレンペルが湧わき出していた。まるで王のパレードを守る衛えい兵へいのように、外側に向かって立ち並び、『人払い』の旗はたを立てている。

「ちょっと、見てみる」

　ガンッ！

　と地面に十じゆう字じ印いんが打たれ、

「なにをぅわっ!?」

　そよぎの叫びを引いて再び、カナエは上空へと跳び上がった。高くから町を見下ろし、八十辻家の敷地から一本、瓦が礫れきを航こう跡ろのように伸ばしながら進行する巨きよ大だいな死像トランジと、その進行路に立ち並ぶクレンペルらの姿すがたを捉とらえ、程なく、その全体像ぞうを把は握あくする。

「ずっと先まで、道を作ってる」

「はぁ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げてから、そよぎパペットはまず死像トランジ、そこから進行方向へと視野を広げた。ぎょろ目に映る町並み、まだ死像トランジが達していない場所にまで、確かに感じる。クレンペルの作る道──幅の広い二列縦じゆう隊れつが、遙か遠くまで伸びているのを。

「ホントだ。てことは、これの続いてる先って……」

「……」

　答えず、カナエは自分の胸に輝く『半開きの目』に力を集中させてゆく。

　クレンペルの作っている道が、とあるものに向かって伸びているのかを。

　それは、いつも感じている既すんでの道みちと似た、そうなるという予感の最さい果はて。

　死像トランジの目的地にして、世界に決して避け得ぬ破は滅めつを齎もたらす、絶望のゴール。

　その、圧あつ迫ぱく感を伴う運うん命めいの焦しよう点てんを、カナエの『目』は、遠くに、薄く、捉とらえた。

「……うん。道は『崩ほう壊かい点てん』に繫つながってる。そこそこ遠い、かな」

「へえ、視し界かいになくても見えるんだ。もしかして、前より感度が上がってるんじゃないの？」

　そよぎに言われて、鋭えい敏びんさを自覚する。

　確かに、以前より遙か遠くにあるはずの崩壊点を、感じている。

「この道は、あらかじめ『人ひと払ばらい』しておくことで、崩壊点に進むことの抵てい抗こう感を減らしてるのかな。手が込んでるというか、潔けつ癖ぺき症しようというか……どっちの人じん格かくの影えい響きようだろ？」

「さあね」

　と生なま返へん事じしつつ、改めて見る。

　道の先にある崩壊点の正確な位置を、なんとはなしに、求めて。

（これ、かな？）

　感覚は、全く鋭敏そのものだった。あの『星』で、そよぎから『手梓たずさのケース』における破滅への道みち程のりを見せられていたこともあり、流れを追うコツも分かっている。

　なので、遠く薄く捉とらえていたそれを、呆気あつけなく『目』は見み留とめた。

　だけでなく、一つ方向へと流れ込む運命の引いん力りよくをも、感じ取った。

　そして、その流れ込む先へと、自然に引き摺ずり込まれた。

（これ、は）

　死像トランジを到とう達たつさせれば世界が破滅するという、崩壊点へと。

　なにより大だい事じな、その確かく認にんを今まで怠おこたっていた原因は、死像トランジの進行速度が遅かったこと、崩壊点が遠いと直感的に捉えていたこと、これら二つから来る危き機き感のなさだった。

　と、そう、自分でも思っていたが、

（まずい）

　今の状態に陥って初めて、カナエは気付かされる。

　その実じつ態たいが、そよぎに『手梓のケース』を見せられたことで芽め生ばえた、崩壊点から始まって終わるという未来視への恐きよう怖ふと忌き避ひ……さらには、精神の自己防ぼう衛えいだったことを。

　迂う闊かつに力を集中させ過ぎた『半開きの目』が、全部、見てしまう。

（見ちゃ）

　そよぎの見せた、過去に起きたかも知れない災さい厄やくの再さい現げんではない。

　ここから間違いなく伸びている道、到った先で生じる絶望的な揺らぎを。細かな、何気ない事こと柄がらの繫つながりが、膨ぼう大だいな流れの果てに繫がっていくという実感を。

（だめだ!!）

　それら運命の連鎖に導かれて起きる──世界の破滅を。

　八十辻正則が、とある河原かわらに立っている。

　そこに少年たちの遊んでいたサッカーボールが転がってくる。正まさ典のりはそれを蹴けり返して、少年たちがお礼れいを言う。その光こう景けいを描いていた絵描きが、絵の具を落とす。そのとき足あし下もとに落ちていた自分の財さい布ふに気付く。日が暮れて帰りにスーパーに寄る。総そう菜ざいの最後の一つを籠かごに入れソリンが心こころ許もとなくなったので、スタンドに寄る。男はその隣となりにあるコンビニで電でん池ちを買う。電生きていたことに驚き、慌あわてて救きゆう急きゆう車しやを呼ぶ。救急車が来たので路ろ肩かたに寄せたところで、丁ちよう度ど─ジを受け取って、ＯＫの返事を貰もらう。うきうきした心で明日あしたの予定を決めるため、ネットでを何度も、何度も、刺した。動かなくなった男を置いて、駆かけ出す。その先で自分も胸を撃うた

　　　　ても使えない。廃はい棄きの書類を申しん請せいするしかなくなる。煙が出て。立っている。聞いて

　　　　　　　　日は休日なのに。まあいい。効こう率りつが。告げ口。コーヒーの缶かんしか。山があっ

　　　　　　　　　　　　ゲームを探す内に。なぜ殴なぐる。被かぶせておいた。正直なので。安定し

　　　　　　　　　　　　　　　　第三調ちよう査さ室しつなんて誰だれも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那な

　　　　　　　　　　　　　　　　り返して。芽が出てな

んたが。冗じよう談だんだろ。このカーブが。スイッチが多いぞ。頼りすぎだ

れしい。はははははは！　文明の話。協力しようか。海だね。そういうのが

レッジの子供なのか。もらっちゃおう。空くう洞どう。ここまで来て。エアがある。嫌きらってる

エナメル。変へん異い。ないない。不能だろう。例が。いける。感かん染せん力りよくがある。誰が今。ちょっと待て、それは──

（病びよう原げん菌きん、だ）

　辿たどり着いた先で漏ろう洩えいしたそれは、誰だれが止める間もなく広がり、地を覆おおい尽くし、人に伝わって、逃げる間どころか、危き機きを自覚する者すら僅わずかな間に、全てを滅ぼしていた。

　もう、誰もいない。

　放ほう置ちされた物が壊こわれ、管理を失った物が弾はじけ、風の中に残った物も朽くちてゆく。毎日通っていた坂道は、放置された車から漏もれたオイルで黒ずんで斑まだらになっていた。皆で遊んだショッピングモールは天てん井じようが崩くずれて、野の晒ざらしの廃はい墟きよになっていた。学院は森に埋もれて、屋や根ねの見分けも付かない。暮らしていた学生寮りようには、一人もいない、誰も、一人も、

（みんな死んだ）

　自分も。

　摩ま芙ふも。







　死像トランジを放っておけば必ず来る、破は滅めつへと集しゆう束そくする運うん命めいの光こう景けいに吞のまれて、カナエの精神のヒューズが、飛んだ。空中で不ふ意いに全身の力が抜け、手足が風になびく。

　そよぎパペットがギョッとなって、彼の顔を見た。

「え、ちょっ、なに!?」

　ほんの一いつ瞬しゆん、目を離した隙すきに、カナエは汗あせをびっしり搔かいて、顔色も蒼そう白はくになっていた。

　遙か下、地面へと、勢いなく落ちてゆく。

　そう感じる意い識しきも、もう、なかった。













　　　干渉「天あめ廼の行ゆき永なが」







　その男は、紙くずのように力感を失って落らつ下かする少年に毒づく。

「馬ば鹿かが、破は滅めつをまともに見たな？　集しゆう積せき体はなんのために付いている」

　広い鍔つばの下から遠く、未いまだ動こうとせずうずくまっている少女の方へと目線をやり、

「どいつもこいつも──！」

　怒りに沈む呟つぶやきの奥から、巨きよ大だいな揺らぎを呼び出した。

　少女による死像トランジの出現時とは比較にならない強さのそれ、人の目に見えず胸にも感じない、超ちよう常じようの目だけに見え、宿した胸だけに感じる、運うん命めいの揺らぎが、男を震しん源げんに広がってゆく。

　その影えい響きようの範囲内で、人は意味も分からず、立ち竦すくんだ。

　人だけでなく、運命の支配下にある全てが、身じろいだ。

「無む駄だな力を使わせる」

　男は舌した打うちして、少年少女を、顔の目を使わずに見回す。

　全身で跳ねて目を覚ました少年、

　恐きよう怖ふに駆かられ立ち上がった少女、

　いずれも、彼の眼鏡めがねにはかなわない、生なま温ぬるい歯車だった。

「が、それでも使わねば成じよう就じゆせん」

　言いい訳わけのように零こぼすと、彼は元の作業に立ち戻る。

　眠りに就ついている、もう一人の少女の作成に。

「おまえたちは知らねばならない」

　作業の中で、もう一人の少女は変わってゆく。

　自分を閉じ込める殻からを破るための、運命の獣けものへと。

「自分たちが、どれほどに強い力を操あやつっているのかを、改めて」

　慌あわてて体勢を立て直している少年、

　未だに飛び立つことを躊躇ためらう少女、

　いずれも、辿たどり着けるとは思えない、か弱い存在だった。

「そして、自分たちが、どれほどに危険な力の持ち主なのかを」

　そんな二人に、彼は黒く、笑いかける。

「おまえたちには『星』のため、もっと目を研とぎ澄すまして貰もらわねばならんのだから」













　　　４　豹の夢







　直なお会らいカナエは落らつ下かする中、唐とう突とつに意い識しきを取り戻した。生きていることを思い出したかのように、ジタバタしながら息を吸い込み、大きく息と声を吐く。

「びび、びっくりした!!」

「そりゃこっちの台詞せりふ!!」

　パペット越しに『星平線のそよぎ』も、心しん底そこからの安あん堵どを叫び返した。が、すぐに人形は両手を腰に当てて叱しつ責せきの構えを取る。

「なんで急にあんなことしたの!?」

「あんなって、ただ崩ほう壊かい点てんをこの『半開きの目』で──」

　言う間に、カナエは先の感覚を思い出し、たまらず声を切った。

　そよぎパペットが代わって、叱責を続ける。

「運うん命めいの足あし跡あとを辿たどれるほど鋭かった『目』が、さらに感度上げてるんだよ？　そんなので崩壊点を凝ぎよう視ししたら、破は滅めつへの流れに引き摺ずり込まれるに決まってるじゃないのさ」

「でも、特に注意されてなかったし」

「そうだっけ？」

「うん」

「……」

　カナエが足あし下もとに十じゆう字じ印いんを打って滞たい空くうした。

　そのまま、数秒の沈ちん黙もくを経て、

「……とにかく駄だ目めなの、分かった!?」

　そよぎパペットが、逆ギレ気ぎ味みに念押しする。

「それより、その崩ほう壊かい点てんに死像トランジが向かってるんだから、早くやっつけないと！」

「ま、そだね」

　カナエも拘こだわらない。善は急げとばかり、また足下の十字印を消して落らつ下かを始める。

　その風を受けながら、そよぎは密かに首を傾かしげていた。

（さっきの、二度目の運うん命めいの余よ震しんは一体……死像トランジが親子だから？）

　思う間に、八十辻やそつじ家けの変じた死像トランジが近付いてくる。







　いつの間にか空中戦にも慣れていたらしい、カナエは新たな十字印を打つまでもなく、僅わずかな体たい捌さばきだけで標ひよう的てきへと落下する軌き道どうを取っていた。その中で、呟つぶやく。

「そういや、そよぎさん」

「なに？」

「崩壊点を覗のぞいて、分かったこともあるよ。あの死像トランジはお父とうさんの方だ」

「そっか。じゃあ、中に囚われてるのはユーコなんだ。怪かい物ぶつを倒して、お父さんを説せつ得とくして、その娘むすめを連れ出すって、まるで戯ぎ曲きよくの主しゆ役やくだねえ」

　落下の強風にバタバタと煽あおられながら、そよぎパペットが意い地じ悪わるく笑いかけた。

　戯曲たとえの意味が分からないカナエは、ニュアンスを拾って渋い顔になる。

「渦うず巻まきの子が姿すがたを見せない内に、一気に片を付けたいな」

「同感だけど、焦あせんないでね」

「了りよう解かい──」

　注意するそよぎへの軽い返事を添えて、

「──はあああああ──っりゃ！」

　黒い触しよく手しゆを幾いく本ほんも生はやした本体、八十辻家の屋や根ねへと、十字印を先せん端たんにした両足による蹴けりが叩たたき込まれた。打だ撃げきが破は裂れつ音おんへと転じ、一帯の空気を大きく揺さぶり叩く。

　以前の死像トランジなら、これで手足の一本も容易たやすく砕くだけたはずだった──が、

「っ、と、と!?」

　蹴けりの衝しよう撃げきと十じゆう字じ印いんの力、双そう方ほうをまともに直ちよく上じようから食らったにもかかわらず、死像トランジの屋や根ねは僅わずかに凹へこんだだけ。砕くだけるどころか、破は片へんの一欠片かけらすら零こぼしていない。

　結果、カナエは動く八十辻やそつじ家けの屋根に棒ぼう立だち、という間ま抜ぬけな構こう図ずになった。数秒遅れて足にジーンと痺しびれが来て、思わずよろめく。

「か、固っ!?　見た目通りの屋根じゃないぞ」

「まるで亀かめの甲こう──っ危な」

　い、までそよぎに言わせる暇ひまを、死像トランジは与えてくれない。二本の触しよく手しゆが、猛もう烈れつな勢いで左右から迫っていた。ご丁てい寧ねいに、挟み潰つぶすための掌てのひらへと変形するそれらを、

「とはっ！」

　カナエは前のめりに跳ぶことで、辛かろうじてかわした。そのままゴロゴロと前転、屋根から転がり落ちる寸前に、十字印を打って空中へと逃のがれる。

　衝撃波すら起こした合がつ掌しようを解くと、死像トランジは再びクレンペルの道を急ぎ始めた。

　近くの屋根に飛び移ったカナエは、冷ひや汗あせを手で拭ぬぐう。

「ふう、これは思ったより相当手て強ごわいぞ」

「以前より明らかに、十字印への抵てい抗こう力が増してる……やっぱ『ハインの手先』は、死像トランジ作りに慣れてきてるみたいだねえ」

　そよぎも予よ想そう外の苦戦に腕組みをした。

　死像トランジはそんな二人を置いて、ゆるゆると、しかし確実に、崩ほう壊かい点てんへと向かう。その進路上にある家を容よう赦しやなく押し潰し、巨きよ体たいを触しよく手しゆが引き摺ずって進む姿すがたは、運うん命めいの変え難さを思わせた。

　もっとも、それを感じたところでめげるカナエではない。

「じゃあ、腕でいこう」

　常の如ごとく、簡単に言って、すぐ取りかかる。ひょいと屋根から跳んで、空中に出した十字印で体を弾はじき飛ばす動作も、もう随ずい分ぶんと様さまになっていた。

（慣れてきてるのは向こうだけじゃない、か）

　苦戦の中でも、少年を心強く思うそよぎである。

　そのカナエは、今度は押し潰された家々の瓦が礫れきを踏んで、死像トランジの後方から接近する。十字印で加か速そくしながら、クレンペルの襲しゆう撃げきも警けい戒かいするが、この僕然とした旗はた持もちらは、あくまで与えられた『人ひと払ばらい』の役割を果たすのみで、応戦の気け配はいすら見せない。

（いいぞ、この道を辿たどってる限り、人の心配をしなくて済む）

　思う右掌てのひらに、新たな十字印が輝き、発はつ射しやに備える。

（あのグネグネ動く手を押さえてしまえば、死像トランジそのものの足止めにもなる）

　手で足止め、というフレーズに一人受ける笑顔の正面に、洋館の裏手らしき死像トランジの背がグングン迫っていた。もちろん、それを守るべく群がってくる太い触手も。

（もう一つ）

　さらに左掌てのひらで、二つ目の十じゆう字じ印いんが輝き始める。

（あとはタイミング──）

　そして、触しよく手しゆが一いつ斉せいに撓たわみ、力を溜ためた瞬しゆん間かん、

（──今）

　足あし下もとに打った十字印で跳ちよう躍やく、その靴くつ底ぞこを削けずるように真ま下したを通り過ぎた触手の群れに、

「だあっ!!」

　両掌で力を込めた、二つの十字印を解き放つ。

　ガガンッ！

　と空気を爆はぜて炸さく裂れつした瞬しゆん間かん、触手の黒い肉にく塊かいが押し潰つぶされ、内に込められていた骨こつ格かく、あるいは内ない臓ぞうたる黄おう銅どう色いろの部品を、辺りに無数、ぶち撒まけた。のみならず、尾を摑つかんだように、あるいは纜ともづなを結ぶように、数本を纏まとめてそこに縫ぬい付けた。

　出現してからこれまで、緩やかながら進行を続けてきた死像が初めて──止まった。







　纏めて縫い付けられた触手の直ちよく上じよう、

　引き止められた死像トランジの背中を睨にらみ、

「ここから」

　カナエは跳躍後の、限界まで曲げた両足の下に十字印を打って、

「こうだ!!」

　砲ほう弾だんのように跳躍する。

　遅れ馳ばせに伸びる触手らに塞ふさがれる前に、その間を突き抜けた。

　死像トランジの背中、屋や敷しきの裏手、カーテンの閉められた大窓が、みるみる近付く。

　右の拳こぶしに十字印を輝かせ、腰をひねって特大の一いち撃げきを叩たたき込む、そのカナエの確信が、

「──起術アート──」

　どこからか漂ただよい来た声で、危き機き感に裏返った。

　咄とつ嗟さに拳の十字印を発動させ、既すんでの道みちの示す先、今にも触手が塞ぎそうな右後方へと、ほとんどＶの字を描くような急角度で跳ね返る。

　その逃のがれる脛すねを一いつ瞬しゆん持ち上げて、死像トランジの本体である八十辻やそつじ邸ていが竜たつ巻まきに包まれた。周囲の瓦が礫れきを猛もう烈れつな速度で諸もろ共ともに巻き上げて、方々にばら撒まく。

　それを後方に逃れ、手を突いて半回転したカナエは、再び上空に飛び上がった。以前と違って攻めきれないもどかしさに、思わず掌を拳で打つ。

「あの図ずう体たいで魔ま術じゆつまで使うのか！」

「死像トランジの機き能のうは、核かくにした人間の特性に準じるからね……あっ見て、前に伸びてる手！」

　人形の腕が指す方を見下ろすと、

「！」

　先せん端たんを掌てのひらに変えた触しよく手しゆが一本、広げた指先を地面に突き立てていた。その指の間を結んでいた五ご芒ぼう星せいが、まさに今、魔ま術じゆつの発動を終えて、消えていく。

「縫ぬい止めた手は十じゆう字じ印いんで麻ま痺ひしてるけど、他の自由な手が『書式』を使ったのか」

　言って、そよぎパペットは改めて、その蛸たこのような全体を見やった。

「数は全部で、ひのふの……十本と。二、三本を縫い止めても、全部を順じゆん繰ぐりに片付けても、どのみち残りのどれかで魔術を使われる、か……むむむ、手て数かずの多さが手て強ごわさか」

　それら（上手うまく言おうとしている）解説の中から、

「それだ」

　カナエは解決法を拾い出す。

　そよぎには分からない。短く尋たずねる。

「どれ？」

「全部、一気に押さえればいい」

「全部？　でも、さっき何本かを押さえた一いち撃げきも、全力振り絞しぼってたんでしょ」

　うん、とあっさり頷うなずいて、カナエは人ひと差さし指ゆびを立てた。

「だから、全力を十個ぶつける。シュギョーのときに言ってたアレ……取り置きだよ」

「あっ」

　驚きに大口を開けるそよぎパペットの前、人差し指に一つ、十字印が輝いた。

　拳こぶし大だいのそれは、投じられた全力を、大きさにではなく、輝きの強さに表している。数秒すると、シャボン玉のように、タンポポの種たねのように、ふわりと指先を離れていった。

「ちょい待ち」

　カナエが制止すると、その速度は落ちて、近くに滞たい空くうする。

「んー」

　さらに念じて、また一つ、十字印が輝いた。同じく指先を離れて後、滞空。

　この手順を吞気のんきに六回ほど繰り返す間に、再び状況が動き出す。

「見て、死像トランジが！」

「もうか。早いな」

　二人の見下ろす先、小山が崩ほう落らくを起こすような断固たる緩さを以て、死像トランジが縫い付けられた触手を力ずくで引き千切っていた。

　張ちよう力りよくの限界を超えた黒い数本が千ち々ぢに弾はじけて、血とも肉とも付かない飛沫しぶきを飛び散らせ、中の部品をぶち撒ける。取り残された触手は、未いまだ効力を発はつ揮きする十字印の下で即そく座ざに風ふう化か、消しよう滅めつし、代わりに本体側の千切れた断面から、即座に再さい生せいしてゆく。

　引き千ち切ぎった勢いから、やや速度を増した感のある死像トランジは、再び侵しん攻こうを開始した。

　焦あせりから、そよぎパペットは大いに急せかす。

「早く早く！」

　そう言われても、まだまだカナエの力の制せい御ぎよは未み熟じゆくである。

「まだ八個目、十個揃そろわなきゃ意味が……っと、と！」

　答えた拍ひよう子しに、その八個目が飛んでいきそうになり、慌あわてて引き止める。

　他の十じゆう字じ印いんも、見み留とめ定める力とは思えないほどフワフワ漂ただよって、今にも高所の風に吹き散らされそうな有り様だった。全力が何個もあると、当然扱いも難しくなる。

「やっぱ、シュギョーが必要かな……九個目」

「この破は滅めつを乗り越えたら、みっちりやろう！」

　そよぎパペットは言いながらソワソワ、カナエの手元と下方の死像トランジに、視線を往おう復ふくさせる。

　そんな肩の上でのくすぐったい挙きよ動どうが五、六回、

「できた、十個！」

　カナエが叫ぶと同時に足あし下もと、滞たい空くうのための十字印が消えた。

　降こう下かの風圧に体を揺らしながら、そよぎパペットが念押しし、

「幾いくら『半閉じの目』の加か護ごがあっても、それなら魔ま術じゆつはほぼ無む効こう化かできる、けど──」

「無効化したら、残った手から魔術が飛んでくるか。もう二、三個作っとけば良かったかな」

　カナエは体勢を整えながら再考する。のだが、

「そりゃ止めといた方が……今でも結けつ構こう」

「うん。ギリギリ、なんだよね」

　そよぎに指し摘てきされた通り、降下に随ずい伴はんする流りゆう星せいのような十個の十字印は、今にもはぐれかねない、取り残されかねない、そんな不安定さに揺らいでいた。そうして、

（そよぎさんみたく、十字印を腕うで輪わっぽく巻いて……いや）

　使い方に余よ計けいな思し考こうを振り向けた隙すきに、

（ブンブン振り回す所に付けたら、すっぽ抜けて飛んでいきかねない）

　十字印が数個、すっぽ抜けて飛んでいく。

「っと、と!?」

　慌て、手て摑づかみの仕し草ぐさでこれらの制せい御ぎよを取り戻そうとするカナエに、

「下、下っ!!」

　そよぎパペットが叫んだ。

　ハッとなって見れば、死像トランジが前に伸ばした触しよく手しゆで『書式』の五ご芒ぼう星せいを一つ、地面に描いている。突き立てられた五本指の間を、詠えい唱しようと共に線が伸び、

「──　伸び　上げ　追い　摑み　潰つぶせ　──起術アート──」

　最後の一ひと言ことを受け、魔術が発動した。

　後方に広がる家か屋おくの瓦が礫れきが縒より合わさって伸び上がり、先せん端たんに掌てのひらを持つ触手となる。

　考えるまでもなく自分目め掛がけ襲おそい来るこれを、

「わ、わっ!?」

　カナエは足先に小型の十じゆう字じ印いんを小こ刻きざみに打つことで回かい避ひする。

「えい、やっ、とっ」

　十字印の特とく徴ちようとして、制止と加か速そくに慣性の影えい響きようを受けない──要するに、急加速しても急停止しても、体勢を崩くずすような反動が一いつ切さいない──とはいえ、十個もの危ういお手て玉だまを続けながら、摑つかみ潰つぶさんと迫る巨きよ大だいな触しよく手しゆを回かい避ひするのは至し難なんの業わざだった。

　しかも、

「──　伸び　上げ　追い　摑み　潰せ　──起術アート──」

　再びの詠えい唱しようで、二本目までもが繰り出される。

　カナエはもはや近付くどころではない。

「あぶっ、わっ！」

　空中を舞い踊るように、というより、きりきり舞いさせられながら逃げ回るだけになっている。歩みを止めない死像トランジの上空に、辛かろうじて追いすがるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「たっ、はっ！」

「あわわわわわ」

　そよぎパペットも、急な動きに振り回されながら──慣かん性せいの影響を受けなくとも、方々飛ぶことで浴びる風圧は、小さな人形体の彼女を翻ほん弄ろうする──焦しよう燥そうの声を漏もらす。

「おおお落ちる」

　これは自分のことではなく、十個の十字印のことである。今にも方々に飛び散りかねない、と見て分かるほどに、その制せい御ぎよはフワフワフラフラ、危うくなっている。

　カナエも、言われるまでもなく把は握あくしている、のだが、

「分かってる！」

　二本の触手は大きさに見合わない速度で彼を追い回す。

「う、わおっ！」

　もし三本目が来たら、間違いなく対たい処しよしきれなくなる。

「とっ、この！」

　あの少女にも参戦されたら、文字通りお手上げである。

「えい、やっ！」

　加えて十字印の制御が、手て一いつ杯ぱいの領りよう域いきを超えつつある。

「あー、もう！」

　気付けば死像トランジとの距きよ離りも、ジワジワ引き離されている。

「いい、加か減げんに」

　これら危き機き感と負ふ荷かが積み重なりきった、とある瞬しゆん間かん、

「あ」

　弾はずみで十じゆう字じ印いんが一個、回かい避ひに取り残された。

「待っ──」

　思わず手を伸ばしたカナエは空中で体勢を崩くずし、さらには残り九個の十字印も、まるで袋ふくろに穴の開いたように次々と、遠くへ零こぼれ堕おちて行く。

　耳元で上がるそよぎパペットの悲ひ鳴めいを、

「んぎゃー!!」

　しかし彼は全く気に留めていなかった。

　そんなことよりも、ご破は算さんになったはずの試みを追っている。

「この」

　十字印を強ごう引いんに手た繰ぐり寄せる感かん触しよく、加か速そくしつつ降こう下かする感覚、双そう方ほうを、

　一点の行為へと集中させた精神、限界まで研とぎ澄すませた神しん経けい、双方で、

「待てって」

　胸に輝く『半開きの目』が、一つ像ぞうとして集約させる。

　それこそ、突き進み切り抜ける──『既すんでの道みち』だった。

「言ってるだろ!!」
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　その幾いく重えにも絡み曲がりくねった道みち筋すじに、手繰り寄せた力で押し込まれた十個の十字印は、落らつ下かしながら使い手以上に加速、多た頭とうの大だい蛇じやのような緒おを引いて命めい中ちゆうした。

　ガガンッ!!

　と、ほぼ音を重ねて、十個の十じゆう字じ印いんが同時に展開した。

　さらに同時、死像トランジの魔ま術じゆつが封じられたことで、空中に伸びていた瓦が礫れきの触しよく手しゆも結けつ束そくと動力を失い、二本とも己おのれの重量と速度に振り回されて、粉こな々ごなに分解する。

　十本の足が揃そろって、十字印に縫ぬい止められていた。

　死像トランジによる、世界の破は滅めつへと到る歩みも、完全に。

　瓦礫の雨の中、思わぬ逆転劇げきにアングリ口を開けたそよぎパペットは、

「～っ、の、わたっ」

　その余よ韻いんに浸る間も与えられない。

　カナエは十字印の後を追うように着ちやく地ち、今度は正面玄げん関かんだった場所へと飛び蹴けりを放つ。

　一度は潜くぐった大きな扉とびらが、開かず粉々に四し散さんした。

　飛び込んだ先は、玄関ホールだった場所──ではなく、今も玄関ホールにしか見えない。

　魔ま術じゆつによる迎げい撃げきを警けい戒かいするカナエは、身を低く構えて、周囲を窺うかがった。

「……！」

　注意深く観察すれば、影という影、陰という陰、全ての薄うす暗ぐらい場所で、死像トランジを形作る黄おう銅どう色いろの部品が細かく速く稼か働どうしているのが分かる。お化ばけ屋や敷しきというほどわざとらしくもない、異い質しつ感ばかりが滲にじみ出る、奇き怪かいな光こう景けいだった。

　カナエは、これら部品が死像トランジやクレンペルを容易に生み出すことを知っている。油ゆ断だんせず、その稼か働どう音の密みつ度どが最も高い場所へと、慎しん重ちように歩みを進めていった。

「やっぱり、ここか」

「だろうね」

　そよぎパペットも同意する、そこは彼らが通された部屋。

　玄関ホール脇わきの応おう接せつ室しつである。

　今度は蹴け破やぶらず、そのままの形を保っているドアに、カナエは近付く。しっかり閉まっていない半開き状態のドアを、小さな軋きしみとともに、ゆっくり開けた。もちろん、もう片方の手には、変へん事じに対応するための十字印を点ともしている。

「お邪じや魔まします、じゃない、してます」

　律儀りちぎに断って、中を覗のぞいた彼の目に、

「!!　一人だけ、か……」

　以前の戦いで見たのと同じ光こう景けいが飛び込んできた。

　即すなわち、大小の歯車に囚とらわれ、その胸に渦うず巻まき文もんを回す、八十辻やそつじ正まさ典のりを。まるで悪あく夢むを見ているかのように、両の目はきつく固く閉じられ、表情も苦く悶もんに歪ゆがんでいた。

　彼の僅わずかな呻うめきを搔かき消して、部屋を半なかば以上埋める機き械かいが稼働し続けている。その全景はまさしく、人を吞のみ込んで離さない、運うん命めいという機き械かいの形容と見えた。

「八十辻やそつじさんは……いない、か」

　父と一いつ緒しよに、夕ゆう子こがこの部屋に囚とらわれていないか、カナエは注意深く確かく認にんする。

「別の場所に閉じ込められてるのかな？」

「だとして、家や捜さがしするより、こっちを片付けた方が早いと思う」

　そよぎパペットも同じく、辺りを見回しながら言った。

　ごもっとも、と思ったカナエは早さつ速そく、機き械かいに埋もれる男に声を掛け、

「八十辻──、……」

　その途と中ちゆうで声を切り、肩の上へと目を向ける。

　うん、とそよぎパペットも分かった風ふうに頷うなずいて、正答を返す。

「マサノリ」

「ああ」

　クラスメイトの父親の名前、という記き憶おくし難いそれを、少年は改めて叫んだ。

「マサノリさん！」

　そよぎパペットが注意する。

「揺すっても起きないよ、っていうか、まずは渦巻文を止めないと」

「ああ、そういえば、前もそうだっけ……、っ！」

　カナエは自分で言ってから、素早く辺りをもう一度窺うかがった。以前は、こういうことをやっているときに、渦巻の子が邪じや魔まをしに現れたのである。また混ぜっ返されてはたまらない。

　が、とりあえず今はそれらしき様よう子すも見えない。ほっと安あん堵どしつつ、

（戦いが始まってから、ずっと見ないな……それはそれで落ち着かないというか）

　やはりなぜか、その謎なぞの少女が気にかかってしまうカナエだった。

「なにしてんの、早く」

「はいはい」

　急せかされて、指先に十じゆう字じ印いんが点ともる。

　それが、正まさ典のりの胸の『半閉じの目』に触れた瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな閃せん光こうと圧力が溢あふれ、渦うず巻まき紋もんが止まった。図形を構こう成せいする線が横一いち文もん字じに伸びて、半分だけ開く。

「う、う……」

　彼が呻うめき声を上げてから、初めてカナエはとあることに気付いて、大いに慌あわてた。

「あっ！　そういえば」

　その様よう子すに、そよぎパペットも釣つられて強く尋たずねる。

「な、なに!?」

「この人、どうやって説せつ得とくすればいいんだろう」

　以前の、山やま辺のべ手梓たずさの場合、たまたまそよぎが解決のキーパーソンで助かったが、今回の八十辻正典の場合、そもそも彼がなにを思って死像トランジになったのか、全く知らないのである。

　が、そよぎが拍ひよう子し抜ぬけしたように溜ため息いきを吐く。

「なーんだ、そんなことか」

「なーんだ、って」

「訊きけば良いんだよ、そんなこと」

「訊けば良い、って……へ？」

　コントのように繰り返した末に、カナエは気の抜けた声を上げた。

　そよぎパペットは、彼の戸と惑まどいには構わず、さっさと取りかかる。

「こんにちは、マサノリ・ヤソツジさん。自分の身に何が起きてるか、分かる？」

（いいのかなあ）

　彼女が人形であるとか、自分が何者なのかとか、死像トランジの中にいるとか、状況のややこしさを慮おもんぱかるカナエだったが、夢覚めやらぬ風ふうの正まさ典のりは、辿たど々たどしいながらも呟つぶやきを漏もらす。

「私たちの、結けつ社しや……が、壊こわれる」

「ん？　そりゃまたなんで」

　軽い問いに返るのは、重い答え。

「あの、十じゆう字じ印いんを……夕ゆう子こが見てしまったことで、我々の魔ま術じゆつに……」

　と、

「魔術、に……幻げん、滅めつし──」

「？」

　そこで何気なく、目の前の少年と向き合った正典の瞳ひとみに、突とつ如じよ生せい気きが蘇よみがえる。

「──私は許さんぞ!!」

「うわっ!?」

　いきなりの叱しつ声せいにすっ転びそうになった。

「中ちゆう等とう部ぶに通うような子供が一人前に許嫁いいなずけなど、相手がどんな使い手でも私は絶対……っ？」

　感情を吐き散らす間に、正典はようやく我に返る。

「ここは、私は、いったい……むっ!?」

　返って、自分が何者かの仕掛けに取り込まれていることを把は握あくした。前に立つ少年、さらには双そう方ほうの胸に同じ紋もん章しようが灯ともっていることにも気付くと、大声で罵ば声せいをぶつけ始める。

「貴き様さま、やはり敵性結けつ社しやの刺し客かくだったのか！　夕子を誑たぶらかし、私を捕とらえたからといって、好きにはさせんぞ！　五体の自由を奪うばった程度で、私が易やす々やすと奥伝注解アーケインノーツを漏もらすと思うかっ！」

（やっぱ親子だなあ）

　その剣けん吞のんかつ大おお袈げ裟さなリアクションに、押されつつも和なごんでいたカナエだったが、

「見ていろ、［信仰なき魔術結社アンチフエイス］の自じ決けつ魔術の威い力りよく、貴様の命を代だい償しように教えてくれるわ！」

　などと正典が言い出すに及んで、こちらも我に返った。急ぎ両掌てのひらを振って、害意のなさをアピールして見せる。

「ちょっと待って下さい、八十辻やそつじ──」

「マサノリ」

「うん」

　再びそよぎがフォローして、カナエは頷うなずいた。

「えー、マサノリさん、とにかく、全然そういうのじゃないんです」

「……」

　正まさ典のりは未いまだ警けい戒かいを満面に表して、こちらを睨にらみ付けている。

　魔ま術じゆつを使って自殺されないよう、いつでも十じゆう字じ印いんを打てるよう準備しながら──実際に出したら、それはそれで相手を刺し激げきしそうに思えた──カナエは肩の上に言う。

「説明とか苦にが手てだから、そよぎさんがやってよ」

「んー。じゃあ、十字印の効果時間もあるから、手て短みじかに」

　パペットが聞き覚えのある少女の声で喋しやべっていることに、ようやく正典も気付いた。

「そよぎ……彼女か？」

「そう、可か憐れんで綺き麗れいなそよぎさんです」

　そよぎは人を食った（自覚はないが）口く調ちようで、パペットの胸を張り両手を腰に据すえる。

「そして我々こそ、真に偉い大だいなる『半開きの目』なのです！」

「……」

　とりあえず、自己紹しよう介かいの出だし部分に、正典のリアクションはなかった。







　そよぎによる搔かい摘つまんだ状況説明を聞かされた正典は、

「魔術の上じよう位い概がい念ねん……原理の、力……俄にわかには、信じがたい、が」

　部品に埋まって身動きが取れない我が身、その胸に輝く『半開きの目』の紋もん章しよう、なにより先せん刻こくまで死像トランジとして暴あばれ回った曖あい昧まいな記き憶おくと、遭そう遇ぐうした『半閉じの目』の少女らしき人物の明確な記き憶おくから、どうやら自分が、より大きな諍いさかいに巻き込まれたらしいことを実感した。

　んで、とそよぎパペットが確かく認にんする。

「あの『業カルマ』ってのが間違いだ、って断定した理由だけは、訳わけあって明かせないけど……こっちの言いたいことは、今解説したあたりで分かってくれるかな？」

　正典はその筋すじの専門家らしく、搔い摘まんだ説明だけで大おお凡よその在あり様ようを理解していた。大きな無む念ねんさに、そこはかとない安あん堵どを混ぜて、頷うなずく。

「君らの使う『十字印』は、他人が習得することはできない……つまり、夕ゆう子この幻げん滅めつは見当違いで、その力が結けつ社しやの命めい運うんに直接の害を及ぼすことない、そういう理屈か……」

　傍かたわらの歯車が一つ、コトン、と外れて落ちたのを見て、そよぎパペットも頷き返す。

「うん。そして、その破は滅めつへと心を繫つなげる確信さえ解ければ、マサノリは死像トランジの核かくとして機き能のうし得なくなって、万ばん事じ丸く収まるってわけ」

　また一つ、二つと、歯車やクランクが、外れて落ちた。

「万事丸く、か……」

　それら光こう景けいが、まるで心しん象しようの投とう影えいであるかのように、正まさ典のりの声に力はない。

「だが、運うん命めいの使し者しやよ。君にはもう、興きよう味みのないことだろうが……」

　そよぎパペットに、悲ひ嘆たんと倦けん怠たいからなる問いかけがなされる。

「それでも、訊きかせて欲しい。なにより上位にあるという原げん理りの力が、既すでに『十じゆう字じ印いん』という形で見出みいだされているのなら……我々魔ま術じゆつ師しという存在に、これからも探たん求きゆうし、継けい承しようしてゆく意い味みなどあるのだろうか」

　部屋を埋める機き械かいは動力を失い、次々と剝はく落らくしていた。

　破は滅めつにすら歩くことを止めた、それはまさに、厭えん世せいの表ひよう出しゆつだった。

「例え習得できずとも、その上位の、原理の力が実在することを知ってしまった夕ゆう子こに、私は……［信仰なき魔術結社アンチフエイス］は、どんな形であれ、生しよう涯がいを縛しばり付け後に託させるほどの意味を、与えられるのだろうか」

　魔術師たる自身の矜きよう持じを、親として娘むすめに示す意い義ぎを、見失ってしまった正典に、

「大だい丈じよう夫ぶ」

　それでもそよぎは、パペットの身をいっぱいに反そらして、断言した。

　その声に、不ふ意いにそよいだ風ふう韻いんが、断言に、断言を聞く者に、力を与える。

　相あい対たいする正典も、傍かたわらに置くカナエも、滑こつ稽けいなパペットの向こうに、感じた。

　自ら言うところの、運命の使者たる少女の堂どう々どうたる姿すがたを。

「──」

　思わず顔を上げ、見つめ返す魔術師に、明めい瞭りような声が降りかかる。

「太陽を見て炎ほのおを諦あきらめていたら、人類は野の獣けもののままだった」

　パペットの声、のみならず仕し草ぐさにも、彼方の『星』に在る少女の微笑ほほえみが宿っていた。

「私たちの力を手にできなくても、そこに近付こうと試みる探求は、時を繫つなげてゆく継承の先で、きっとなにかを育てる。貴方あなたたち人間は、今までずっと、そうだった」

　聞き入る正典だけではなく、彼女の普段の姿を知るカナエにも、その微笑みは不ふ思し議ぎな衝しよう撃げきを与える。自分が、とてつもなく大きなものに面しているという、痺しびれるような実感を。

（そよぎさん……なんか、凄すごい）

　そんな少女の微笑みは、接する心を肯こう定てい・全身・積極・奮ふん起きへと、強く押す。

「だから大丈夫。貴方が守ってきたものには、ちゃんと意味がある」

「──……」

　感かん謝しや、歓かん喜き、充じゆう溢いつ、それら心に滲にじむ想おもいを言葉で表現できなかった正典は、代わりに自らの行動で答えた。即すなわち、探求して踏み出す、継承して繫げる、魔術師としての──一歩で。

　そして、

　全く簡単に、彼を捕とらえていた歯車は崩くずれた。

　その胸に留たまっていた『半開きの目』も、消えた。

　たった一歩が、死像トランジを止め、世界の破は滅めつを止めていた。

　そよぎパペットは腕うで組ぐみして、こちらは大いに表おもてに出して喜ぶ。

「うん」

「……」

　正まさ典のりは、やはり言葉ではなく、深々とした一いち礼れいで答えた。

　いつしか死像トランジの駆く動どうは全て止まって、奇き妙みような静けさが訪れている。

（おかしいな）

　カナエは抱かされた感かん銘めいとは別の、心の一いち隅ぐうで、密ひそかに備えていた。

　あるいは無自覚に、とある到とう来らいを、待ち望んでいた。

　さらには今、歯は痒がゆさすら覚えていた。

（死像トランジが壊こわれるってのに、本当にあの子は、来ないのか？）

　なにも、誰だれも、来ない。

（どうして？）

　触しよく手しゆで土台を、機き械かいで家か屋おくを、穴だらけにしていた八十辻やそつじ家けが、壊れて行く。

　と突とつ然ぜん、その屋や根ねが割れ砕くだけた。

　卵の殻からを破るような、内側からの圧力によって。

　カナエたちが気付いて見上げた天てん井じようの、破れ崩くずれた、さらに上。

　八十辻家を脱ぎ捨てて、巨きよ大だいでありながら、しなやかな体たい軀くを伸び上がらせる。

　艶つややかな暗色の、豹ひようが。

　もう一体の、世界を破滅に導く運うん命めいの獣けもの──八十辻夕ゆう子この『死像トランジ』だった。







　一いち条じよう摩ま芙ふは、全く気が進まなかった。

（そろそろ、二体目を作らないと）

　世界を破滅に導く『ハインの手先』として怠なまけている、と分かっていながら、どうしても積極的に動く気になれなかった。

　八十辻正典を死像トランジに変えた行為への、肉体的・精神的疲ひ労ろう、それだけではない。

　一いつ緒しよに動どう画がを見て楽しんだ夕子を死像トランジに変えることの躊ちゆう躇ちよ、それだけでもない。

　彼女はなにもかも、見ていた。

（カナちゃん……許嫁いいなずけ……八十辻さんの……）

　八十辻正典とのお茶ちや会かい（会談という言葉を摩芙は知らない）で、いきなり夕子が言い出した許嫁いいなずけ云うん々ぬんに、自覚するところではそこはかとなく、実態は大いに、怒っていたのだった。

　彼女は本来、死像トランジが世界を破は滅めつさせる、その刹せつ那なの機き会かいに、期す所を持っている。

　一方で彼女は、今度もカナエが死像トランジを退たい治じしてしまうだろう、と期待してもいる。

　そんな、ただでさえ揺れていた気持ちに、夕ゆう子こへの個人的な好こう悪おの感情までもが混じり合ったことで、幼おさない少女は進しん退たい窮きわまってしまったのだった。

（助けることになったら、前の、寮りよう長ちようみたいに抱き合ったりするのかな）

　山やま辺のべ手梓たずさが聞いたら、誤ご解かいされるようなことを言うな、と怒ど鳴なっただろう想そう像ぞうまでしてしまう。頭の中がワヤクチャで、まともに戦うこともできそうにない。

（でも、お父とうさんの方はやられたから、やらなきゃ）

　八十辻やそつじ邸ていが擱かく座ざした、ほんの近くに潜ひそんで、すぐ手の届く範囲への干かん渉しようを、嫌いや々いや行う。腕前としては熟じゆく練れんの域いきにある彼女にとっては、造ぞう作さもないことだった。

　が、

（……？）

　奇き妙みような感かん触しよくが、掲かかげた杖つえから伝わってきた。

（なに、これ）

　今まで経けい験けんしたことのないそれは、異い質しつ感ではない。むしろ、馴な染じみのある『半閉じの目』の呪じゆ力りよくであり、自分が既すでに二度に渡って起き動どうさせた死像トランジの感触でもあった。

（なん、で？　どうして？）

　ただ、それはあり得ないことだった。

　自分が干渉する前に、死像が組み上がっている。

　熟練しているがゆえに、その性質も把は握あくできた。

　八十辻正まさ典のりの死像トランジに内ない蔵ぞうされていた間に、既すでに仕上がっていた。

　それも、念入りに『半閉じの目』の呪力を込められて。

（これ、駄だ目め……！）

　摩ま芙ふの総そう身しんに、氷のような危き機き感が這はい上がってくる。

　どうしてそうなったのか、誰だれがやったのか、そんなことはどうでもいい。

　今、まさに八十辻邸ていの屋や根ねを割り砕くだいて出現した夕子の死像トランジは──強い。

　とんでもない強さだった。

「カナちゃん!!」

　彼女が叫んだ先で、巨きよ大だいな豹ひようの死像トランジが跳び上がる。

　優ゆう美びなその姿すがたは、獲え物ものを殺す機き能のう美びに溢あふれていた。







　八十辻夕子は、豹の夢を見ていた。

　どんな経けい緯いでそうなったのかは、まったく覚えていない。

　ただ、行使された魔ま術じゆつだけが、鮮せん明めいに記き憶おくに残っている。

　母がにっこり笑って手を一振り、指先に『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を現して──豹ひようになった。

　今なら分かる、それは簡単な幻げん術じゆつであって、実際に豹に変じたわけではなかった。

　しかし、それが八十辻やそつじ夕ゆう子こにとっての、魔術の原体験なのだった。

　華か麗れいで、しなやかで、魔術の不ふ思し議ぎを体現した、大好きな母の姿すがた。

《これが、貴き様さまのなりたかったものか》

（……）

　古い魔術結けつ社しや［信仰なき魔術結社アンチフエイス］を、父と母が協力して今様モダンへと脱だつ皮ぴさせようと試みていた日々に、いつしか自分も当たり前に加わっていた。

　母が復ふつ活かつさせた曾そう祖そ父ふ・八十辻霊れい占せん作の魔術『架空五芒星』は、煩はん雑ざつな儀ぎ式しきや多くの器き具ぐを伴わない、まさに今様モダン魔術結社としての象しよう徴ちようだった。

　自分も苦労を重ねて、その神しん髄ずいを学び取り、遂ついに習得した。父も母も、自分のことをこそ新たな［信仰なき魔術結社アンチフエイス］の象徴だと喜んでくれた。

《ほう、小こ器ぎ用ような真似まねをする》

（……うるさい）

　そして昨年、

　母が、父と自分の目の前で車に轢ひかれ、死んだ。

　そのとき自分は、何故なぜかまず、こう思っていた。

《──「豹ひようなら、死ななかったのに」──》

（っ……やめて）

　そこから、全ての歯車が狂いだした。

　父は、立ち直ることができなかった。

　母と作っていたものから目を背けるように、古流クラシツクへと立ち戻ってしまった。どころか、魔ま術じゆつ師しではない、表おもての仕事に費ついやす比ひ重じゆうが大きくなった。

　自分の使う『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を始めとする今様モダン魔術にも、いい顔をしなくなった。どころか、何事かを試みること自体、罪と見み做なすようになった。

　なら、自分が励むしかない。

　今様モダンの結社を、自分が作る。

《くははははっ！　そんなときに、なにもできない無力をあの事件で思い知ったのか》

（やめて）

　ほんの少し前、学院で起きた正体不ふ明めいのオバケ騒そう動どう、および周辺地ち域いきにまで被ひ害がいの及んだ大だい規き模ぼな器き物ぶつ損そん壊かい事件で、魔術師である自分は、なにもできなかった。なにも。

　直なお会らいカナエは、ほんの目の前、教室すぐ外の廊下で、誰だれかと会話しながら不ふ可か視しのオバケを退たい治じしていた。車を踏み潰つぶし塀へいを薙なぎ倒す、より大きななにかをも、さらに。

　なにもできなかった。

　ただ見ることすらも。

《父親にでもない、古流クラシツクにでもない、そうか、おまえは──》

「やめて！」

　それから、必死に色んな方法を試した。

　目的、手段、なに一つ抱けないままに。

《なんの役にも立たない魔術にこそ、絶望していたのだな!!》

「やめてぇ!!」

　自分は今、なにをしているのか、分からなくなっていた。

　父と母と一いつ緒しよに見た夢、自分の全てであるはずの、それ。

《そろそろ分かっただろう、八十辻やそつじ夕ゆう子こ……自分にない力を持つ者に魔ま術じゆつを見せたがった、自分の魔術が他た派はに狙ねらわれる価か値ちあるものと思いたがった、古流クラシツクの父と対立することで自分の今様モダンが優れたものと感じたがった……おまえの惨みじめな自己顕けん示じは、全て無駄だった、とな》

「や、め　　」

　魔術。

　自分の、魔術。

　それは、もう、なにも。

《ゆけ、役立たずの魔ま術じゆつ師し……絶望の果てに、おまえ自身を葬ほうむるがいい》

「　　　　　　」

　絶望が、形になる。

　魔術の形に。

　豹ひように。
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　跳び上がった豹の死像トランジは、群むら雲くもの如ごとき蝙蝠こうもりの群れを引き連れていた。

　広がった群れは、豹を取り巻いて騒さわがしく羽は音おとを立てる。

　その喧けん騒そうを圧して、仰のけ反ぞった豹が咆ほう哮こうした。

　声こわ色いろは、まるで悲ひ壮そうな絶ぜつ叫きようだった。

「あの子が出てこなかったのは、この二段構えがあったからか!?」

　この光こう景けいに意味を見出みいだそうとしたカナエを、

「そんなことより！」

　制して行動を促うながしたそよぎを、

「夕子!!」

　豹を見ただけでそうと悟さとった正まさ典のりを置いて、豹が再び跳んだ。

　その、全長二〇メートルはあろうかという巨きよ体たいの、流りゆう麗れいとすら思える躍やく動どうを、胸の『半開きの目』で見たカナエは、しかしぞわっと総そう毛け立つ。

「でかいのに速いぞ、あれ！」

「追って!!」

　そよぎパペットに言われるまでもない。

　傍かたわらにペコリとお辞じ儀ぎをして、カナエも十じゆう字じ印いんで、跳ぶ。

「あっ……」

　残された正典は、誰だれに向かってか、伸ばした掌てのひらで宙ちゆうを搔かいた。

　彼を置き、空に舞い上がったカナエは、豹を追う。その疾しつ駆くは凄すさまじい速度で、全力の十字印で加か速そくし続けても、なお追いつくまでに到らない。が、それよりも、

（なんか、変だ）

　胸の奥底で、なにかがチリチリと焼け付くような、奇き妙みような感かん触しよくがある。死像トランジには間違いないはずだが、これまで戦った二体とは明らかに違っている……そう、確信できた。まずは目につくものを当面の手がかりと、短く尋ねる。

「あの蝙蝠は？」

「たぶんクレンペル、だと思うけど」

　答えるそよぎパペットの声が、珍めずらしく固かった。彼女もどこか、この死像トランジに異常を感じているらしく、探り探りに続ける。

「ミョーに手が込んでる感じ。なにやってくるか分からないから、気を付けて」

「気を付けて、ね」

　大して実にならない助言を繰り返しながら、カナエは互いの距きよ離りを測っていた。徐じよ々じよに差は縮まっているが、肌はだ身みにも危ないと感じる相手の懐ふところに、不用意に飛び込む愚ぐは避けたい。

（でも、慎しん重ちようになれるほどの余よ裕ゆうもなさそうだ）

　漠ばく然ぜんと『半開きの目』で把は握あくした限り──流石さすがに二度、破は滅めつに引き摺ずられるような凝ぎよう視しは避けた──八十辻やそつじ夕ゆう子この死像トランジが目め指ざしている崩ほう壊かい点てんは、正典のそれとほぼ同じ場所にある。

（そこそこ遠くはあっても、あの速さじゃすぐに……！）

　この豹ひようは見た目通り、これまで戦った二体とは比べものにならない速度と敏びん捷しよう性を備えている。可能な限り崩壊点から遠方で……即すなわち大急ぎで、仕し留とめなければならないのだった。

（向こうの手の内も分からないまま、仕掛けたくはないんだけど）

　思いながら疾しつ走そうを観察する彼は、ふと当たり前に見ている不ふ思し議ぎの存在に気付く。

「あの速さと大きさで走って、よく屋や根ねを踏み抜かないな？」

　巨きよ大だいな豹が高速で、一般家か屋おくを跳び渡っているのである。屋根どころか家自体を踏み潰つぶしてもおかしくないはずだが、現実には瓦かわらの一枚も砕くだかず軽々と、破滅への道を疾しつ駆くしている。

　そよぎパペットも、首を捻ひねっていた。

「足あし下もとにそれっぽい魔ま術じゆつを使ってる、みたい……いつ使ったんだろ？」

「例の星マークで一いつ瞬しゆん、とか？　あの手でも指先が使えるのかな。通り道を踏み潰つぶしていかないのは、もちろん良いことなんだけど」

「さっきの死像トランジがクレンペルで作ってた、無人の道を走ってるしね」

　これら会話の内に、カナエは希望的観かん測そくを抱いている。見知った相手、クラスメイトと戦うことを、彼は当然、嫌けん忌きしていた。

「八十辻さんが意い識しきして、そうやってるのかな？」

「まさか」

　一ひと言ことで切って捨てたそよぎも、口ではそう言いつつ無自覚に、豹の死像トランジに感じた異常さの答えを、そこに求めようとしていた。

　が、

　彼らはこの場合、被ひ害がいが出ていない状況ではなく、もう一つの事実にこそ注意しておくべきであった。つまり、彼女がいつ魔ま術じゆつを使ったか見て取れなかった、という事実に。

　と、

　名を呼ばれたからか、それとも徐じよ々じよに近付く彼らを鬱うつ陶とうしく思ったのか、

「ヒュッ」

　千ち切ぎるような呼気を吐いて、豹ひようが振り向く。

　あまりに自然な、疾しつ駆くの一部として起きたこの動作に、カナエの反応が遅れた。

　先までの会話で、知らず気を緩めていた──自然と緩んでいたのではなく、意い識しきして緩めてしまっていた──ことも、その結果に繫つながった。

　いきなり魔ま術じゆつが発動する。

「!?」

　目が焼けた。

　カナエがそう錯さつ覚かくしたほどに、眩まばゆい赤が前方を埋めて、彼を炎ほのおの濁だく流りゆうに押し流すべく迫っていた。新たな加か速そくのため溜ためていた力で、これを完全に無む効こう化かできるかどうか、

（無む理り！）

　彼ひ我がに込められた呪じゆ力りよくの差を本能的に察して、

「ぁぶ」

　前方に十じゆう字じ印いんを打ち、後ろへと跳び下がる。

　炎の濁流は、なおも追いすがり、溢あふれ来る。

「な」

　発はつ揮きされた集中力が、彼に既すんでの道みちを示し、至し近きんに立つ低いマンションの陰へと飛び込ませていた。ぶつかった圧力と熱量に震えるマンションは、たちまちの内に黒くろ焦こげとなる。

　その陰に伏せたカナエは、炎の欠片かけらが降る中で、全身にどっと冷ひや汗あせを滲にじませていた。

「……かっ、た」

　ようやく過去形にできたことを、安あん堵どの悦よろこびではなく、危き機きの余よ韻いんで思い知る。

　その肩では、余韻ではなく現在進行で、

「わちゃちゃちゃ!!」

　そよぎパペットが自分の裾すそに点ついた火を叩たたき消していた。

　そっちは無視して、というより構う余よ裕ゆうもなく、

（八十辻やそつじさんが、殺す気で来た）

　という実感、さらには戦せん慄りつから、カナエは一つ所に留とどまっていられなくなった。即そく座ざ、足あし下もとに十字印を打ち、見通しの良いマンションの屋おく上じようへと跳び上がる。

（やっぱり、この死像トランジは前の二つと違う）

　八十辻やそつじ夕ゆう子この豹は、今まで死像トランジのように闇やみ雲くもに崩ほう壊かい点てんを目め指ざし暴ぼう走そうしているのではない。片かた手て間まの邪じや魔まではなく、明確な殺意を持って排はい除じよに……殺しに来た。

（さっきから胸をチリチリ焼いてたのは、殺意これか）

　今さらのように抱いた、それは戦い自体に対する恐きよう怖ふだった。これまでの、どこか吞気のんきなじゃれ合いとは異なる、行動の一つ一つに全てのかかった鬩せめぎ合い。

（なんてとこだ、ったく……あの子がいなくて良かった）

　今立っている寒く重い場所に、渦うず巻まきの少女がいないことを、なにか象しよう徴ちよう的に感じるカナエだった。全くおかしなことに、少女のために『来ないで欲しい』とさえ思っている。

（八十辻やそつじさんの死像トランジは、危ないからな）

　彼自身にとっても幸いなことに、その豹ひようの死像トランジは、とどめを刺しに来るでもない。これが温情などではない、崩ほう壊かい点てんへの道行きを急ぐため捨て置かれただけであることを、彼は取り違えることなく感かん知ちしていた。その苦さを含みつつ、当座の重要課題を肩の上に問いかける。

「そよぎさん、さっきの魔ま術じゆつ、どうやって使ったか分かった？」

　カナエは八十辻正まさ典のりの前例から当然、夕子の死像トランジが魔術を行使してくることを警けい戒かいし、その起き術じゆつの瞬しゆん間かんを見み逃のがさぬよう注ちゆう視ししていた。にも関わらず、前ぜん兆ちようを察さつ知ちするどころか、五ご芒ぼう星せいの片へん鱗りんすら──こちらへと振り向いたというのに──豹の身に見て取ることができなかった。

　ようやく裾すその火を消したそよぎパペットも、済まなさそうに頭を振る。

「んー、ごめん。いつ使ったか、私にも見えなかった」

「そっか」

　カナエは落らく胆たんするでもなく。駆かけ去る死像トランジの後ろ姿すがたへと目をやった。

　急いで追わないと、と思いながら跳び出すことができない。危うく死にかけたことへの恐きよう怖ふと、なにより無策で正体不ふ明めいの攻こう撃げきに仕掛けることへの忌き避ひゆえである。

　しかし、どういうこと、どうしたらいい、と悩む時間は、予想外に速く過ぎ去った。

《架か空くう五ご芒ぼう星せいだ》

　という、不意な一ひと言ことによって。その声には聞き覚えがある、と考えるまでもない。ほんの先せん刻こくに別れたばかりの、八十辻正典のものだった。

　二人が声のした場所、すぐ足あし下もとを見ると、そこには先の死像トランジの触しよく手しゆ、あるいは昨晩のオバケにも似た、黒くて小さなスライム状の物体が、擬ぎ似じ的な口を開けている。取り残された当人に代わり、魔術によって遣つかわされたものらしかった。

　カナエは、咄とつ嗟さのことで馴な染じみの薄い名前を思い出せない。急場のこともあり、

「この声……（八十辻さんの）お父とうさん？」

　と括かつ弧こ内を省しよう略りやくして呼びかけた。

　それには、死像トランジの影えい響きようを脱したためか、陰いん鬱うつや倦けん怠たいの色を帯びない、

《君に、お義父とうさんと呼ばれる筋すじ合あいはない！》

　しかし大いに不ふ機き嫌げんな声が返って来た。互いに物を言い難い数秒の空白を置いて、咳せき払ばらいを一回、仕切り直してから、スライムは本来の第二声を発する。

《……ようやく、追いつけたよ》

　カナエたちも、先の話はなかったことにして、傾けい聴ちようの姿勢。

《もっとも、君たちから遅れたおかげで、ある程度距離を置いて、戦いの情じよう景けいを見ることができた。こうして『架空五芒星』の意い外がいな使い方を、君たちに伝えることもできる》

　ほうほう、と頷うなずいていたカナエは、話の流れから気付いて、率そつ直ちよくに尋たずねる。

「手伝ってくれるんですか？」

《言うまでもないことだ》

　不ふ機き嫌げんさの幾分か失うせた、明確な答えが届いた。

《元より、私は『半閉じの目』なる連れん中ちゆうに味み方かたしたわけではないし、世界を破は滅めつさせる気もないのだから。なにより》

　声に、強い怒りが籠こもる。

《その破滅の道具に使われている夕ゆう子こを、君たちは助けようとしている。ならば、なにを問われるまでもない、私もできる限りのことをするだけだ》

「そっか。属する体系が同じだから、豹ひようも魔ま術じゆつも見えるんだ？　ありがとうね、マサノリ」

《勿もつ体たいないお言葉です》

　そよぎに対しては掌てのひらを返して恭うやうやしくなる彼に、そこはかとなくない不平を感じつつも、とりあえずカナエは話を進めることにした。実際、ノンビリお喋しやべりもしていられない。

「……ところで、カクーゴボウセーを、あの豹みたいな形で？」

「使ったところは、やっぱり見えなかったけどなあ」

　炎ほのおが溢あふれる前の光こう景けいを思い出すそよぎも、パペットの首を傾かしげた。

　正まさ典のりは、そんな二人の言い分に、

《その通り》

　と返してから、だが、と続ける。

《使ったのは、変化した夕子自身ではない。周囲を飛んでいる使つかい魔まの方だ》

　解答を示された二人は、思わず声を合わせていた。

「「へっ？」」







　急いで作戦を言い交わすと、二人は正典と別れ、屋や根ねの平へい原げんでの追つい撃げきを再開する。

　華か麗れいに疾しつ駆くする豹の後ろ姿すがたは、早くもその地平線近くへと去りつつあった。

　カナエは、小さな十じゆう字じ印いんを一歩毎ごとに打つことで徐じよ々じよに加か速そくしてゆく。

　この方法は、大きな十字印を一つ打ってすっ飛ぶものと比べて、印を打つタイミング、足の位置、踏み込む角度等々、制せい御ぎよが格かく段だんに難しかったが、小回りが利いた。夕子の死像トランジ相手に無む闇やみな突とつ進しんが自殺行為なのは、先の炎で骨ほね身みに染しみている。難しかろうがやるしかなかった。

　その気を遣つかう走法の中、カナエが口を開く。

「結果オーライだけど」

「ん？」

　断続的な加速に、踏ん張る姿勢で対するそよぎパペットが顔を向けた。

　カナエは今度こそ油ゆ断だんせず、両目に胸の一つを加えて、前方の全てを監かん視ししながら言う。

「二人とも死像トランジになったのは、正解だったかも。もし、あの八十辻やそつじさんにいきなり当たってたら、わけの分からない内にやられてたかもしれない」

「そ、そーでしょうそーでしょう！」

　自分の挑ちよう発はつが二体の死像トランジを作ったことを、未いまだ気にしていたらしい。そよぎパペットは、ここぞとばかりに大きく頷うなずいて名めい誉よ挽ばん回かいのアピールをした。

　カナエはその辺りには触れずに言い、

「それに、十じゆう字じ印いんの細かい操そう作さにも慣れる時間ができたし、っと!?」

「わわわ」

　言った傍そばから、一歩を踏み間違えて急カーブを描く。慌あわてて蛇だ行こうしながら軌き道どうを修正し、また一歩ずつ、細心の注意を払っての加か速そくに入った。いつしか屋や根ねではなく空を一定の高さ、一直線の軌道で踏み進んでいる。それはまるで地を這はって飛ぶ流りゆう星せいだった。

　やがてその三つ目が、近付いてくる、と実感できるほどに豹ひようを映し始めた頃ころ合あいで、

「そよぎさん」

「分かってる」

　二人して確かめ合う。

　正まさ典のりに教えられた魔術のタネ──『架か空くう五ご芒ぼう星せい』が描かれるはずの場所に、広く大きく視野を広げる。それは、豹ひようの周りを同じ速度で追つい随ずいする、蝙蝠こうもり型クレンペルの群れ。

　疾しつ駆くする豹に傾けい注ちゆうすればするほど見落とす、その起き術じゆつは、

「「来」」

　た、という語ご尾びを二人して落とすほど、突とつ然ぜんやってきた。

　広がった群れの端はし、五匹の蝙蝠同士を繫いで『架空五芒星』が点ともる。

　先と同じ規き模ぼの眩まばゆい赤、今度は遮しや蔽へい物ぶつのない場所での、炎ほのおの濁だく流りゆうだった。

　進行する壁のように屋根を横一線に焼いて迫るそれを、

「っ──はああああ!!」

　カナエは避けずに攻こう撃げきした。先のように一いち撃げきで打ち消そうとするのではなく、両手の指を前に突き出して、小さな十字印を散さん弾だんのようにばら撒まく方式で。

　かつて山やま辺のべ手梓たずさのクレンペルらとの戦いに際し使っていた、巨きよ大だいな死像トランジには通用しないからと使わずにいた、この攻撃には、攻撃そのものを消しよう滅めつさせる程の力はない。ただ、炎の濁流に細く鋭い釘くぎとして突き込まれ、連続する十字印の後押しによって、より深く抉えぐり込まれる。それはカナエの正面に穴として現れ、

（──）

　炎の濁流を減げん速そくせずに突き抜けさせていた。

（──っ次の）

　さらに、胸に輝く『半開きの目』が遙か前方でこちらを向いている豹ひようの姿すがたを捉とらえる。

（攻こう撃げきが、来る前に!!）

　声に出す間も惜しんで、焦しよう点てんを合わせた。

　瞬しゆん間かん、受けた衝しよう撃げきに反応した豹が、

「!?」

　素早く飛び退のこうとして、挫くじかれた。違い和わ感かんを覚えた前足に目を落とせば、そこには虎とら挟ばさみのように十じゆう字じ印いんが打たれ、屋や根ねの上に縫ぬい止めている。

　死像トランジの宿す渦巻文が、この十字印を打ち消すのは容易たやすい。まして夕ゆう子この豹は念入りに呪じゆ力りよくを込めて作られており、足を縫い止めた十字印は遠くから視線だけを頼りに放たれた微び弱じやくなものである。せいぜい、一歩の蹈鞴たたらを踏ませる程度の効果しかなかった。

　が、カナエはその一歩の隙すきをこそ、待っていた。

（大きな一いち撃げきを打つことに拘こだわりすぎてた）

　再び前方に駆かけながら、もう二撃を視線で放つ。

（そういうのは、ここぞという時でいい）

　彼ひ我が、二人の見つめ合うように、豹の両目へと。

「──アアアアアアッ!!」

　青い輝きで視し界かいを封じられた夕子は、たまらず蝙蝠こうもりで『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を描き、先までカナエのいた一帯を焼き払った。が、無む論ろんその場は既すでに、無人の野。手て応ごたえを感じなかった豹は、両目の十字印を振り払うや、焦あせりのまま四し方ほうへと、狙ねらいの定めない炎ほのおの嵐あらしを撃うち放つ。

　これら攻撃を、むしろ絶好の攪かく乱らんと、カナエは民みん家かの狭間はざまを駆け、

（で、これが──）

　溜ために溜めた全力の一撃を、先の散さん弾だんにも似た連れん射しやとして放った。

（ここぞの一撃！）

　巨きよ大だいな砲ほう弾だんではなく、小さく一列に連なり奔はしる、それはまるで鎖くさり。

「──捕つかまえた!!」

「っしゃあ！」

　調子よく叫ぶそよぎパペットを載のせた肩と反対側、振り向けられた腕と豹の前足を直線に結んで、十字印による縛ばく鎖さが構こう築ちくされていた。全体で一つの、足止めを行う力として機き能のうするそれの一いつ端たんを握り締しめながら、カナエは続けての攻撃を加えようとする。

　が、それに先んじて、

「キィアアアアアアア!!」

　悲ひ鳴めいを上げた豹の命めいを受けた蝙蝠が、群れの中で立て続けに『架空五芒星』を描いた。激情に任せた魔ま術じゆつが辺り構わず発生し、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのように猛もう炎えんを弾はじけさせる。

「うわっと！」

　この中、カナエは鎖くさりを手に、すぐ傍かたわらの、狭い庭を囲うブロック塀べいの陰に身を隠かくした。

　絡めた十じゆう字じ印いんの鎖は足止めの力として働いているため、巨きよ大だいな獣けものと綱つな引ひきする必要はない。そこに込めた呪じゆ力りよくを豹ひようが引き千ち切ぎるまでは、現状を維い持じできるはずである。

　塀へいの陰から豹を覗のぞき込みつつ、次なる機き会かいを狙ねらうカナエ、

「これで相手の位置は固定したし、視線を使えるこっちが有利──ん？」

「なにゃっ？」

　肩の上で同じポーズで覗き込んだそよぎパペット双そう方ほうは、しかし驚きに目を見張る。

　豹の周囲に次々と『架か空くう五ご芒ぼう星せい』が現れるに連れ、屋や根ねの上に立つ巨大な姿すがたがどんどん薄らいでいた。それが一帯に漂ただよい始めた真まっ白しろい霧きりのためだと気付いた時には、もう遠くの豹どころか、狭い庭の反対側の塀すら見えなくなっている。

　見通す力をも阻そ害がいする、死像トランジによる濃のう霧むの魔ま術じゆつだった。

　鎖を握る手元や、足あし下もとまでもが隠かくされる、まるで白い闇やみに閉ざされたかのような光こう景けいに、仕掛けるどころではなくなったカナエは、今になって心身の疲ひ労ろうを感じ、へたり込む。

「やっと捕つかまえたってのに、これか……八十辻やそつじさんの死像トランジってば、隙すきがなさ過ぎだよ」

　そうして、塀に寄りかかって尻しり餅もちをつきながらも、とある作業を始める。

　そよぎパペットが、それに眼めを流しつつ、腕を組んで唸うなった。

「んー、この水入りは幸いと見るべきかどうか。とりあえず、マサノリの連れん絡らく待ちかな……にしても、この妙みような熟こなれ具合、どうもユーコ本人の魔術の腕前ってだけじゃ、ないような」

　霧きりの中、辛かろうじて見える仕し草ぐさを、カナエは見やる。

「と、いうと？」

「死像トランジとしての完成度が、前の二体とは比べものにならない、ってこと」

「完成度、ねえ」

　そう言われても、カナエには手て応ごたえくらいしか計る術すべがない……が、その手応えは確かに、戦いの始めから伝え続けている。豹の死像トランジは、今まで戦った二体と明らかに格が違う、と。

「それって、渦うず巻まきの子が姿すがたを見せないのと、なにか関係あるのかな？」

　少し残念そうな声こわ色いろに、そよぎは首を傾かしげる。

「さあね。とりあえす、あの子が来ない分、こっちが大いに助かってるのは事実かな。さあ、続けて続けて」

「はいはい」

　言われたカナエは、互いに距きよ離りを開け視し界かいを閉ざされたこの間に、せっせと作業に励む。

　つもりだったが、やはり夕子は二人の評ひよう価かした通り、甘くはなかった。

　突とつ然ぜん、二人のすぐ近くで、

　ボリッ、

　となにかを砕くだく音がした。

「っ!?」

「なに!?」

　咄とつ嗟さに立ち上がったカナエ、キョロキョロする見回すそよぎパペット、いずれにも状況は摑つかめない。ただ、濃のう霧むが全てを白く満たす光こう景けいだけが広がっている。

「八十辻やそつじさんは動けないはず、なんだけど」

「クレンペルの方かも。空にも気を付けて、こっそり移動しよう」

　ヒソヒソ言い合って、二人は徒と歩ほで移動を開始する。音のした方向と反対側に進むのは、かえって危険と判はん断だんして、敢えて町の道路を手探りで、ランダムに辿たどっていった。

　やはり作業を続けながら進むカナエは、危うく真ま正しよう面めんのＴ字じ路ろの塀へいにぶつかりそうになる。

「っと、危ない」

「どっちに向かってるか、分かってるの？」

　そよぎパペットが、全く視し界かいの効かない状況に不安げな声を漏もらした。

　うん、とカナエは鎖くさりを手に、強く頷うなずいてみせる。

「これで繫つながってる限り、互いに大まかな場所は分かっちゃうからね。なんとか近付──」

　ボリッ、

　と、また物ぶつ騒そうな音が、すぐ近くで鳴って、そよぎパペットは震え上がった。

　警けい戒かいするにも視界は全く利かない。まずは一つ所に留とどまらないよう動くしかないと思う、

　ボリッ!!

「!!」

　そのカナエの鼻先を掠かすめて、先からの音の正体が、通り過ぎた。

　死像トランジの豹ひようの首が横向きに現れ、正面の塀と家か屋おくを囓かじり取っている。

　開いた顎あごの分だけ、人一人なら丸ごと嚙み砕くだけるほどの、大きさで。

　息を吞のんで固まるカナエの前で、

「……!!」

　その一囓りを済ませた首が、霧きりの中へと融けて行く。

　どうやら夕ゆう子こは、互いを結ぶ鎖の感かん触しよくを頼りに、大まかな見当を付けた場所へと首だけを移動させて一囓り、という行為を繰り返していたらしい。

　が、そんなことより、

（見られた！）

　カナエは、横向きに去りつつある豹の目が、こちらを見ていたことに戦せん慄りつしていた。

（八十辻やそつじさんの豹は、崩ほう壊かい点てんに向かう以外はおざなりな、今までの死像トランジと違う）

　総そう身しんを凍り付かせるほどの恐きよう怖ふ、

（この攻こう撃げきも足あし枷かせを解くことだけじゃない、こっちを見つけて）

　ここにいては危ないという真に迫った切せつ迫ぱく感、

（なんの躊ちゆう躇ちよもなく、殺すために、やっている）

　事ここに到ったからにはどう動くのが最善かと考える理性、

（見つけた、この今にも、来る）

　全てを、頭がもう一度来る前に、勝つ方向へと整理しなければならない。

（動くしかない）

　こればかりは既すんでの道みちも示してくれない、思し考こうの結論を、

（もう作業は十分だ、でも、まだお父とうさんから）

　新たな情報──周囲から集まりつつある蝙蝠こうもりの羽は音おと──を契けい機きに、下す。

「もう隠かくれられない、行くよ!!」

「えっ、でもまだマサノ──!?」

　そよぎの答えを受け取る猶ゆう予よはない。

　カナエは手にある鎖くさりを引き、手て応ごたえのある方へと十じゆう字じ印いんを打って、跳ぶ。

　群れ集つどいつつあった蝙蝠の群れを危うく突き抜けて、死像トランジのいる場所へ。

　成算の立つ前に、なし崩くずしに仕掛けざるを得なくなった。

　鎖を引く感かん触しよくで、豹ひようはこっちの接近を察知しているはず。

　向こうには、まだ蝙蝠の群れが数多く残っているだろう。

　作戦で示し合わせた正まさ典のりからの連れん絡らくも、まだ来ていない。

　それでも──全力の十字印を数多く取り置く作業だけは、終わっていた。

（山ほど打ったせいで、なんとなく分かった）

　周囲に数十から追つい随ずいする十字印を、跳び行く間に把は握あくし、制せい御ぎよして行く。

（遠くて振り回すような場所、手首じゃない）

　ほんの数秒で、数十もの十字印は、体の一部位に集って巡り、形を成す。

（直感で全体が分かる、体の中心──首だ！）

　明確なイメージを受け、全ての十字印が織り合わさり──襟えり巻まきとなった。

「お、おお──!?」

　風にバタバタと振り回されるそよぎパペットのまん丸な目が、それを通して『星』から見ていた少女の目が、喜びと感動にキラキラ輝き、声ならぬ声を吐かせる。

　直なお会らいカナエが身につけた、十字印の一形けい態たいだった。

　全力の十字印を溜ため込んだ膨ぼう大だいな力の集合体は、風に靡なびきながら『半開きの目』の使い手に力を与える。鎖を引きつけ、空を駆かけ、風を突き抜け、来たるべき炸さく裂れつの力を宿す。

　カナエは死像トランジの存在を、恐きよう怖ふの塊かたまりとして肌はだ身みに感じた。

　それでも一いつ切さい、揺るがず、緩めず、中天を突き進んで行く。

　運うん命めいに囚とらわれ、世界の破は滅めつに利用される少女を救い出すために。

　青い光の緒おを引いて、行く先を見み据すえつつ、常じよう識しきだの理り屈くつだの打だ算さんだので足踏みしそうになる思し考こうを、吹っ飛ばして直感に委ゆだねるための呪じゆ文もんが、口から迸ほとばしっていた。

「ええい、ままよ!!」

　それに答えて、まさに今、




《いいぞ、直なお会らい君!!》




　正まさ典のりの言葉が、道を拓ひらく。

「!!」

　ぐっと笑ったカナエの目の前に、濃のう霧むを払う暗色の豹ひようが、牙きばを剝むいて待ち構えていた。その周囲には蝙蝠こうもりの群れが、十に余る『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を描き、集中砲ほう火かを準備している。

「～」

　そよぎがパペット越しに息を吞のむ気け配はいを感じても、なお飛ぶ。

「オオオオオオオオ──ッ!!」

　豹が、咆ほう哮こうを上げて魔ま術じゆつの行使を示しても、なお飛ぶ。

「──っ」

　その豹の顎あごへと飛び込む自分の道を、なお飛ぶ。

　蝙蝠の描く『架空五芒星』の輝きが頂点を極め、狙ねらい澄すました魔術が発動

　しなかった。

「!?」

　驚き、僅わずかに身じろいだ豹の顔面へと、カナエは容よう赦しやない両足での跳び蹴けりを加える。

「っはあああ──!!」

　十じゆう字じ印いんの青さが、壮そう絶ぜつな速さと威い力りよくを伴う流りゆう星せいとしてぶつかり、豹の顔は真まっ向こう、額ひたいから拉ひしやげ、やがて抵てい抗こうの限界を迎えて一気に尾まで、ぶち抜かれた。

「────っりゃ!!」

　暗色の毛皮の内から、内ない臓ぞうではなく、無数の黄おう銅どう色いろの部品を撒まき散らして、豹は大きく仰のけ反ぞる。断だん末まつ魔まの叫びですらない、歪ゆがんだ部品同士が擦こすれ合う金かな切きり声を上げながら。

　全力を振り絞しぼったカナエは、首にあった襟えり巻まきの力も使い果たして、宙ちゆうに舞う。

「やっ、た……」

　が、

　その直下、地面に倒れ込んだ豹の死像トランジが突とつ如じよ、壊こわれた玩具おもちやのように直線的な動きで、再び立ち上がった。何者の執しゆう念ねんか、無む傷きずだった前足に生はえた巨きよ大だいな爪つめを、

「なっ!?」

　驚きつつも虚きよ脱だつの浮ふ遊ゆうから立ち直りきれないカナエへと、振り向ける。

　濃霧を裂さいて、最さい期ごの斬ざん撃げきが奔はしった。

「しまっ──　　」







　八十辻やそつじ夕ゆう子こは、豹ひようの夢を見ていた。

　その夢は、彼女にとって喜びだった。

　あの家を出て、軽快に走り回っていた。

　思うさま、色んな魔ま術じゆつを行使していた。

　誰だれの声も聞こえない。

　暴あばれ回っている自分の声も。

　自分を豹に変えた、大だい嫌きらいな声も。

　突っかかってくる、見知った誰かの声も。

　そんな中、

《直会君の言った通り、か……まったく、公園のど真まん中なかに作るとは！》

　一つだけ、遠くから聞こえてくる声があった。

　疎うとましい、重苦しい、悲しい、惜しい、辛つらい、様さま々ざまな気持ちが入り交じって、喜びの夢に影が差す。その影は一つの形を取って、彼女の秘ひ密みつの場所へと侵しん入にゆうしていた。

（駄だ目め、そこは！）

　この地ち域いきにおけるパワースポットである公園の一いち隅ぐう。運動会に飾る万ばん国こつ旗きを三角形にしたような、奇き妙みような紐ひも飾かざりを蜘蛛くもの巣す状に張り巡らせた、彼女特製の立体魔ま方ほう陣じん。

《間に合えばいいが》

　言って、影は魔方陣に手を伸ばす。

（止めて、触らないで！）

　叫んでも、自分の声は聞こえない。

　相手にも、自分にも。

（それを壊こわされたら、私は豹ひようでいられなくなる!!）

　叫ぶ間に、影の手は、容よう赦しやなく立体魔方陣を摑つかみ、引き千ち切ぎっていた。

《いいぞ、直なお会らい君!!》

　この魔方陣は、彼女の魔ま術じゆつにとっての心しん臓ぞう部ぶであり、核かく心しんでもあった。

　事ある毎ごとに異なるコードやワードを組み込みながらでないと起き術じゆつできない『書式五ご芒ぼう星せい』と違い、予あらかじめパワースポットに立体的に構こう築ちくされた魔方陣を起術・同調させておくことで、必要な組み合わせを瞬時に構築できる、それが『架空五芒星』の強みなのだった。

　それが今、破られた。

（う、う……!!）

　あまりに呆気あつけない、自分の魔術の破は綻たんに、気が遠くなった。

　猛もう烈れつな、まるで頭を割られたような痛みまでもが襲おそってきた。

　と、その痛みの中、

《豹ひよう？》

　影が、答えていた。

　声が、届いていた。

（あっ……）

《あの豹は、やはり、おまえにとっての絶望の姿すがただったのか、夕ゆう子こ》

　影は、動きを止めていた。身動きを留めているのではない、そこから届く思し考こうだけが、声だけが、魔ま方ほう陣じんの残ざん骸がいを伝って高速で入り込んできていた。

《なんという、情なさけない》

　いつもの小こ言ごとが始まった、と思えて、心の奥に怒りが湧わいた。

（そう）

《……》

（これは、なにもできない、なにもできない魔ま術じゆつの形──）

《違う》

　思いもよらない強さで遮さえぎられた。叫ぶと言うほどには激しくない、それでも強い、断固とした声。いつ聞いて以来なのか、とても懐なつかしい気持ちになる、声だった。

（？）

《そうではなかったはずだ》

　不ふ意いに、前が開けた。

　自分がいて、母がいる光こう景けいだった。

　それは、影の側から見た、いつかの光景だった。

　母がにっこり笑って手を一振り、指先に『架か空くう五ご芒ぼう星せい』を現して──豹になった。

　幼い、ほんの四、五歳さいだろう自分が、その様さまを目をキラキラさせて見つめていた。

　そして、場所は家の地下、殆ほとんど使われたことのない魔ま方ほう陣じんの描かれた広ひろ間まだった。

　用意された祭さい壇だんや、その上に並べられた古めかしい器き物ぶつや書物の種類から、それが何を意味する光こう景けいであるのか、今の知ち識しき量なら容易に推すい測そくできた。

（加か盟めいの儀ぎ……？）

《そうだ》

　魔術結けつ社しやへと加盟する誓せい約やくを行う儀ぎ式しきの場、だった。

　もはや他に構こう成せい員いんもいない、家族だけの小さな儀式。

　それでも三人は、心から幸せそうに笑い合っていた。

（でも……でも、やっぱり、なにも、できなかったじゃない！）

　思い出の中の母──華か麗れいで、しなやかで、魔術の不ふ思し議ぎを体現した、大好きな豹の姿が、

　思い出の中の死──豹ひようになれずに死んだ、なんの役にも立たない魔ま術じゆつへの絶望に、翻ひるがえる。

（母かあさんほどの魔術師も、万ばん能のうを謳うたわれた『架か空くう五ご芒ぼう星せい』も！）

《私は、おまえの話をしているんだ》

　再び、強く言われた。

（私、の？）

　なぜか、衝しよう撃げきを受ける自分を感じた。

　この自分に、否定以外の言葉が、まっすぐにぶつかってきた。

　それだけのことが、全く衝撃だった。

《私が情なさけないと言ったのは……夕子、おまえ自身が、おまえの誓いを汚けがしているからだ》

「……？」

　影の側から見た思い出が、再び開いた。

　なにかの書物に手を置いて宣せん誓せいする自分がいた。

　無む邪じや気きで脳のう天気な子供は、それ故ゆえの真まっ直すぐさで、誓った。




「私も格好かつこいい、魔術の豹になるの!!」




　影が傍かたわらに立って、その笑顔をともに見た。

《私が説せつ教きようなど、できる立場ではないことは分かっている……おまえの落らく胆たんも、失望も、全て感じて……なお動けなかった、情なさけない父なのだから》

　そうして、ともに見ながら、強く言った。

《だが、だからこそ、おまえが私のように、母さんの死に溺おぼれてゆくのを見過ごせない。あの豹を、魔術への絶望の象しよう徴ちようとして見ることを許せない》

　聞くだけになっていた自分の中に、忌いまわしい記き憶おくが蘇よみがえった。

　楽しい三人の姿すがたが搔かき消え、ほんの一年前の思い出が開けた。

　それは、あの事故の……母が呆気あつけなく死んでしまった、直後。

（──「豹だったら、助かったのに」──）

　あのときから刻みつけられた言葉が、また心に血を滲にじませた。

（豹）

　ぽつりと呟つぶやいて、ぽつりと血が滴したたって、ぽつりと涙が落ちた。

　何度も思い返す、その情動が熱さとなった。

（そうだ、母さんじゃない）

　呟きは強まり、血は乾き、涙は絶えていた。

（私だ──「私が豹だったら、助かったのに」──そう思ってた、そのはずだった）

　胸の奥底で、絶望の作為に一ひと筋すじ、鋭い皹ひびが入った。

（でも、私は豹じゃなかった……私の誓いが、無意味なものに思えるのが怖こわくなった……だから我が武む者しや羅らに、色んなことに手を出して、試して、考えて……）

　入った皹ひびが、内にあるものによって大きくなった。

《そうせずにいられなかったのは、おまえがまだ誓いを、おまえだけに輝く魔ま術じゆつへの憧あこがれを、胸に抱いていたからだ……私には眩まぶしい、おまえだけの憧れを》

　いつしか影は、皹の奥から溢あふれ出す光に照らし出され、父となっていた。

《だから夕ゆう子こ、その、だな》

（？）

　悲しみの色は、消えてこそいなかったが、どこかその顔は晴れやかに見えた。

《私がおまえを守ろうとした行為が間違っていたのなら、改めよう》

（……）

《今様モダンの研究も、不用意に町まち中なかで乱用しない限りは、認めてもいい》

（……っ）

　ムキになって自分に呼びかける父の姿すがたに感じたおかしみが、

《認めろというなら、直会君のことも認め……考こう慮りよに入れてもいい》

（……、っ）

　急に、切ないほどの喜びに押されて、笑い声になっていた。

《ゆ、夕子？》

　驚く父に、笑いに混ぜて、第一の要求を突き付ける。

（お父とうさん、とりあえず、お買い物に付き合って──欲しいスカーフがあるの）

　そうして、ふと、今在る自分の姿すがたを顧かえりみた。

　絶望を表す暗色の、豹ひようの姿を。

　その強大な形が、

「こんなの、豹じゃない」

　たった一ひと言ことで、粉こな々ごなに分解した。







　夕子が目を開けると、いまいち冴さえない、昼下がりの空があった。

　雲も疎まばらに散らばっていて、スッキリ快晴というわけにも行かない。

　それでも、明るくて、晴れていて、なにより、それを見る自分がいた。

（豹の、夢……？）

　でないことは、うっすらとした破は壊かいの記き憶おくと実感が教えている。

　が、それでもなお、仰あお向むけに寝ね転ころぶ夕子の気分は清すがやかだった。

　そんな心地ここち良い余よ韻いんの中、視し界かいの端はしから、

「目が覚めた？」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいという風ふうなカナエが、手を伸ばす。

「うん」

　夕ゆう子こは頷うなずき、意い外がいにがっしりした掌てのひらを摑つかんだ。

「終わった、の？」

　んーまあ、とカナエは妙みような間を継つぎ、

「全部終わったよ。ホント見み事ごとに、綺き麗れいサッパリ」

　諸もろ々もろ付け加えながら、彼女を助け起こした。

　その口く調ちように、何らかの含みを感じた夕子は、ともかくも立ち上がる。立ち上がって、周りを見て……彼の態度の意味するところを悟さとった。

「っ──!!」

　どこもかしこも、壊こわれて焼けて、大変な有あり様さま。

　黒くろ焦こげのマンションや嚙かみ千ち切ぎられた家か屋おく、踏み抜かれた屋や根ねに吹き散らされた木々や車等々。今二人がいるのは高いマンションの屋おく上じようだが、そこも端はしが四分の一ほど欠落している。遠くに黒く太く見えている線は、工事中の線路などではなく、正まさ典のりの死像トランジが進行した跡。途と上じようの家屋は全て踏み潰つぶされて、もはや撤てつ去きよを待つだけの瓦が礫れきの大たい河がとなり果てていた。

　以前の、同類の化ばけ物ものが起こしただろう旧きゆう校舎や塀へいの損そん壊かいどころではない、この光こう景けいに、望まぬとは言え破は壊かいを行った当人である夕子も、アングリと口を開けるしかない。

「お父とうさんのおかげで誰だれも巻き込まれてないし、火か事じも何とか自力で消し止めたけど、できれば放り出されてる八十辻やそつじさん家ちを、なんとかしたいんだよね」

　言って、カナエはパペットの乗っていない肩へと目をやりつつ、

「今、そよぎさんがいないから、やり方がよく分からなくてさ。それと──」

　声を失っている腕利きの魔ま術じゆつ師しに、ダメ元で尋たずねる。

「寮りようの前でやったみたいに、魔術で家の修復とか、できない？」

　ようやっと我に返った夕子も、窮きゆうした子供のように、

「お父さんに、聞いてみる」

　そう、短く返すことしかできなかった。







　その様よう子すを、ほんの少し離れた場所から見ていた男が、

「ふん、破壊されて支配力が落ちたところを入り込まれたか。まあ、急場凌しのぎで作ったにしては、そこそこ良い刺し激げきにはなっただろう」

　鍔つば広ひろ帽ぼう子しの下で、薄く黒く、笑う。

「まずは及きゆう第だい点てんをやろう、直なお会らい樺か苗なえ。最後だけは気に喰わんが、な」

　笑う間に、消えていた。













　　　エピローグ







　巨きよ大だい竜たつ巻まきの恐きよう怖ふ、奇跡の人的被ひ害がいゼロ、という記事が各メディアに踊ってから二日。

　早くも復ふつ旧きゆう、あるいは解体のための作業車でごった返す道路から、鉄てつ格子ごうしの塀へいを一枚隔へだてた八十辻やそつじ家けの庭では、優ゆう雅がなお茶ちや会かいが開かれていた。

　竜巻の起き点てんとされる、その家──発生当日と翌日はマスコミの取しゆ材ざいで大おお騒さわぎだったため、お茶会の日程がずれた──死像トランジになった洋よう館かんは、カナエらが苦労して元の場所に戻しはしたものの、当然のこと屋や根ねから土ど台だいから満まん遍べんなくズタボロで、近々補ほ修しゆう工事を行う予定である。

　ちなみに、このお茶会が庭で開かれているのも、麗うららかに晴れた日の下で、という理由ではなく、家の中だと危ない、というあまり優ゆう雅がではないそれに拠よる。

　参加者は、招しよう待たい主である八十辻正まさ典のりと夕ゆう子こ、賓ひん客きやくの直なお会らいカナエとそよぎ、一いち条じよう摩ま芙ふの五人。実は、もう二人ほど予定されていたのだが、その一人、桧ひの原はら里り久くからは、

「あの竜巻事件、要するに、そういう感じか」

　と当事者間の会かい合ごうだろうと見抜かれて敬けい遠えんされ、もう一人、山やま辺のべ手梓たずさからは、

「大したことのないＯＧが出向いたところで、生きのいい新人に言うことなんかないよ」

　と的てき確かくな推すい察さつを添えて、丁てい重ちようにお断りされていた。

　なお両者からは、ともに「後で話を聞かせろ」という旨むねも仰おおせ付かっている。さらに付け加えるならば、摩ま芙ふ同行の是ぜ非ひは、当人含めた全員から当然のことと受け取られているので、そもそも議ぎ論ろんの対たい象しようとなっていない。

　その摩芙は、なにがどうしてそうなっているのか、タブレット持参で尋たずねてきて、並んで座る夕ゆう子こに、ひたすら秘ひ蔵ぞうの猫ねこ動どう画がらしきものを見せている。

「ペルシャ豹ひようの赤ちゃんのが、あるの」

「ああー、いいねー、可愛かわいいー」

　夕子の方も、招しよう待たい主の一人でありながら、摩芙ともどもタブレット画面を覗のぞいては緩んだ笑顔となり、魔ま術じゆつよりも怪あやしげな呪じゆ文もんを小声で合がつ唱しようしていた。

　他方、そよぎが隣となりで頰ほお杖づえを突くカナエに、熱心に語りかけている。

「一昨日おとといから昼も寝ないで考えたんだけどさ！」

　騒そう動どうの最後で退場を強いられてからの二日間、カナエらの部屋にも行かず、また少し色味を濃くした『星』の上で一人、派は手でに波は紋もんを撒まき散らしながら縦たてに横にと転げ回って悩み抜いた苦心の作を、大いにアピールしたい。

「キミが、トドメの一いち撃げきで発動させてたアレ!!」

　そんな気持ちが荒い鼻息にも表れていて、カナエとしては、

「アレ？」

　と鸚鵡おうむ返しするしかない。

「襟えり巻まきみたいになってたアレだよ、アレ」

「ああ、アレ。アレの、なに？」

　マヌケな会話だ、と思いながらも付き合う。

「名前だよ名前！　君が欲しいって言ってたんでしょ、必ひつ殺さつ技」

「そういえば、そうだっけ」

　よく覚えてるなあ、と感心するやら呆あきれるやら。

「だから、その名前を、そよぎさんが考えてきてあげたんだよ」

「ほうほう」

　そんな気のない返事に面してなお、アゲアゲムードのそよぎは、パペットと大して変わらないオーバーアクションで、ゆるりと間を溜ためた後、指をビシッと彼の鼻先へと突き付ける。

「緒おを引く群れ星──ゆえに、名付けて『昴すばる緒お』!!」

　叫んでから、どう？　と首を傾かしげて、そよぎは返事を待った。

　カナエの方は、対たい照しよう的にリアクションが薄い。うん、と頷うなずく。

「スバルオ……良いんじゃないの？」

「でしょでしょでしょ!?」

　自分の興こう奮ふんに酔よいしれているそよぎは、その薄いリアクションにも大喜びした。

「この雅が趣しゆをタユタワセつつも、どこか洋風ナル音の響ひびき、体たいを表あらわしまくりの文字面、やっぱ輝き迸ほとばしるセンスは、古ふる桶おけの水みず漏もれみたいに隠かくしきれないものなんだよねー」

　絶ぜつ妙みように野や暮ぼったい例えで色々台だい無なしにする彼女の自じ画が自じ賛さんを、しかしカナエは聞き流し、筋きん肉にくの働きだけで繰り返し頷うなずき続ける。

「うんうん」

　彼の思いは、この二日間、同じ場所を巡り巡っていた。

　即すなわち、夕ゆう子この死像トランジとの戦い──その最後。







「しまっ──」

　渾こん身しんの一いち撃げきを放った直後の虚きよ脱だつ、数メートル先も見えない濃のう霧むの中という環かん境きよう、双そう方ほうの不ふ意いを突いて、立ち上がった豹ひようの巨きよ大だいな爪つめが、間ま近ぢかに迫った、

　その、死を呼ぶ斬ざん撃げきが到とう達たつする、まさに寸前、

「──った!?」

　霧の奥から小さな手が伸びて、カナエの手を引っ張っていた。

　瞬しゆん間かん、その肩の上で、

「ふんぎゅっ!?」

　そよぎパペットが潰つぶれるような悲ひ鳴めいを上げ、光の粒つぶになって消えた。

（こんなことが、前にも）

　背後を通り過ぎた爪の実感に戦おののきながら、カナエは思い出していた。以前の戦いでも、パペットが一いち撃げきで消されたことがあった。それは『半閉じの目』より発する渦うず巻まき文もんの呪じゆ力りよくをぶつけられたとき。今、自分が誰だれかと手を繫つないだ瞬間、そうなった。

　ということは。

（まさか）

　カナエは、自分の手を引く誰かに鋭く目をやった。

　と、鼻も突き合う、ほんの間ま近ぢか、真ま正しよう面めんに、いた。

　見慣れた、というほどではない、せいぜい見知った程度の、マントを纏まとい、杖つえを携たずさえ、フードを目ま深ぶかに被かぶった少女──『ハインの手先』が。

　仄ほの昏ぐらい予感を帯びる『半閉じの目』瞬またたく、そのフードの下は、やはり明らかに見えていながら、どんな容よう貌ぼうなのか分からない。そよぎが言うには、『半閉じの目』の呪じゆ力りよくで認にん識しきを誤ご魔ま化かしている、とのことだが、その時点のカナエには、そんなことはどうでも良かった。

　再戦と挽ばん回かいを期していた、なのにずっと会えなかった、それが今まさに現れた、という胸の熱さがいきなり少年を支配して、思わずその手を振り払わせた。

「っ!!」

　なぜか本当に驚いた様よう子すで離れる少女、その表情を見て、

「……？」

　カナエも、頭から水を浴びせられたように、我に返った。

　二度と立ち上がれず、ばらけていく死像トランジの感覚を足あし下もとに得ながら、濃のう霧むの中で二人は向き合い、互いの姿すがたの掠かすれる間ま際ぎわで、居い心地ごこちの悪い緊きん張ちようを帯びて見つめ合った。

　時間にして数秒という、この沈ちん黙もくの中で、カナエは今さら気付いていた。

（どうして、助けてくれたんだ？）

　二人は決して相あい容いれることのない『半開きの目』と『半閉じの目』の使し者しやである。助ける謂いわれなどなく、命の遣やり取とり（とカナエは思っていた）までした間あいだ柄がらだった。

　なので当然、カナエはその疑問を相手に質ただそうとした。

　した、のだが、なぜか口から出たのは、全く別のこと。

　自分が目にしたものへの率そつ直ちよくな、

「どうして、怒ってるの？」

　という、奇き妙みような問いかけだった。

　そしてまた、どういうわけか、

「[image: ～][image: ～]ッ」

　問われた『ハインの手先』の方も、その通りに口を尖とがらせていた。まるで子供のように──実際、子供に見えるのだが──尖った口、拗すねた声で、問い返してきた。

「すごく、危なかったのに……どうして、そこまで頑がん張ばるの？」

　カナエは世界に破は滅めつを齎もたらす敵に言われて、戸と惑まどった。

「えっ、そりゃだって、君が死像トランジを作っ──」

「そういうことじゃ、ない。八十辻やそつじ、夕ゆう……」

　少女は、最後まで言わなかった。

「？」

　夕子、と言おうとしたのだろうが、彼女がなんだというのか？　さんざん警けい戒かいして、再戦を密ひそかに望んでいたはずの少女を前に、カナエは、わけが分からないまま立ち尽くし、

「……」

　少女の方も、仇きゆう敵てきであるはずのカナエを、頰ほおを膨ふくらませて見つめるだけ。

[image: ]

　そんな奇き妙みような、二度目の対たい峙じの終わりは、すぐに来た。

　死像トランジの消しよう滅めつによって、その魔ま術じゆつで発生させていた濃のう霧むが晴れつつあった。

　ふ、と少女が体を下げる気け配はいを感じて、カナエは思わず手を伸ばし、

「あっ、待っ──」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]の、馬ば鹿か」

　また少女が難なく、その手を取った。

　カナエの視界は、いつかあったように大回転を起こし、空高くへと吹っ飛ばされていた。疲ひ労ろうがあったとはいえ、今回もまた戦うまでもない、というあしらわれ方だった。少なくとも、カナエ自身は、そう受け取った。

　実に呆気あつけなく悔くやしい、そしてサッパリ分からない、今度の出会いだった。







　性質のまるで違う、二組の会話花咲く庭に、地下室からの階段を上って──地上にある屋や敷しきは、死像トランジの出現に際し全てのライフラインが断ち切れてしまっていた──トレイを二つ持った八十辻正まさ典のりが現れた。

「夕子、少しは手伝ってくれないか」

　魔術を使っていないため、手つきも危なっかしい。が、その立ち居振る舞いにはどこか、のしかかる重石おもしを下ろしたような、気楽さと明るさが垣かい間ま見みえた。

　そんな、招しよう待たい主である正典の威い厳げんを守るため、ついでにこれから飲み食いするものを守るため、目の覚めたカナエと、珍めずらし物好きなそよぎが手伝いに立つ。

「あ、やりますよ」

「私もー！」

　さらに夕ゆう子こが、また何故なぜか摩ま芙ふが急いで駆かけ寄って、

「いいよ、お客様なんだし」

「ううん、やる」

　結局、誰だれが持てなす持てなされるの区別もない、雑ざつ多たな小しよう宴えんになった。

　前とは違うクッキーをバリバリボリボリ楽しみながら、そよぎが塀へいの外に目をやる。

「竜たつ巻まき、で全部片付いちゃうもんなんだねえ」

「そのようです」

　危うい話題、ということで、摩芙の方をやや気き遣づかいながら、正典は神しん妙みように答えた。

　表おもての道路を、作業用の車両が引っ切りなしに行き来している。騒そう音おんや煤ばい煙えんが入ってこないのは、密ひそかに魔ま術じゆつによる結けつ界かいが張られているためである。

「死者がなかった、また天てん災さいだったとして、それで竜巻の罪が軽くなるわけでもありません。相そう応おうのフォローはしていくつもりです」

「ふーん。ユーコん家ちってお金持ちなの？　地下に大金きん庫ことかあったり？」

　そよぎの無む造ぞう作さな質問に、夕子は朗ほがらかに返す。

「金庫はありませんが、魔術があります」

「魔術が？」

　カナエの問いに、

「はい」

　夕子はやはり、大きな誇りに若じやつ干かんの含みを混ぜて、笑い返した。

（もしかして、これ以上は訊きかない方が良いのかなあ）

　うっすら察したカナエは、紅こう茶ちやの入ったカップを黙だまって傾けることにする。腕がいいのか葉がいいのか、経けい験けんの碌ろくにない少年にも、正まさ典のりと夕子の煎いれてくれた紅茶は美味おいしかった。

　しばらくして、雰ふん囲い気きの落ち着いた頃ころ合あいに、正典が何気なく口を開く。

「直なお会らい君、どうもありがとう」

「え？」

　本気でどういうことか分からず、カナエは妙みような声を上げた。

　正典は少し複雑な面おも持もちで、苦く笑しようを添えて頭を下げ、

「これからじっくり、色々なものと向き合う気になれた。とにかく、そういうことだ」

「はあ。それじゃ色々と、どういたしまして」

　カナエは逆に、気軽にニッコリ、笑って受け取った。

　そうして、正典は徐おもむろに、

「それはそれとして、の話だが」

　真剣な面おも持もちで続ける。

「君を夕ゆう子この許嫁いいなずけとする件は……やはり少し、承しよう認にんに時間を貰もらえないだろうか」

　カナエは飲みかけた紅こう茶ちやを盛大に吹き出し、摩ま芙ふがタブレットを爪つめで引っ搔かくほど動作を誤り、夕子は少し頰ほおを赤らめただけでなにも言わなかった。

　そよぎだけが、周りの反応を見回している。

「ん？　なになに？　そうなの？」

　四者四よん様よう、答える者はどこにもいなかった。
















　それは、繫つながりの、春──

　漸ようやく、破は滅めつの絡から繰くりは巡り、

　星の象かたどりは緩く染しみて、

　いずれもが動き出す。










　　　あとがき




　はじめての方、はじめまして。

　久しぶりの方、お久しぶりです。

　高たか橋はし弥や七しち郎ろうです。

　また皆様のお目にかかることができました。ありがたいことです。







　さて本作は、痛つう快かいアクション娯ご楽らく小説です。今回は学校の中や寮りようから町まち内なかへと、ちょっとだけ行動や交友の範囲が大きくなっているようです。

　テーマは、描びよう写しや的には「関わりの点」、内容的には「すすむ」です。カナエや摩ま芙ふ、そよぎらが、魔ま術じゆつ師しの父娘相手に暴あばれたり暴れなかったり。

　いとうのいぢさんのイラストを本巻も頂いただきました。表ひよう紙しに描かれたそよぎさんの「美しい」と「可愛かわいい」のバランスが、全くもって絶ぜつ妙みようです。

　三み木き一かず馬ま氏に加え、本巻より新たに、吉よし岡おか雄ゆう介すけ氏を担当編集として迎え、様さま々ざまの助言を頂けることと相成りました。宜よろしくお願いいたします。




　県・地名五十音順に、大おお分いたのＴ島さん、神か奈な川がわのＫ地さん、埼さい玉たまのＳ口さん、東とう京きようのＨ本さん、鳥とつ取とりのＨ原さん、長なが野ののＺさん、広ひろ島しまのＴ西さん、北ほつ海かい道どうのＯ寺さん、住所不明のＫ井さん。いつも送って下さる方、初めて送って下さった方、いずれも大変励みにさせて頂いております。どうもありがとうございます。







　それでは、今回はこの辺りで。

　この本を手に取ってくれた読者の皆様に、無む上じようの感謝を、変わらず。

　また皆様のお目にかかれる日がありますように。











二〇一五年一月　　　高橋弥七郎
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高たか橋はし弥や七しち郎ろう

もはや名ばかり大阪人。２巻目です。宜しくお願いいたします。幾人かの方から質問を頂きましたが、そよぎパペットが羊っぽくなったのは未年とは関係のない偶然です。

なにかを凝視する作者

[image: ]




イラスト／いとうのいぢ

カナエも２巻めですね。シャナの余韻か、まだ今作のキャラ達に対する緊張感がありますが、今後どんどん彼らが手に馴染んできたら良いなと！　よろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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